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　モダンなインテリアの中に鎮座する、キングサイズのベッド。

　その上で、ダウンライトに照らされている千ち佳かと秀しゅう人とは、バスローブ姿で重なり合うようにしてお互いを見つめていた。

　彼の手がおもむろに伸び、千佳の髪をそっと撫でる。緩いパーマをかけているミルクティーブラウンのボブヘアは、見た目通りにふわふわと柔らかい質感だ。

　骨ばった大きな手からは、秀人の体温が伝わってくる。

「緊張してる？」

　彼にそう訊かれ、千佳は二重の瞼を伏せるようにして戸惑いがちに小さく頷いた。

　職場の上司で憧れだった秀人と付き合い始めて、四ヶ月。多忙な彼とは会う時間がなかなか取れず、こうしてベッドを共にするのはまだ両手で数えられるほどしかない。

「そのうち慣れるよ」

　クスリと笑みが零され、額に優しいキスが落ちてきた。

　切れ長の涼しげな瞳はそっと弧を描き、ライトに照らされた彫りの深い秀麗な相貌が千佳の視界を埋め尽くす。形の整った薄い唇に触れられるだけで、胸がときめいた。

　秀人に見下ろされていることにもドキドキし、これから彼に抱かれるのだと思うと、ベッドに沈む千佳の身体は自然と熱くなっていく。

　仕事の時にも見られる笑顔なのに、ベッドの中で見るそれはどこか艶を帯び、甘やかさと妖しさを混ぜ合わせたような空気を纏っている。

「でも、千佳の緊張する姿を見られるのも楽しいから、しばらくはこういうのもいいな」

　からかうような声音に、小さな不満を唱えたい。けれど、それよりも秀人が笑ってくれることが嬉しくて、つられて口元が綻んでしまう。

　好きな人が、自分のことで笑顔になってくれた。その愛おしい事実に、彼を見つめる千佳の鼓動がトクンと高鳴った。

　頬に唇を寄せた秀人が、千佳の顔にキスの雨を降らせる。額に移動した唇が瞼に滑り落ち、ちゅっちゅっと音を立てては千佳の表情ごと愛でるように柔らかく触れていった。

「ふふっ……くすぐったい……」

　彼のくちづけは、触れるか触れないかというくらいに優しく、千佳は顔をくすぐられている気さえした。

　秀人は楽しげに微笑み、千佳の鼻先にちゅっとキスを贈った。

　続けて唇同士が触れ合い、何度か角度を変えて軽いキスを交わしたあとで、彼の舌が千佳の唇をペロリと舐めた。悪戯な笑顔に瞳を捉えられ、鼓動がドキドキと騒ぐ。

「キスは慣れた？」

「えっと……まだちょっとだけ緊張しちゃう、かも……」

　わざと意地悪な質問をされたのだとわかるのに、千佳は恥ずかしさに視線を泳がせた。

　その素直な態度に、秀人が満足げに唇の端を吊り上げる。

　千佳にとって、彼は社会人になって初めてできた恋人。しかも、初体験の相手でもある。

　学生時代には恋人がいたこともあったが、どれも淡い関係で終わりを迎えてしまい、触れるだけのキス以上のことをした相手はいなかった。

　社会人になってからは仕事に夢中だったし、なによりも就職してすぐに出会った秀人に惹かれたため、千佳にはそれ以外の恋愛経験はない。

　だから、キスひとつであっても、彼に触れられるたびにどぎまぎしていた。

「少しずつ慣れていけばいいよ。これからが楽しみだ」

　再び唇が重なり、秀人が柔らかさを確かめるように食んでくる。

　彼は、唇を弄ぶように角度を変え、千佳はその艶めかしい行為に頬が赤くなっていくのを感じた。

　唇の隙間から舌が差し込まれ、千佳の口腔をまさぐる。舌が搦め捕られれば、キスはどんどん深くなっていき、その間にバスローブの紐が解かれていた。

　秀人が千佳のバスローブの胸元を開くと、下着メーカー『Ｈｏｎｅｙハニー　Ｄｒｏｐドロップ』の夏の新作のランジェリーが彼の眼前に姿を現した。

「今夏の新作か」

「うん、どうかな？」

「可愛いよ」

　フリルがふんだんにあしらわれたそれは、イエローとブルーの二色展開で、どちらも夏らしい色合いながらもパステル系のカラーである。派手過ぎない色が可愛いと評判で、発売から一ヶ月が経った今も売れ行きは好調だった。

「ブルーとどっちがよかった？」

「千佳ならブルーも似合うだろうけど、俺はこっちが好きかな」

「ァ、っ……」

　秀人の答えに笑みが零れると、彼が弾力のある胸をやわやわと揉み始めた。

　大きな手のひらに、白く豊満な乳房の形が変えられていく。その光景と行為に、千佳の唇からは熱い吐息が漏れた。

「フリルの透け感が夏らしいな」

　秀人の指先がフリルの上を何度かたどり、頂上をカリカリと引っ掻いた。

　ピクピクと身体が小さく跳ね、そんな千佳の姿を見下ろす彼の顔つきは楽しげだった。

　布越しの感覚にもどかしさを感じ始めた時、千佳の背中に手を回した秀人がブラのホックを外し、たわわな乳房を締めつけから解放した。

「千佳は、ここが好きだよな」

「はぁんっ……」

　中途半端な刺激を与えられていた右胸の薄桃色の突起を、彼の左手できゅっと摘まみ上げられる。その鋭い快感に、千佳は顎を反らした。

　秀人の愛撫は的確に千佳の弱いところを責め、快楽を植えつけてくる。

「やっ……はずかし……」

「これくらいで照れてどうするんだ？」

　このあともっと恥ずかしいことをするのに、なんて耳元に寄せられた彼の唇から密やかに紡がれ、千佳の下肢が甘い熱を覚える。

　秀人は、千佳が抱いたはしたない欲を見透かすように、艶やかな眼差しで千佳を見つめたあと、再び唇を重ね合わせた。

　割れ目に舌を這わされ、くすぐるようにたどっていく。食んだり舐めたりしているかと思えば、わずかな隙間から舌先が押し入ってきて、歯列をゆっくりとなぞられた。

　頬の裏側や上顎をじっくりと堪能され、無意識に引っ込めていた千佳の舌が捕らえられる。

　唾液を混ぜ合わせるような濃厚なキスに、千佳の呼吸が乱れていった。

　苦しいけれど、やめてほしくはない。酸素を求めて唇を離そうする身体とは裏腹に、心の中ではそんなことを思っていた。

　右胸の小さな果実をいじめる指はそのままに、もう片方の先端には舌が這わされ、空いている右手は下肢へと伸びていった。

　下腹部で遊ばせた手が臍の形を確かめるように蠢き、さらに下へと向かう。ブラとお揃いのショーツの縁をたどり、内ももをふんわりと撫でた。

　思わず脚を閉じれば、秀人の手がたしなめるように千佳の両脚を押し開く。隠すことは許さないと言わんばかりに、そのまま大きく広げられてしまった。

「……っ」

　間髪を容れずに伸びてきた指が、蜜口辺りをゆっくりと往復する。布越しにこすられた秘部が、くちゅっと音を立てた。

「濡れてるな」

　嬉しそうに細められた彼の目が、千佳を見下ろしている。

　バスローブはとっくに役割を果たしておらず、ブラはいつの間にかベッドの隅に追いやられ、残されたショーツは千佳の羞恥を煽るだけ。

「ここも好きだよな？」

　あとで触ってあげる……と低い声色で零され、敏感な芽を指先でかすめられたあと、再びショーツの上から蜜口をゆるゆるとこすられる。

「ッ、やぁ……」

「嫌？　じゃあ、どこならいいの？」

　艶やかな笑みが、千佳の瞳を射抜く。

　秀人の指は、相変わらず窪みを確かめるようにそこばかりを行き来し、千佳は自身の内側にもどかしさが募っていくのを感じた。

「ほら、言ってごらん？」

　意地悪な口調は、それでいて甘く優しい。

　千佳の淫欲を煽る指先は、緩やかな刺激しか生み出してくれない。けれど、素直になればきっと、ちゃんと触れてくれる。ただ、それをわかっていても、彼の問いに答える勇気がない。

「どうしてほしい？　言ってくれないとわからないよ」

　わざとらしいほどに首を傾げられ、千佳の視界は羞恥で滲んでいった。

「そこじゃ、なくて……」

「うん」

「もっと……、ッ、さわってほし……っ」

　それでも、胸と下肢への緩やかな快感だけでは足りず、千佳は堪え性もなく精一杯のおねだりを声にした。

「……まぁ、今はまだそれでいいか」

　でも、次はもっとはっきり言ってもらうから……と、意味深な笑顔で付け足された。もっとも、今の千佳にはそれに構う余裕は残されていない。

　秀人は千佳のショーツに手をかけると、パステルイエローの布を脚から抜き取った。

「はぁんっ！」

　いきなり花芯を探り当てられ、千佳の腰が大きく揺れる。指の腹で回すように触れられ、鋭い痺れにも似た喜悦に襲われた。

「ここ、気持ちいいな？」

　子どもに質問するような声音とは裏腹に、彼の指がさらに押しつけられる。グリグリといじくられ、千佳の身体がビクビクと跳ねた。

　それでも、千佳がなんとか首を縦に振って見せれば、花芯から顔を出した花芽を摘ままれ、そのまま二本の指で嬲られた。

　高い声が部屋中に響き、千佳の鼓膜をいたずらに侵してくる。脳が白んでいく中、千佳は自身の嬌声をどこか遠くの方で聞いている気がしていた。

「だ、だめっ……！　ひっ、ンッ、もうっ……！」

「イきそう？」

　秀人の低い囁きに身震いした千佳が、瞼をぎゅっと閉じて首を小さく縦に振る。そんな千佳を見つめる彼は、そっと唇を吊り上げた。

「ん。イっていいよ」

　秀人の舌が耳孔にねじこまれ、耳元と下肢で響く淫靡な水音に後押しされる。

　芯が通ったように硬く勃ち上がったしこりをきゅっと摘まみ上げられ、千佳は後頭部をシーツにこすりつけながら愉悦の海に身を投じた。

　彼は、千佳が落ち着くのを待たずに秘裂をなぞり、零した蜜を纏わせた指を蜜壺に押し挿れた。

「あ、ぅ……やっ……待っ……」

「待たないよ。千佳だって、イってすぐにナカをいじめられるのが好きだろ？」

　秀人の声が鼓膜を揺さぶり、舌が耳殻に這わされた。

　唇が首筋をたどっていくと、それに合わせるように骨ばった指が隘路を進む。一本目の指を受け入れた直後には、二本目が侵入していた。

「アッ、ひぅ……ッ」

　引き攣るような声が飛び出せば、「ここも震えてるな」なんて言った彼が、膨らみの頂をペロリと舐めた。

　刹那、千佳の淫壁が戦慄き、秀人の指をきゅうきゅうと締めつけた。

　彼の口内に迎え入れられた小さな果実は、舌や歯で入念な愛撫を与えられている。同時に、内壁に埋められている指が抽挿を始め、ついでとばかりに親指が雌芯を捕らえた。

　敏感な部分ばかりに狙いを定められ、千佳の身体は再び高みへと押し上げられていく。

　指がもう一本増やされたことに気づいたときには、千佳は自身に注ぎ込まれる鋭利な快楽を受け止めるしかなかった。

「やぁっ……！　イっちゃ……ッ、やだぁ……ッ！」

　涙で濡れた瞳で秀人を見れば、千佳の胸元にいる彼と目が合った。その双眸は雄の鋭さを秘めた肉食獣のそれで、千佳は恋人の情欲を目の当たりにして心が震えた。

「しゅう、とさ……ッ、いっしょ、に……！」

　喘ぎ声の合間で必死にねだれば、秀人はうっとりとしたような眼差しで千佳を見遣り、乳首をちゅうっと吸い上げてから身体を離した。

　身体を包む気怠さにぼんやりとしていると、薄膜を被せた雄芯が秘裂にあてがわれた。

　ゆるゆると腰を動かされ、くちゅくちゅと蜜音が響く。彼の動きに合わせるように、千佳の腰も自然と揺れていた。

「千佳の身体は素直だね」

「んっ……！　秀人、さん……。ねっ、はやく……」

　意識はとっくにこの先に囚われていて、恥ずかしい指摘なんて気に留める余裕もない。

　それどころか、恋人の首に手を回し、硬い胸板に豊満な双丘を押しつけた。

　秀人は、唇だけで笑みを浮かべたあと、蜜を纏わせた雄杭をぬかるみに挿れた。

「あぅ……ッ！　ふぁ、んっ……」

　彼に解された膣壁は、硬く太い熱棒を押し出そうとするように激しい収縮を見せる。

　秀人は、ゆっくりと、けれど決して後戻りする気はないと言わんばかりに、腰を押し進めていった。

「……ッ」

　なにかをこらえるように喉奥で声を噛み殺した彼が、千佳に優しい眼差しを向ける。

「痛くない？」

「へい、き……だから、動いて……」

　苦悶にも似た表情に見えるのに、千佳の瞳はうっとりとしている。

「……まだナカはこんなに狭いのに、ねだるのか」

　秀人は間髪容れずにハッと息を吐くと、千佳の両脚を抱えるようにして腰を引き、すぐに熱杭で柔襞を抉った。

「あぁぁっ！　アッ……ひぅっ、ん……」

　彼の形を覚えていると語るように、千佳の肉襞が怒張に纏わりつく。絶妙な愛撫にうねる陰道を、剛直が掻きむしるようにして暴れ回る。

「千佳は、まだこっちじゃないとイけないよな？」

　熱い息を零した秀人の指が、千佳の薄い茂みから蜜芯を探り出し、クリクリと捏ね回した。

「ひっ……ッ！　ぁ……ぅ、あぁぁっ……！」

　劣情に満ちた吐息が耳元に触れるのを感じながら、千佳は媚肉を侵す屹立をきゅうきゅうと締め上げ、愛欲の沼に沈んだ。

「……っ、しゅうと、さん……？」

　果てたばかりの思考は酩酊し、視線が定まらない。涙でぼやけた視界にうっすらと彼の姿を捉えた直後、千佳の身体が起こされた。

　自身を貫く肉棒によって、激しい痺れが駆け上がっていく。

　無意識に閉じた瞳の裏が、チカチカと光った。喉が引き攣り、呼吸もままならない。

　自分自身が壊れてしまうんじゃないかという微かな恐怖の中、唇に柔らかな温もりが触れた。それがキスだと気づくまでに、きっと一秒も要さなかった。

「千佳……。もっと動いていいか？」

　何度か唇を重ねたあとで訊かれて瞼を開ければ、彼が熱を帯びた眼差しで千佳を見ていた。喜悦をこらえる表情を前に、千佳は迷うことなく頷く。

「秀人さんも……気持ちよくなって？」

　甘やかな言葉を機に、秀人が姫洞をガツンと突いた。

　その勢いと甘いうねりに千佳の身体が大きく跳ね、背中が弓なりになる。けれど、彼は千佳の背中を支えるように腕を回し、そのまま柔襞を抉り続けた。

　千佳は息を詰めてしまうほどの快感の波に眉を寄せながらも、秀人にもちゃんと気持ちよくなってほしくて、彼にしがみついて腰を押しつけた。

　快楽の果てが見え始めた千佳は、秀人を待つように奥歯を噛みしめる。

　彼の動きはさらに激しさを増し、とどめとばかりに千佳の雌核を摘まみながら最奥を穿った。

「ああぁぁぁっ――」

「ハッ……ッ――！」

　刹那、千佳は秀人の腕の中で愉悦に戦慄き、三度目の高みへと昇りつめた――。
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「はぁ……」

　秋の新作が並ぶ棚を見て、鈴すず原はら千佳の口からは小さなため息が漏れた。

　恋人の玉たま木き秀人と幸せな時間を過ごしたあの夜は、もう二ヶ月も前のこと。

　色違いで購入しておいたパステルブルーの下着を彼に見せる機会がないまま夏は終わり、暦はもうすぐ十月になろうとしていた。

（先週は会えたけど、秀人さんが忙しくてご飯を食べただけだったし……）

　そこでハッとして、慌てて周りを確認した。幸いにも千佳の周囲には誰もおらず、どうやら憂鬱なため息を誰にも聞かれずに済んだらしい。

　仕事中なのを忘れかけて恋人のことを考えていた千佳は、密かに胸を撫で下ろした。

　六本木にある大型複合施設の二階に店舗を構える、ランジェリーショップ。

　下着メーカーの中では国内シェア第三位に位置する『Ｈｏｎｅｙ　Ｄｒｏｐ』の旗艦店でもあるこの店では、今日も女性スタッフと多くの客で賑わっていた。

「お客様、いかがですか？」

　フィッティングルームの傍に控えるようにして商品を並べ直していた千佳は、腕時計を確認してからノックをし、遠慮がちに尋ねた。

　パステルイエローのドアの向こうでは、女性客が秋の新作の下着を試着している。

「うーん……やっぱりちょっとブラが大きい気がします」

　ドア越しに聞こえてきた声にはため息が混じっていたが、さっき千佳が女性客のバストサイズを測った時に見た感じではそうは思えなかった。

「もしよろしければ、フィッティングのご確認をさせていただきますが……。もちろん、他のサイズをお持ちすることもできますので、遠慮なくお申し付けください」

　あくまで控えめに、そして声のボリュームは落としたまま話を続ける。

　下着姿というのは、普段は他人に見せることはない。同性相手であっても抵抗を感じる人や、スタッフに見られたくない客もいるものだ。

　こちらとしては仕事の一環とはいえ、相手にとってはそう思えないことは重々承知している。客の気を悪くすることなく、親切だと感じてもらえるギリギリのところを探るのは、社会人二年目を迎えた今でも簡単ではなかった。

「じゃあ、少し見てもらってもいいですか？」

「かしこまりました。では、フィッティングルームに入らせていただきますので、カーテンの向こう側でお待ちください」

　千佳は、「入らせていただいてもよろしいですか？」と確認し、女性客の返事を聞いてからそっとドアを開けた。中に入って後ろ手でドアを閉め、「失礼いたします」と断りを入れてから目隠しのために設置されたカーテンを開く。

「ほら、カップがちょっと余ってませんか？」

「肩紐をもう少しだけ短くして、正しく着ければぴったりになると思いますよ」

「えっ、本当ですか!?」

　千佳は承諾を得てから肩紐を調節したあと、正面の鏡に向かって客の隣に並び、正しい下着の着け方をレクチャーする。

　思春期になれば世の大半の女性はブラを着用するようになるが、実は大人になっても正しく着けられていない人は意外に多い。千佳自身も、大学生の時に立ち寄った別店舗のハニードロップでフィッティングをしてもらい、ブラのサイズが合っていないことを知った。

　しかも、自分に合ったブラを正しい位置で着けるだけで見た目がグッと変化したことに感動し、下着をすべて買い替えることを即決した。

　そして、この出来事をきっかけに下着に興味を持つようになり、就職先は下着メーカーを希望したのだ。

　第一志望だったハニードロップに無事就職できた現在は、店舗スタッフとして働き、毎日充実した生活を送っている。いずれは企画などに携わりたいという思いがあり、あと何年かすれば内勤を希望するつもりだった。

「わぁーっ、本当だ！　このサイズでぴったり！」

　客の胸元は、千佳の見立て通りのサイズのブラに包まれて、とても綺麗な形になった。

　来月で二十四歳になる千佳と同年代くらいの女性客は、驚きと喜びをあらわにしながら、鏡と自身の胸元を何度も見比べている。

「すごい！　本当にワンサイズアップするんですね！　自分では正しく着けてるつもりだったのに、今までとは見た目も全然違う！」

「正しく着けていると、さらにバストサイズが上がることもありますよ」

「本当ですか!?」

「はい、私もそうでしたから。もちろん、食生活や運動も大切ですが、下着の着け方も重要なんです」

「じゃあ、これを機にジムにでも通おうかな。お姉さんみたいなスタイルになりたいし」

　女性客の言葉に照れ笑いをした千佳は、頭を下げてからフィッティングルームを出た。

　経験談というのは、不思議と客に受け入れられやすい。

　今の女性客も興味を持ったようで、試着を終えたあとでわざわざ声をかけられ、千佳の食生活やトレーニング方法について尋ねてきた。

　千佳は、下着をすべて新調すると言った女性客に人気のラインナップやおすすめの商品を案内しながら、自身の体型維持に関することにもいくつか答えていった。

　終業後、スタッフたちと談笑しながら片付けていると、バックヤードから出てきた店長が「秋の新作第二弾が届いてるよー」と笑顔を見せた。

　同僚たちがレジの傍に集まり、新作を手に取っていく。社割が利くおかげで、スタッフは新作の発売に合わせて予約することが多く、千佳も例に漏れず上下セットになっているそれを購入する予定だった。

「千佳ちゃんもフィッティングする？」

「そうですね。サイズは変わってないはずですが、念のために着てみます」

　店長に訊かれ、千佳は他のスタッフたちに続いてフィッティングルームに行った。

　秋の新作の第一弾はガーリーなデザインだったが、第二弾はローズのレース風の刺繍があしらわれたエレガントなもので、白と黒と赤の三色展開になっている。

　滅多に選ばない黒い下着を身に纏えば、千佳の白い肌とは対照的なカラーの下着がよく映えた。黒の生地には白い糸で刺繍され、どことなく可愛らしさもある。

（でも、これも秀人さんに見てもらえないかも……）

　夏のデザインとは違い、今回は通年でも使用できそうだ。けれど、せっかく新しいものを購入するのなら、恋人に早く見てほしい。

（……って、こんな大胆なこと、秀人さんには言えないけどね）

　本人には言えないが、秀人と付き合ってからの千佳は、彼に見てもらうことを想像しながら下着を選んでいる。

　ハニードロップの商品の中には、楽に着けられるものや、服に下着の形が響かないといった謳い文句のものもある。けれど、千佳の基準はいつだって、秀人が気に入ってくれるかどうか……だった。

　付き合う前は、自分の好みだけで購入することがほとんどだったが、ベッドの中で見せることを意識してからは彼の好みを密かにリサーチしていた。

　下着に興味を持ってから、可愛いランジェリーをより可愛く着こなすために食生活や運動にも気を遣うようになった。

　好きな人に見せる機会ができてからは、体型にかける意識はさらに強くなり、どんな時も秀人が抱きたくなるような身体でいたいと思う。

　おかげで、千佳の胸はたわわに実っているが綺麗な形を維持し、ウエストは女性らしいくびれを持ち、まろみを帯びたヒップはきゅっと上がっている。

　同僚や友人に褒められたことは、一度や二度じゃない。

　もちろん、裏では必死に努力しているのだが、彼のためならそれも苦ではなかった。

「でも、あんまり放っておくと見せてあげないんだからね」

　誰にも聞こえないようにひとりごちたあと、そっとため息をついた。

　四歳年上の秀人の前では、彼に釣り合う女性でいたくてわがままなんて言わないが、本当はなかなか会えないことが寂しくてたまらない。

　秀人は、ハニードロップの本社勤務で、エリア統括マネージャーをしている。

　もともとは千佳が配属されている六本木店があるエリアを担当していたが、今年の四月から期間限定で収益が悪いエリアを任されることになり、千佳がいるこの店舗は別の社員が担当することになった。

　秀人が社内で『敏腕マネージャー』や『有望株』と言われていることは、店舗スタッフの耳にも入っており、千佳も就職してすぐにその話題は聞いていた。

　端正な顔立ちに、丁寧な仕事。学生時代には野球をやっていた体躯は程よく日焼けし、今も鍛えられている。

　そこに穏やかな物腰まで加われば、モテないはずはない。

　千佳自身も、一目惚れに近い形で憧れを抱き、すぐに彼に恋に堕ちたひとりだ。

　もっとも、誰にでも丁寧で優しい秀人の浮いた話は聞いたことがなく、玉砕した女性たちの噂を聞くたびに身震いしたものだが、それでも淡い恋心は色濃くなっていくばかり。

　だから、今年の三月上旬、彼から『他のエリアを担当することになる』というのを聞いたのを機に、意を決して告白した。

　千佳にしてみれば、望みのない片想いを続けるのがつらかったのもあり、当たって砕けろ！　の精神で想いを打ち明けた。

　秀人が別のエリアの担当になれば、振られてもしばらくは顔を合わせることはない。

　もし、また彼が六本木店のあるエリアを担当することになったとしても、時間が空けば気まずさも多少は薄まるはず。

　それなら、諦めることができそうにない想いを抱えて彼に会えない期間を過ごすよりも、いっそ一思いに振ってもらおう……なんていう後ろ向きな考えが少なからずあった。

　ところが、千佳の予想に大きく反し、秀人は千佳の想いを受け入れてくれた。

　噂によると、過去に彼に告白した女性は、美人で仕事ができる秘書だとか、スタイル抜群のスタッフだとか、アイドル並みに可愛い取引先の社員だとか、聞くだけで太刀打ちできそうにない猛者たちばかりだったのに……。

　なにがどうなって、千佳のようなごく普通の女性を恋人にしようと思ったのだろうか。

　抱いた疑問は、付き合って一ヶ月が経った頃には解決するのだが、その時に秀人から『結構前から好意を持ってた』と聞かされて、夢かと思ったほどだった。

　彼いわく、仕事が好きだと体現するようにがむしゃらに働く千佳に好感を持ったことが、最初のきっかけだったのだとか。

　他社製品のリサーチをしつつも、ハニードロップへの愛情を欠かさない千佳は、確かに仕事がとても好きだ。

　自信を持って商品を勧めるためにも、自社製品の勉強はもちろん、下着というカテゴリーにおいても常にアンテナを張っている。

　学生時代は大手チェーン店のコーヒーショップでバイトをしていたこともあり、接客業に対する勘はある程度培っていたし、楽しみながらこなしていた。つらいことや失敗も当たり前にあったが、それをバネにして頑張ろうという意気もある。

『そういうところがいいな、って思ったんだ』

　瞳を緩めて語る秀人を前に、仕事を頑張っていて本当によかった！　と千佳が心底思ったのは、もはや言うまでもない。

　あとになって、千佳だけに出張土産を用意してくれていたことや、三ヶ月に一度の面談時間が少しだけ長かったことを秀人本人から打ち明けられたけれど……。よくよく思い返してみれば確かにそうだったと感じつつも、やっぱり彼と付き合えたことは奇跡だと思った。

　モテる秀人の恋人でいると、よからぬ妄想や不安に包まれることもあるが、彼は多忙な中でも時間を作ってはデートに誘ってくれるし、大切にされている実感がある。

　身体の関係はまだ数えられるほどしかないものの、それでもこの半年間で秀人と信頼関係を築き、彼も自分の想いを言葉にしてくれている。

　だから、会えない日々に寂しさを感じてもわがままを言うつもりはなく、むしろ秀人の隣に立っても恥ずかしくない女性でいたいと考え、これまで以上に仕事に精を出していた。

　もちろん、できることなら毎日でも彼に会いたいけれど――。
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　十月に入ると、ハニードロップでは全店でオータムセールが開催され、六本木店では新作もよく売れた。

　そんな中、今の統括マネージャーとの面談を控えている千佳は、彼に呼ばれるまで在庫整理をしながら待っていた。

（藤ふじ野のさん、優しいけど話が長いんだよね）

　秀人の代理としてやってきたマネージャーは、彼と同期らしいが、なぜか仕事の話よりも雑談が多い。

　とてもいい人で話しやすく、仕事もできるようではあるものの、秀人の時とは違って面談にかかる時間が長く思えた。もっとも、彼の時に長く感じなかったのは、恋をしていたから――というだけかもしれないが。

「千佳ちゃーん、お待たせ！」

　藤野に呼ばれ、千佳の前に面談していたスタッフと交代でバックヤードの奥へと行った。

「じゃあ、面談を始めます。最近の仕事はどう？　店長からは、千佳ちゃんの接客態度は高評価だけど、なにか困ってることとかない？」

　人が好い笑顔を向けられ、千佳は得意の営業スマイルで答えていった。

　藤野はなぜか、スタッフのことを名前で呼ぶが、千佳は彼のそういう馴れ馴れしさがほんの少しだけ苦手だった。いい人ではあるものの、どうにも軽薄に見えてしまうのだ。

　同じ統括マネージャーでも、秀人はスタッフのことは必ず名字で呼び、面談でも丁寧に話していた。気安く話してもらえた時には嬉しくもあったが、彼のスタッフに対する姿勢も好感を持った理由のひとつであることは間違いない。

　だからこそ、いい人ではあるが軽い口調の藤野は秀人とは対照的過ぎて、内心では小さな戸惑いを持っていた。

「うん、特に問題なさそうだね。さっき、千佳ちゃんが担当した店内のディスプレイも見たけど、すごくよかったよ」

「ありがとうございます」

　藤野の言葉に、千佳は自然と笑みを零していた。

　苦手意識を持っている相手であっても、こうして褒めてもらえると嬉しいものだ。

　一番嬉しいのは秀人からの褒め言葉ではあるが、今度彼に会った時に今日の面談の報告ができると思うと、ますます早く会いたくなった。

「そうだ、千佳ちゃん。パンケーキとか好き？」

「え？　あ、はい。甘いものはだいたい好きです」

「駅前にできたカフェのパンケーキ、めちゃくちゃおいしかったからおすすめだよ」

「じゃあ、今度行ってみますね」

　嬉々とした気持ちの余韻に浸る暇もないまま、藤野にパンケーキの写真を見せられて「おいしそうですね」と微笑んだ。

　秀人が相手だったら、面談後のこんな会話に喜んでいただろう。けれど、藤野と雑談するくらいなら早く仕事に戻りたいというのが、千佳の本心だった。

「千佳ちゃん、カフェとか結構行くの？　俺、こう見えてスイーツ好きだから詳しいんだ」

「えっと、まぁ人並みには行きますよ」

「そっか。じゃあ、今度一緒にどう？」

　今にも立ち上がりそうだった千佳は、藤野の言葉に一瞬目を見開いた。

　秀人との関係は、職場で話したことはない。しかし、以前に藤野から恋人の存在を訊かれた時、千佳は『います』と答えている。

「あ、彼氏が怒っちゃうか」

「そうかもしれません。藤野さんに教えていただいたカフェ、今度彼と行ってみますね」

　千佳は、あくまで笑顔を繕ったまま、「仕事に戻りますね」と頭を下げた。

「またおすすめのカフェがあれば教えるねー！」

　藤野は特に気にしていないのか、あっけらかんと笑っていたが、千佳は彼の雑談から解放されたことにホッと息をついてしまった。

　

【明日の夜、空いてる？】

　仕事を終えて帰宅する途中、そんなメッセージを目にした千佳は、電車内だというのに頬が緩んでいった。

　送り主は秀人で、その続きには一緒に夜ご飯を食べようという内容が書いてある。

　嬉しいことに、明後日のシフトは休みだ。千佳が二つ返事で快諾したのは言うまでもなく、今夜は念入りにスキンケアとボディケアをしようと決めた。

　恐らく、彼は明後日も仕事だとは思うが、もしかしたらお泊まりコースかもしれない。

　備えあれば憂いなし、とはよく言うが、土壇場になって脱げない身体で秀人に会うようなことは絶対にしたくなかった。

【千佳は明後日休みだろ？　うちに泊まっていく？】

　すぐに返ってきた内容に、千佳はますますにやけてしまった。

　彼の家に行ったことはまだ数回しかないが、千佳の答えは最初から決まっている。

　どうやら、秋の新作第二弾の下着セットは、無事に本来の役割を果たすことができそうだ。

　これがぬか喜びにならないことを祈りながら、千佳は帰宅早々に野菜と鶏むね肉で作った温野菜サラダを食べ、ゆっくりとお風呂に入った。湯舟では念入りに全身をマッサージし、ラベンダーの香りがするスクラブで肌をくまなく磨いたあと、再度よく温まった。

　もちろん、髪の手入れも忘れることなくお気に入りのトリートメントでヘアパックを施し、お風呂上がりにはしっかりと水分を取りつつストレッチと筋トレをした。

「これでいい感じ……かな？」

　ボディラインが出るルームウェアに包まれた全身を、姿見でよく観察しながら頷く。

　スタイルアップのために努力を欠かさない千佳だが、決して自分に自信があるわけではない。人並みにコンプレックスや悩みはあるし、食事管理やトレーニングでボディメイクを頑張っても、それらが完璧に解消されたことはなかった。

　だからこそ、努力している自分自身を甘やかすことも大切だと考え、トレーニングのあとはいつも姿見の前で少しだけ自分を褒めるようにしている。

「秀人さん、褒めてくれるかな」

　いつもたくさん褒めてくれる恋人の顔を思い浮かべ、千佳は胸の奥で感じたくすぐったさに瞳を緩めた。

　今の千佳にとって、自分磨きをする原動力のすべては秀人である。

　彼と付き合う前までは、大好きな下着と自分自身のためだけに磨いていた心と身体は、もう愛する恋人のものだから。

　秀人が喜んでくれるのなら、甘いものやお酒だってそれなりに我慢できるし、苦手な筋トレも頑張れてしまう。他の女性なんて見る暇もないくらい自分だけを愛していてほしいと思えば、千佳にとって努力は苦ではなかった。

（明日は、する……よね？）

　身体の関係は、まだ数えられるほどしかない。千佳にとっては秀人が初めての相手だったため、そもそも彼との情交だけが千佳の経験値である。

（また、意地悪されちゃうのかな……）

　初めての時は甘く優しく抱かれるだけだったが、回数を重ねるごとに情事の最中の秀人の態度が気になっていた。

　甘くて優しいところは変わらないのだが、最近の秀人は意地悪な言葉や質問を並べ、羞恥に悶える千佳に答えさせるようになった。

　その上、普段の優しくて紳士的な彼からは想像もできないような淫猥な言葉を吐き、千佳が恥ずかしがると満足げに笑うのだ。

　それが心底嫌なのか、と尋ねられれば、そこまで拒絶しようと思うわけではない。

　けれど、羞恥と恥辱に包まれるのはいたたまれなくて、仕事中の秀人とのギャップに少なからず戸惑いもあった。

　世間の恋人たちがどんな風に愛し合っているのかは知らないが、千佳にとっては自分たちの情交が〝普通〟だとは思えない。

（なんていうか……ほんのちょっとだけ、変態っぽい感じがするんだよね……。でも、それが嫌ってわけじゃなくて……。い、いや、もちろん、すっごく恥ずかしいんだけど！）

　本気で嫌だと思ったことはないし、彼も千佳を傷つけるようなことをするわけではない。

　意地悪な言葉に困ることはあっても、気持ちよくしてくれていることも事実だ。それこそ、とろとろに甘やかし、隅々まで愛してくれる。

（でも、意地悪されてるのに気持ちよ過ぎるっていうのは、どうなの……？　私って、もしかして淫乱とか変態……だったりするのかな……）

　ひとりでたどり着いた結論に、思わず赤面して首をブンブンと横に振った。

「ちっ、違うよね……！　秀人さんが初体験の相手だし、まだ立派な初心者だから、こういうことに耐性がないだけだよね!?」

〝立派な初心者〟なんてよくわからない言葉で自身を納得させ、うんうんと頷く。

　それに、秀人に大切にされていることは、ちゃんと実感できている。

　なによりも、明日の夜には彼に会える。

　喜びとほんの少しの緊張感でドキドキしていた千佳は、まだしばらくは寝つけそうになかったが、美容のためにもいそいそとベッドに入った。
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　翌日、千佳が待ち合わせ場所のカフェに行くと、店内にはすでに秀人の姿があった。

　すぐに千佳に気づいた彼が、優しい笑みを見せる。

「千佳。お疲れ」

「お疲れ様。もしかして、結構待たせちゃった？」

「いや、全然。俺も今来たところだ」

　千佳は、笑顔で横並びの席に着いてストレートティーを注文した。

「あのね、今日は秀人さんの家で食べない？　私が作りたいの」

「嬉しいけど、いいのか？　千佳も仕事だったんだし、無理することはないよ」

「無理なんてしてないよ。家の方がゆっくりできるし、秀人さんも少しでも休めるでしょ」

「休めるかどうかは千佳次第、かな」

　色気を孕ませた視線を向けられ、千佳は秀人の言葉の奥に潜んだ意図を汲み取った瞬間、頬が熱くなるのを感じた。千佳の反応に、彼はクスクスと笑う。

「も、もう……！　恥ずかしいから、そういうこと言わないで……」

「どうして？　俺は千佳といると楽しいから休めない、って意味で言っただけだよ」

「えっ……」

「それなのに、千佳はどんな風に受け取ったんだ？」

　秀人の瞳は意地悪く緩められ、千佳の腰に彼の右手が回される。一番奥の窓際のテーブル席だから死角になっているとはいえ、千佳は目を見開いてわずかに肩を強張らせた。

　慌てて左隣を見れば、秀人は唇の端だけを吊り上げている。

　秀人の指先が、ウエストラインから下腹部までをゆっくりとたどった。そのまま艶めかしい動きで撫でられ、千佳の唇からは熱を孕んだ吐息が漏れそうになった。

「しゅ……秀人さん……」

「どうした？」

「ここじゃ……」

「俺は、千佳の期待に応えてあげようと思っただけだよ」

　いけしゃあしゃあと言い、優雅に笑みを浮かべる。その様は、まるでベッドの中にいる時のようで、千佳の意図に反して下肢が微かに震えた。

「で、でも……っ！」

　小声で発した千佳の内ももに、彼の手が伸びてくる。この先を想像して腰が小さく跳ねた直後、その手がぴたりと止まった。

「お待たせいたしました。ストレートティーです」

　笑顔の女性店員が、千佳の前にティーカップを置く。

　その隙に、秀人の手はさりげなく千佳の腰に戻った。傍目には、恋人同士で仲睦まじく身を寄せているようにしか見えないだろう。

　店員は特に気にする素振りもなく「ごゆっくりどうぞ」と微笑み、彼は「ありがとう」と笑みを返していた。

　大人な秀人を前にすれば、恋愛経験が少ない千佳なんて子どもみたいなものだ。

　今だって、唇を尖らせる千佳に動じることもなく、彼はコーヒーカップに口をつけている。

　けれど、こんな風にからかわれることすら嬉しい千佳は、寄越された視線から逃げるようにわずかに俯きながらも、単純な胸はドキドキしていた。

「とりあえず、スーパーに寄ってから帰ろうか。今、冷蔵庫が空っぽなんだ」

「そうなの？」

　五分もすれば、ふたりを纏う雰囲気は健全なものに戻っていた。

　千佳の身体には、さっきの感覚がほんのわずかに残っている気がする。ただ、千佳はそれに気づかないふりをした。

「最近は自炊する暇がないから、コンビニの弁当とかパンしか食べてなくてさ。千佳と会えない時は、付き合い以外では外食もしないし」

「秀人さん、忙しいもんね。でも、ちゃんと食べなきゃだめだよ」

　最近のコンビニはとても充実しているし、気をつけていればバランスよく食べることはできるだろう。

　ただ、秀人がそうしていないのは彼の言葉からも明白で、千佳は心配になった。

　

　秀人の家に着くと、早々にお風呂を済ませて夕食の支度に取りかかった。

　千佳が料理をしている間に彼もお風呂に入り、今はソファでタブレットを片手に仕事をしている。

　これまでにも秀人の家に来たことはあるが、彼の気配に包まれている部屋ではまだ緊張するし、なんだかくすぐったくて落ち着かない。

　けれど、料理をしているうちに、緊張が解れていった。

　夕食は、白身魚に旬の野菜やきのこをたっぷりと入れたホイル蒸しをメインにして、きのこのあんかけ豆腐や温野菜サラダ、野菜たっぷりの味噌汁と酢の物を並べた。

　おしゃれなメニューではなかったが、秀人は「こういうのが嬉しい」と喜んでくれて、レモン風味のホイル蒸しを特に気に入ってくれたようだった。

「本当においしかった。ホイル蒸しは、また絶対に食べたい」

　何度も褒めてくれる彼に、千佳は満面に笑みを浮かべた。

「じゃあ、また作るね。それと、残った材料で少しだけ作り置きしておいたから、よかったら明日の夜とかに食べて」

　作り置きのおかずと今夜の残り物を合わせれば、数日は持つだろう。日が経てば味は多少落ちるかもしれないが、栄養バランスも考えて用意した。

「え？　いつの間に？」

「ご飯の支度をしながらだけど」

「すごいな。前から手際がいいとは思ってたけど、作り置きまで……」

　感心する秀人に、千佳はどことなく照れくさいような気持ちになった。

「千佳の手料理が食べられるなら、これからは冷蔵庫を満タンにしておきたいくらいだ」

　冗談めかした彼の笑みに、千佳もつられて微笑んだ。そんな風に言ってくれるほど手料理を気に入ってくれたのなら、作り手冥利に尽きる。

　片付けを終えたあとはソファに並び、酎ハイとビールで乾杯をした。

　新作の売れ行きを含めた近況報告をする千佳に、秀人も担当エリアでの出来事を話してくれたが、甘い雰囲気になる気配はまったくない。

（今日……する、よね？　秀人さん、さっきから普通にしてるけど、お泊まりなんだし）

　平静を装っているつもりの千佳だが、内心ではずっとソワソワしていた。反して、秀人は落ち着いた様子で過ごしており、まだベッドに行きそうな素振りもない。

　そういえば、今日はまだキスもしていないな、と思う。

（キス、したいな……。言ったら、してくれるかな？）

　ビールを煽る彼の喉仏が上下し、鼓動がドキドキと高鳴っていく。

　思わず口元に視線を奪われていると、不意に秀人が千佳の方を向いた。刹那、彼の唇が意味深に持ち上げられ、なにか言いたげな瞳がゆっくりと眇められる。

　ふっと見せられた笑顔にときめくと、千佳の唇に秀人の唇が重なった。

　触れるだけのキスを数回交わすと、千佳の唇の感触を楽しむように食んできた。ゆるゆるとした動きはいたずらに千佳の熱を煽り、優しいくちづけだけでこの先を想像させてくる。

　千佳が秀人に縋りつくように彼の胸元に手を置けば、おもむろに唇が離れていった。

「キスしてほしいって顔、してただろ？」

　クスリと笑われて、千佳の頬がかあっと熱くなる。わざと焦らされていたのかもしれない、と思い至った千佳の予想はたぶん当たっていた。

「ほら、千佳もして？」

　耳元で意地悪く囁かれ、千佳は首をすくめるようにしながらも秀人を見上げた。

　形の綺麗な唇が、千佳からのキスを待っている。そう思うと愛おしさが増し、自ら彼に抱きついてくちづけた。

　ちゅっ、ちゅっと水音を響かせ、何度も角度を変えて唇を合わせていく。

　千佳の中には甘さを帯びた熱が蓄積され、気づけば秀人に導かれるようにして彼の膝の上に乗っていた。

「千佳のキス、焦れったいな」

　額を合わせてくる秀人は、自身のことを棚に上げて苦笑を浮かべた。千佳は、彼の膝に座っていることへの羞恥よりも、身体で燻る熱を持て余し始めていた。

「ほら、口を開けて」

　言われた通りに千佳が唇の力を抜けば、熱い塊がその隙間をそっと割った。

　秀人の舌を口内に受け入れると、千佳の羞恥心がどんどん煽られていく。ぴちゃぴちゃと鳴る水音の生々しさにも慣れず、視点がぼやけるくらいの近距離で彼と目が合えば眩暈がしてしまいそうなほどだ。

　そんな千佳を余所に、秀人は千佳の口腔に差し入れた熱い塊で歯列を撫で、上顎をなぞり上げる。くすぐったいようなもどかしいようなむず痒さに、千佳の背筋が粟立った。

　思わず顔を逸らそうとした千佳の顎を、彼の指が掬い取る。それはまるで、逃がさないとでも言われているようだった。

　秀人が巧みに千佳の口内を弄び、ゆっくりと千佳の舌を捕まえた。どちらのものかわからない熱が、千佳の意思とは関係なく絡み合う。

「んぅ……っ」

　不意に舌をきつく吸い上げられ、千佳の唇からは声にならない声が漏れた。

　秀人は満足げに唇を離すと、千佳のうなじに沿わせた指先で肌をなぞり、白い首筋にくちづけた。首筋を舐め上げた彼の舌が、ゆっくりと下りていく。

　パイル生地の部屋着のボタンを外された胸元は無防備で、秀人の唇を難なく受け入れた。

「下着、新作だな。千佳が黒を選んだのは予想外だけど、こういう色も似合うよ」

　彼に笑顔を向けられて、千佳も自然と笑みを返していた。

「本当……？」

「ああ、そそられる」

　黒い下着の縁をたどる指が、千佳の双丘にわずかに埋もれていく。そのまま頂点を目指すように下りた指先は、まだ柔らかさを残している蕾を引っ掻いた。

　右手の指で執拗にそこばかりをいじくられ、左手では下着の質感を確かめるかのような曖昧な触れ方をされて、千佳の身体にはもどかしい熱が溜まっていく。

「秀人さん……っ、そんな触り方……」

「なにが？　俺は、千佳がせっかく新作を着てくれたから、よく確かめてるだけだよ」

（そんなの、嘘だよ……）

　下着を確かめているとは思えないほど、秀人の両手は千佳の小さな果実に狙いを定めている。布越しの感覚では物足りなく、千佳は下肢をモゾモゾとさせた。

「じゃあ、どんな風に触ってほしい？」

「下着の上からじゃなくて、ちゃんと、その……気持ちよく、してほしい……」

　羞恥に涙を浮かべる千佳に、彼が目を眇める。

「あともう一息欲しいけど、今日はそれでいいか」

　優しい口調とは裏腹に、その言葉には嗜虐めいたものが秘められていた。けれど、今の千佳にはそこに構う余裕はない。

　秀人の手が背中に回り、ホックが外される。直後、白く弾力のある乳房が飛び出し、その頂では薄桃色の突起が存在を主張していた。

　彼の視界に、自身の胸をさらけ出している。その事実に、千佳は眩暈がした。

　しかし、間髪を容れずに秀人の手が膨らみを揉みしだき、同時に蕾を捏ね始めた。千佳の意識は自然とそこに集中し、甘さを帯びた声を零してしまう。

　その間に、彼の唇が鎖骨や谷間を滑り、痕が残らない程度に吸いついていった。

　植えつけられていく感覚はどこか頼りなく、もどかしさが募る。肌に痕をつけられると困るのに、もっと強く触れてほしいと考えてしまった。

「そろそろ、ここも可愛がろうな？」

「ひゃぁっ……！」

　子どもをあやすような声色で囁かれたかと思うと、次の瞬間には乳頭をキュッと吸い上げられた。唐突な刺激に背中が反り、秀人に胸を突き出すような体勢になる。

　彼は、右の蕾にゆるゆると歯を立て、左の果実は指の腹で摘まみ上げた。異なる快感に、千佳の肢体は小さく震えてしまう。

　ビクビクと背中が跳ねるたびに秀人の舌や指が突起を弄り、再び千佳の身体が素直な反応を見せれば、さらに同じような刺激が与えられて次々と喜悦を注入された。

　彼が愛用しているシャンプーの香りが鼻腔をかすめ、ドキドキしてしまう。

　ブラとお揃いのショーツの中は、すでに濡れてひんやりとしている。脚を動かせばその感触が伝わってきて、千佳は下肢に溜まっていく熱を持て余した。

「千佳、どうかした？」

　見透かすような視線を向けられて、千佳の頬がカッと熱くなった。甘やかな笑顔が千佳の視界を占め、大きな手が下腹部を撫で回す。

　秀人の指先が千佳の臍の形を確かめるように周囲をたどり、脚の付け根に向かったかと思えば、ショートパンツから覗く内ももをそっと滑った。

　甘さを孕んでいるのに、決定的な愉悦には遠い。千佳の両脚を割り開きながらも肝心な部分には触れようとはしない彼の手が、焦れったくてたまらなかった。

「もっと気持ちよくしてあげるから、これも脱ごうか」

　ショートパンツのウエスト部分にかけられた手を受け入れるように、千佳が腰を浮かせる。すると、秀人がそれを抜き取り、ソファの下に落とした。

「ここ、もどかしかった？」

　羞恥を煽るような言葉に、千佳は視線を逸らしながらも首を小さく縦に振った。

「恥ずかしいのに、素直に答えるのか」

「だって……」

　正直に言えば、彼はとろけるような快楽をくれる。千佳はそれを知っているからこそ、恥ずかしさと戸惑いを押しのけて素直になったのだ。

「ああ。ちゃんと気持ちよくしてあげるよ」

　意地悪なことを言うくせに、向けてくる笑顔はとびきり優しい。蜜を溶かしたような甘い声まで添えられ、千佳の身体は期待に震えた。

「もう濡れてるな」

　嬉しそうな声音に指摘された時には、秀人の指がクロッチ部分をたどっていた。

　ぬかるみに指を浅く押し込まれると、くちゅりと音が響く。

「ほら……ここ、だろ？」

「ッ、ぁんっ……」

　唐突にショーツをずらされ、薄い茂みの奥に隠れていた蕾を弾かれた。反射的に千佳の背中が弓なりになったが、彼が空いた方の手を回して身体を支えた。

　指先で軽く引っ掻いたかと思えば、今度は指の腹でクルクルと捏ねられて、電流のような悦楽が駆け抜けていく。程なくして、花芯から敏感な花芽を暴き出されてしまった。

「気持ちいいな？」

　耳元で柔和な囁きを落とされ、千佳はこくこくと頷いて見せる。壊れた機械のように何度も首を振る千佳の姿に、秀人は唇の端を上げてうっすらと笑みを浮かべた。

　彼の中指が蜜口を撫でつけ、秘裂をゆっくりと押し開いた。すでに蜜を零していたそこは、抵抗することなく骨ばった指を迎え入れた。

「んっ、ふぁ……ン」

　くちゅっ……と淫猥な水音が響き、千佳の蜜壺とともに鼓膜をも犯す。

　収縮する肉襞を弄られながら、胸の頂には舌を這わされる。舌先が赤く色づいた先端をクリクリと捏ね回し、親指が添えられた蜜芯には鋭敏な刺激を送り込まれていた。

　手際よく指が増やされていき、三本分の指を飲み込ませられるまでは、本当にあっという間だった。

　それぞれに違う動きを見せる指は、ともすればお互いの役割を把握しているかのように快感を運んでくる。

　撫でたり、こすられたり。はたまた、引っ掻かれたり、押されたり。ひとつひとつは違う動作なのに、どれもが悦びの種となって隘路で芽吹こうとする。

「どんな風にされるのが一番気持ちいい？」

「……ぁ、っ、やぁっ……そんな……」

　まるで辱めるかのような、淫らな問いかけ。千佳が咄嗟に首を横に振れば、陰道を嬲っていた秀人の指がぴたりと動きを止めた。

「言わないと、このままにするよ？」

　散々高められている身体は、もう少しで昇りつめることができそうだった。それなのに、ここに来ておあずけなんて意地が悪い。

　快楽を求める膣壁が、浅ましさをさらけ出すように自然と指を締めつける。

「いじわる、しないで……」

「千佳のここは、もっといじめてほしいって言ってるけど？」

　泣きそうな顔で小さく訴えれば、妖艶な笑みを向けられた。意地悪な囁きが、静かに千佳を追いつめてくる。

　彼の瞳は欲望に染まっているはずなのに、まだどこか余裕そうに見えた。

「ほら、言わなくていいのか？　ずっとこのままで我慢できる？」

　小さく震える身体のナカに埋め込まれたままの指は、未だに動き出す素振りすらない。

　本当に、千佳が答えるまでなにもしないつもりなのか、秀人は唇を吊り上げて千佳を見つめている。

　冷ますことも解放することもできない熱が、千佳の理性をゆっくりと奪っていった。

「外も、ナカも……いっぱい、こすって……」

　喉を鳴らした千佳の羞恥に塗れた声に、彼がゆっくりと瞳を緩める。優しい表情に胸が高鳴った直後、蜜壺に差し込まれたままの指が一気に引かれた。

「ちゃんと言えたな」

　艶を纏った笑みが零されたかと思うと、次の瞬間には勢いよく柔壁をこすられた。

「ひっ……！　あぁっ……！」

　圧迫感とともに陰核も撫でられ、千佳の背中がしなる。望み通りの快楽を与えられていることに、身体は素直に悦んで大きく戦慄いた。

「一回、このままイこうな」

　魅力的な囁きが、千佳を快感の淵に追いやる。一番気持ちよくなれる花粒をクリクリといじくられて、千佳の身体は瞬く間に悦楽の波に襲われた。

「ほら、イっていいよ」

「はぁ……っ、ぁ、ッ……あぁっ……！」

　耳孔に舌を這わされた瞬間、千佳は身体を戦慄かせながら愉悦の中に堕ちていった。

　爪先までじんじんと痺れ、肩で息をする。靄がかかった思考が落ち着く前に、額に唇が落ちてきた。

「千佳、挿れていい？」

「ん……っ、いいよ……」

　呼吸はまだ整っていなかったが、千佳は笑みを浮かべて頷いた。

　とろけたような表情を見せる千佳が、誘惑するように秀人の胸元に身体を寄せる。彼の胸板によって、千佳のたわわな膨らみが押し潰された。

「こんな誘惑の仕方、どこで覚えたんだ」

　秀人は悩ましげに微笑むと、スウェット越しに下肢を千佳にこすりつけた。

　さっきから硬く勃ち上がっていた雄棒が、敏感な部分をゴリゴリと嬲ってくる。千佳もそれに合わせるように腰を揺らせば、あっという間に彼の部屋着に大きな染みを作った。

　秀人は、千佳の身体をくるりと反転させてショーツを抜き取ると、スウェットから出した雄芯に薄膜を被せ、秘裂に押し当てた。

　軽く腰を揺らされるだけでくちゅくちゅと水音が鳴り、千佳もお尻を押しつけるようにすれば、獰猛な先端が千佳の陰核をかすめていく。

「あっ、ァ……ッ、ひっ、あぁっ！」

　戯れるように下肢をこすり合わせていると、不意に彼が秘孔に剛直をあてがい、グッと腰を押し進めた。

　背面座位で隘路に屹立を埋め込まれ、千佳の内襞は抵抗を見せるかのようにきゅうきゅうと轟く。

　けれど、秀人もまた、灼熱の杭を力強く打ち込み、姫洞をこじ開けていった。

「ふっ、ぁ、ッ……！」

　彼の力と自重で最奥を抉られた千佳は、ぼやけた視界の中に天井を映す。すると、後ろから伸びてきた手に顎を掬って振り向かせられ、キスで唇を塞がれた。

「動くよ？」

　千佳の返答を待たずに抽挿が始まり、陰茎が蜜壺をゆっくりと掻き回し始めた。

　秀人は奥を抉りながらも、焦らすように緩慢な速度で雄杭を動かしている。

　気持ちいいけれど、これでは足りない。そんな千佳の気持ちを見透かすように、彼がガツンと子宮口を突き刺した。

　刹那、千佳の喉奥で声が引き攣り、視点が定まらなくなった。

　激しい律動で千佳を追いつめようとする秀人は、右手で大きく揺れる胸を掴んだかと思うと先端を摘まみ上げ、もう片方の手の中指で秘芽を押し潰した。

　脳芯が痺れるような愉悦に襲われた千佳の、閉じた瞼の裏でチカチカと光が瞬き、思考が酩酊していく。口から飛び出す甘い嬌声は、止まることなく部屋中に飛び散っていた。

「やぁあっ、だめっ……！　イっちゃっ……――？」

　頂が見え始めた刹那、彼がぴたりと腰の動きを止めた。いたずらに愛撫を繰り返していた指も、わざとらしいほどに離れていく。

「……んっ、どうして……？」

　甘い快楽から突き放された千佳は、力なく振り返る。すると、秀人がうっすらと笑みを浮かべた。

「まだ、我慢して」

「ひぅっ……」

　柔和な囁きとともに、律動が再開される。緩慢に動く彼の腰は、千佳の肉襞を優しくこするだけ。物足りなくてたまらない千佳の眦からは、自然と涙が零れていた。

「これ……んっ、やだぁ……」

「でも、あのままだったら千佳はすぐにイってただろ？　ここであんまり気持ちよくなり過ぎると、あとでつらいよ？」

　一見すれば、思いやりのある言葉。けれど、ギリギリまで追いつめられていた千佳にとっては、さっきの愉悦を手放してしまったことがつらかった。

　ゆるゆると動かされ続けている腰に合わせ、雄幹が内壁を撫でつけている。緩やかな抽挿に焦れた千佳は、自らのお尻を押しつけるようにして腰を動かした。

「……っ、はぁ……それ、いいな」

　秀人の吐息に、千佳は淫靡な興奮を覚えた。もっと彼に余裕を失くしてほしくて、たどたどしい腰つきながらも必死にお尻を揺すってみせる。

　決定的な快楽には届かなかったさっきまでに反し、自分で腰を踊らせれば気持ちいいところを刺激できる。それに気づいた千佳は、はしたなくも自ら喜悦を貪るように腰を上下させ始めた。

　すると、再び秀人の律動に力がこもり、太く逞しい陰茎が隘路を掻きむしってきた。

　遠のいていた最果てが、戻ってくる予感がする。千佳は、甘い刺激に意識を奪われ、うっとりとしたように天井を見つめた。

「まだイくなよ？」

「ん、ぁ、っ……あぁぁっ、あんっ……」

　我慢を強いられた千佳が、瞼を閉じて快楽の波をこらえる。彼は、千佳のお腹に腕を回すと、最奥めがけてガツガツと腰を打ちつけてきた。

　まだナカだけで達することはできない千佳だが、弱いところばかりを激しく穿たれれば身体がじんじんと痺れ出す。蜜壺はきゅうきゅうと戦慄き、甘えるように屹立を締めつけた。

「しゅ、とさんっ……！　イきたっ……！」

　確かな快感があるのに、頂には決して届かない。曖昧な快楽はかえって苦しくて、千佳は震える声で必死に訴えた。

「ん……わかってる」

　言うが早く、秀人の指が薄い茂みを掻き分けて花芽を押し潰した。

「ひぅっ……あぁっ！」

　喉から引き攣るような嬌声が飛び出し、背中を大きく反らせてしまう。

　無防備なうなじに歯を立てられ、幼気な陰芽を摘まみ上げられて容赦なくいたぶられると、姫洞に募った愉悦が一気に弾けた。

「ああっ、あんっ……だめっ……――ッ！」

　あっという間に昇りつめた千佳の柔襞は、雄の欲を搾り取るように激しくうねる。彼は奥歯を噛みしめて悦楽に耐え、さらに何度か腰を強く打ちつけて果てた。

　快楽を逃し切れない身体を後ろから抱きすくめられ、うなじや背中に唇が落とされる。

　愛でるような行為に千佳の鼓動が甘やかな音を立てると、秀人はおもむろに自身を抜いた。圧迫感が消えたことを惜しむように、肉壁が小さく轟く。

　振り返ると彼と目が合い、お互いに言葉を交わすこともなくそっとキスをしたあと、中途半端に脱いでいた服を剥ぎ合った。

　程なくして、秀人が「動ける？」と微笑んだ。

　千佳はためらいがちに立とうと試みたが、彼はすぐに千佳を横抱きで抱えると、おもむろに寝室に向かった。

「私、歩けるよ……」

「無理しなくていい。まだ上手く力が入らないんだろ？」

　図星を突かれて、苦笑が漏れる。けれど、こうして当たり前のように甘やかされるのは、嬉しくてたまらなかった。

　千佳が秀人の首に腕を回すと、彼は千佳の額やこめかみにくちづけた。

　秀人の寝室は、モノトーンカラーで纏められている。リビング以上に彼の匂いと気配が濃い部屋は、千佳をドキドキさせた。

「少し余裕が出てきたな」

　秀人は、ベッドに下ろした千佳に覆い被さりながら、唇に妖艶な笑みを携えていた。

　自身に向けられている瞳の奥の獰猛な光を前に、千佳はその目が笑っていないことに気づき、背筋が粟立つような感覚を抱いた。

　シーツからは、嗅ぎ慣れた彼の匂いがする。

　目の前には本人がいて、雄の欲望を匂い立たせるような秀人の汗にすら触れられる。彼の香りに挟まれていることに、頭がクラクラした。

「言っておくけど、まだ終わりじゃないよ？」

　甘く低い声音で鼓膜をくすぐられ、千佳の瞳がうっとりと弧を描く。

　さっきの雰囲気から一度で終わるとは思っていなかったが、改めて言葉にされたことで身体は期待に満ち、心は喜びに包まれていた。

「うん、嬉しい……」

　羞恥よりも勝った欲望が、千佳を大胆にさせる。

　自分でも驚くほど素直に本音を零した千佳は、自身の言葉に背中を押されるように半身を軽く起こすと、口元に笑みを浮かべて秀人の唇を奪った。

　自ら舌を動かして、彼のそれに絡める。

　秀人のように上手くできないけれど、たどたどしい動きでも千佳の呼吸は乱れていき、彼もそんな千佳の姿に興奮しているようだった。

　しばらくすると、されるがままだった秀人が主導権を奪い返し、千佳の舌をきつく吸い上げたあと、唇をゆっくりと離した。くぐもった声を漏らした千佳の唇の端から、混ざり合ったふたりの唾液が零れていく。

「ずるい……」

「千佳が悪いんだ。あんなキスで誘惑するから」

　余裕の顔つきで言いながら、秀人の瞳は熱を帯びている。

「だいたい、今日会った時からずっと〝抱かれたい〟って顔で俺を見てただろ？」

　どうやら彼は、千佳の本心を見透かしていたのに、気づかないふりをしていたらしい。やっぱりずるい……なんて言葉は心の中で留め、千佳は逞しい身体に抱きついた。

「このまま挿れられそうだな」

「ん、ッ……早く、挿れて……？」

　指で確かめるように淫靡な泉をくちゅくちゅと弄られ、千佳は腰を小さく揺らしながら、秀人の耳元で熱っぽい吐息を漏らした。

「こら……挑発するんじゃない」

「お願い……」

　困ったように笑う彼に下肢を押しつけると、千佳の耳にため息が触れた。

「……そういうことして、後悔するなよ？」

　秀人は、反り勃った分身に手早くコンドームを纏わせ、千佳の割れ目にこすりつけた。

　ふわりと腰を動かされるだけでも、このあとに訪れる快感を想像した千佳の子宮に甘い疼きが広がっていく。

　待ち切れずに腰を揺らめかせれば、彼がハッと息を吐いて秘孔に雄幹を押し込んだ。

「ぁ、ッ……はぁんっ……」

　隘路を圧迫する質量に、千佳は喉を仰け反らせるようにしながら身体を震わせた。

　少しずつ挿入される肉棒は硬く張りつめ、収縮する柔壁を押し返すように奥を目指している。ゆっくりとした動きはもどかしい甘さを植えつけるが、さっきまで受け入れていた熱杭を歓迎すると言わんばかりに上手に飲み込んだ。

「ははっ……。ナカ、すごくうねってるな」

　楔の形を覚えようとするかのように絡みつく内壁は、いっそいじらしいとさえ思わせる。

　秀人は、淫蕩な眼差しで千佳を見下ろしていたかと思うと、千佳の右脚を持ち上げて横たわった。

「ひっ……ぁ……ッ？」

　彼の胸板が自分の背中に当たっていると気づいたのは、その姿が視界から消えたから。

　初めての体位に困惑する千佳を余所に、秀人は耳孔を舐め上げて「このまま動くよ？」と低く囁いた。直後、熱棒を抜き差しされ、お互いの肌がこすり合わさる。

　不安定ではないが、横向きの姿勢では速く動くことは困難で、すでに二度も達している千佳には物足りなくもあった。

「……ぁ、っ、ああっ……ッ、はぁ、んっ……。これ、っ、やだぁ……」

　自然と涙が零れ、陰道は無意識に怒張を締めつける。ゆったりとした動きに焦れていく身体が、悲鳴を上げるように戦慄いていた。

「どうして？　いつもと違うところに当たるだろ？」

　確かに、普段とは違う場所を刺激されている。ただ、これでは喜悦というほどのものにはならず、千佳は中途半端な熱を持て余し始めた。

「だ、って、これ……イけな……っ」

　イヤイヤをするように首を振れば、背後で彼が小さく笑った。

「俺を挑発するからだよ」

「やだぁ……ッ、いじわる、しないで……っ！」

　決して昇りつめることができない刺激に、千佳は涙を零して秀人に訴える。けれど、彼はクスクスと笑うだけで、一向に強い快楽を与えてくれる素振りはない。

「でも、千佳はいじめられるのが好きだろ？」

「ちがっ……」

「違わないよ。俺がなにか言うたびに、千佳のここはすごく悦んで、きゅうきゅう締めつけてくるんだから」

　どこをどうすれば千佳が気持ちよくなれるのかを知っているのに、秀人の動きが緩慢なままなのは変わらない。

「千佳は、俺に意地悪されればされるほど感じるんだよ」

　それどころか、彼の声はとても楽しげで、嗜虐的な言葉ばかり紡いでくる。

　淫蕩な指摘の羅列に思考がおかしくなりそうなのに、秀人の言葉通りである気がしてきた。そんな千佳にとっては、彼のいやらしい言葉すらも甘い愉悦になる。

「このままがいい？　それとも、もっと激しくしてほしい？」

　意地悪く囁き、うなじに舌が這う。

　秀人がなにを求めているかを理解している千佳は、フラストレーションが蓄積した身体を高みに押し上げるために、半開きの唇を動かした。

「もっと……激しく、して？　秀人さんを……いっぱい、ッ、感じたいの……」

「ん……いい子だ」

　首だけで無理やり振り向いた千佳に、満足げな瞳が弧を描く。

　彼は、屹立を埋め込んだまま千佳の身体をひっくり返し、背中から覆い被さった。

「ッ、あっ――？」

　いきなり視界が回った千佳は、自身がお尻を高く突き上げるような姿勢になっていることに気づくと、頬が羞恥に染まった。

　けれど、抵抗する間もなく最奥を一突きされ、背中が大きく弓なりになった。

　腰を掴まれて、膣内を無遠慮にこすり上げては隅々まで犯す。抉るようにされれば媚肉がきゅうきゅうと悦び、雄竿から欲望を吸い取ろうとしていた。

「この体位だと、後ろからいじめられるな」

　唐突に伸びてきた骨ばった手が、千佳のたわわな胸を掴んだ。無遠慮に形を変えられ、ついでとばかりに手のひらで先端が転がされる。

「千佳の胸、柔らかくて可愛いな。大きいのに形も綺麗で、俺好みだ」

　乳房の感触を確かめるように揉みしだきながら褒められて、千佳の鼓動が高鳴った。そこから広がる快感は淡くても、心は喜びで満ちていく。

「俺の手でいやらしい形になるのも、ここを摘まむと気持ちよくなるところも、本当に可愛くてたまらない」

　言葉とともに零される熱い吐息が背中に触れ、くすぐったい感覚に身体が震える。すると、背筋にくちづけられ、手のひらでかすめられていた蕾がきゅっと摘ままれた。

　背骨を這うように舌が蠢き、唇が白い肌をやんわりと吸い上げる。痕がつかないように気遣われた唇は、もどかしさを芽生えさせるようだった。

「ここ、すごく硬い……。この体勢だと噛めないのが残念だ」

「ぁ……っ、んっ」

　淫靡な声が鼓膜を嬲り、硬く尖った先端を引っ張るようにしながらこすられる。思わず歯を立てられることを想像してしまい、千佳の身体には感覚以上の喜悦が押し寄せてきた。

「ぅ、っ……！　ははっ……今、めちゃくちゃ締まった」

　戦慄いた隘路が怒張を締めつけたことは、自覚していた。けれど、あえて指摘されたことによって、さらに姫洞がきつく痙攣してしまう。

　最奥をこじ開けるように動かされ続けている楔は、柔らかな襞をぐちゃぐちゃにかき混ぜる。無遠慮なほどの激しい抽挿は、確実にお互いを追いつめていた。

　肌がパンパンとぶつかり合うたびに、硬く太い昂ぶりの肉感がどんどん増して、千佳を淫猥な姿に乱していく。

「あっ……！　んぁっ、ぁ、ひぅ……！　も、だめ……ッ！」

「……ああ……。俺も……もう……っ」

　とどめとばかりに秘所をまさぐった指先が花粒を摘まんで揺すると、千佳は背中を大きくしならせながら昇りつめた。

「ひっ……ああぁぁぁッ――！」

「……ッ、くっ……！」

　続けて、秀人が息を噛み殺すように声を漏らし、鍛えられた身体を震わせながら薄膜越しに白濁を吐き出した――。

　

　真っ白だった意識が、ゆっくりと覚醒する。まだ思考はぼんやりとしたままで、鉛を埋め込まれたように重かった。

「千佳？」

「……しゅうと、さん？」

「ん。大丈夫か？」

　労わるように髪を撫でられ、その優しい手つきに自然と頬が緩む。小さな笑みを零した千佳の瞳に、秀人の穏やかな笑顔が映った。

　さっきまでの激しい情事が嘘のように、室内は静寂に包まれている。柔らかな体温に抱きすくめられている身体は気怠いが、言葉では言い表せないような幸福感の中にいた。

　けれど、明日になれば、彼が与えてくれるこの幸せな温もりは遠のいてしまう。

　あんなにも甘く激しく愛し合ったあとだというのに、千佳は早くも寂しさを感じ始めていた。

「どうした？」

「え？」

「ちょっと不安そうな顔してる」

　顔を上げれば、秀人が困ったように微笑んでいた。素直に打ち明けてもいいのかと一瞬だけ悩んだが、今夜はいつも以上に彼に甘えていたかった。

「うん……寂しいなぁ、って思ったの」

　小さな声が、シーツに吸い込まれていく。

「秀人さんの担当エリアが変わって、プライベートでしか会えなくなったでしょ？　秀人さんは忙しいから次はいつ会えるのかなって考えたら、ちょっと寂しくなっちゃって……」

　そもそも、秀人の担当エリアが前のままだったら、千佳はまだ告白できていなかったに違いない。

　けれど、こうして恋人になれた今、大人な彼に釣り合うように物わかりのいい女性でいたいと思う反面、素直な自分自身が寂しいと訴えてくる。

「そうだよな……。千佳に寂しい思いをさせてるのはわかってるんだ」

「あの、困らせてごめんね……。わがままを言うつもりはなくて……でも、寂しいってことだけは伝えたくなったから」

「うん、わかってるよ」

　秀人は小さく頷くと、しばらくの間なにかを考えるかのように天井を仰いでいた。千佳はそんな彼を見つめ、ゼロ距離の身体をさらに寄せる。

「じゃあ、ちょっと頑張ってみるか」

「え？」

「来月に休みを取れるようにするから、旅行でも行こう」

「えっ、いいの!?」

「ああ。そろそろ有休を消化しておきたいし、冬のセール前なら千佳も休めるだろ？」

　突然の提案に驚きながらも、千佳は満面の笑みで頷いた。

　秀人と旅行なんて、初めてのことだ。一日中ずっと一緒にいられるのはもちろん、甘く濃密な夜を過ごせるに違いない。

「どこがいい？　前から行きたいって言ってた大阪でもいいよ」

　大阪にあるテーマパークに行きたがっていた千佳だったが、いっそのこと思い切りいちゃいちゃできるような場所がいいかもしれないと考えて、少しばかり逡巡した。

　テーマパークは捨てがたいが、一日中パーク内を歩き回ることになり、夜には体力が残っていないかもしれない。反して、温泉のような場所でまったりすれば、日頃の疲労感を癒すことができる上に、いつも以上にたくさん愛し合えるのではないだろうか。

　不純な動機ではあるものの、程なくして千佳は「温泉がいい」と答えた。

　彼は「テーマパークじゃなくていいのか？」と不思議そうにしていたけれど、千佳が笑顔で温泉を希望すると了承してくれた。






三








　あの約束から二週間が過ぎた頃、ハニードロップの六本木店に思わぬ人物が現れた。

「お疲れ様」

「玉木さん!?」

　まだオープン前の店舗内に、店長の声が響く。それに反応したスタッフたちが、一瞬で色めき立ったように秀人を囲んだ。

　驚きのあまり出遅れた千佳は、在庫確認中のルームウェアを片手に目を見開いていた。

「お久しぶりです！」

「どうしたんですか？」

「もしかして、こっちに戻ってくるんですか？」

　スタッフたちが我先にと言わんばかりの勢いで、質問を投げかけていく。

「まだ戻れないよ。みんなのことが気になってたから、あっちに行く前に顔を出しておこうと思ったんだ」

　スーツ姿の彼はにっこりと微笑み、店長に紙袋を差し出した。

「今担当してるエリア内にあるパティスリーの焼き菓子なんだけど、よかったらみんなで食べて」

「ありがとうございます」

「みんな、頑張ってるみたいだね。六本木店は、相変わらず社内でも評判がいいよ」

　いつも通り優しい対応を見せる秀人に、スタッフたちはきゃあきゃあと騒いでいる。

　千佳はなんとなくその輪に入ることができなくて、彼に「お疲れ様です」と声をかけてからバックヤードに引っ込んだ。

　秀人に会えたことはとても嬉しいのに、心はなんだかモヤモヤする。

　スタッフたちに囲まれている彼を見て急に不安になったのは、今の担当エリアでもあんなやり取りが繰り広げられているのかもしれない……と考えたせいだろうか。

　そういえば、秀人が六本木店の担当だった時は、ああいう光景は特に珍しくなかった。本人はエリア統括マネージャーとして顔を出しているだけでも、彼が来る時はいつもスタッフたちが喜び、やけに張り切る者もいた。

　当時は手の届かない人だったから、こんな風に思うこともなかったけれど……。秀人と付き合っている今は、独占欲と嫉妬心が芽生えてしまう。

「鈴原さん」

「……っ」

　背後から低い声で呼ばれた千佳は、肩をびくつかせた。

「在庫確認中かな？」

「あ、えっと……はい」

「相変わらず、仕事熱心だね」

　秀人に微笑みかけられて、千佳は曖昧な笑みを返すことしかできなかった。確かに仕事は好きだけれど、今はただスタッフたちに囲まれる彼の姿を見たくなかっただけである。

　本当なら、すぐにでも駆け出して抱きつきたかったのに、もちろん職場ではそうもいかず、ましてや恋人に女性が群がる光景にモヤモヤしてしまった。

　油断すれば嫉妬を剥き出しにした顔を見せてしまいそうだったから、ひとまずあの場から離れただけだったのだ。

「あとで鈴原さんも食べてね」

　差し入れの話をされても「ありがとうございます」と言うだけに留めた千佳に、秀人がクスリと笑う。

「千佳、あそこのマドレーヌが好きだって言ってただろ？　千佳のために買ってきたんだから、ちゃんと食べてくれよ」

　耳元に寄せられた唇が、優しい囁きを落としていく。同時に耳殻に触れた吐息に、千佳の背筋が小さく粟立った。

　どことなくベッドの中にいる時のようで、咄嗟に耳元を押さえてしまう。そんな千佳に、彼が唇の端だけをゆっくりと吊り上げた。

「どうかした？」

　ああ、わざとだ……と悟る。

　自分のために選んでくれた差し入れに喜ぶよりも先に、秀人の悪戯じみた意地悪に気づいてしまった。

「し、仕事中ですよ……！」

「でも、ここには俺たちしかいない」

　瞳を緩めた彼は、流れるような仕草で千佳の腰を抱き寄せる。

「……っ、ちょっ……！　秀人さん！」

　思わず秀人の名前を呼んでしまった声は、なんとかボリュームを抑えることができた。

　こんなところを誰かに見られてしまったら、言い訳なんてできない。社内恋愛禁止というルールはないが、それでも女性しかいないスタッフたちの心象はよくないだろう。

　戸惑いと困惑の中で感じるスーツ越しの秀人の体温に、本当は甘えてしまいたいと思う。理性と欲望に苛まれそうになりながらも、千佳は咄嗟に彼の胸元を押そうとした。

「千佳」

　ところが、秀人はそれよりも早く千佳の顎を掬い、あろうことかキスが落とされた。

　ほんの一瞬触れただけの、ささやかなくちづけ。

　けれど、それは千佳を翻弄するには充分な威力を持ち、ついでとばかりに腰に回されていた手が下りていき、まろみを帯びた双丘のあわいをくすぐった。

　そのままふんわりとお尻を撫でられ、千佳の唇からは甘い吐息が漏れてしまう。

「だめっ……」

　これ以上触られるわけにはいかないと小さく訴えれば、彼は速やかに身体を離した。

「え……？」

「あ、玉木さん、ここにいたんですか」

　バックヤードに現れた店長が、千佳と秀人を見て瞬きをしたあとで近づいてきた。

　店長は、「急に消えたからどこに行ったのかと思いましたよ」と笑っている。秀人も何事もなかったかのように微笑み、「バックヤードも少しチェックしておきたかったから」なんてあっけらかんと答えた。

　千佳は、彼に触れられたせいで上がった体温をごまかすように、「これも出しておきますね」と段ボール箱を抱えた。

「あ、千佳ちゃん！　あとでルームウェアのディスプレイも交換しておいてくれる？」

「わかりました」

　笑顔を返したつもりだったが、ちゃんといつも通りに振る舞えているだろうか。抱いたそんな不安を隠すように、千佳はいそいそとバックヤードを後にした。

　必死に平静を装い、持ってきた段ボール箱から商品を出して並べていく。

　秋の新作第二弾のランジェリーセットが、なんだか艶めかしい雰囲気を纏っているように見えた。それが彼のせいだとわかっていたが、頬の熱が引かない気がして落ち着かない。

「玉木さん、もう行っちゃうんですか？」

「俺の今の担当はここじゃないし、長居するわけにはいかないからね。困ったことがあったら、ちゃんと藤野に相談してね」

　スタッフに答える穏やかで優しい声音は、さっき悪戯を仕掛けてきた人のものだとは思えない。落ち着き払っている姿は、大人の余裕と色気を纏っていた。

「また見にくるから、頑張ってね」

　秀人の言葉に、スタッフたちは笑顔で挨拶を返している。彼も笑顔を見せると、千佳がいる方へと歩いてきた。

　さっきの熱がまだわずかに残っている身体が、震えてしまいそうになる。

　千佳はなんとか平常心で挨拶を済ませようと考えていたけれど、次の瞬間に秀人が千佳にだけ見えるようにうっすらと笑みを浮かべた。

「さっきの続きは、今度の旅行で」

　さらに、彼はすれ違いざまに甘やかな囁きを落とすと、涼しげな面持ちで立ち去った。

　うっかり放心してしまった千佳がハッとした時には、秀人の後ろ姿だけが視界に映り、彼の表情を見ることは叶わなかった。

　翻弄されてばかりだった千佳は、再び身体の奥底から蘇ってきた熱を持て余しながらも、鼓膜に刻まれた魅惑的な言葉にひっそりと甘い吐息を零していた。
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　東京都内から車で約二時間。

　千佳と秀人は、彼の運転で海と山脈に挟まれた温泉地に向かっていた。

　十一月も下旬に差しかかった今、窓から見える木々は紅く色づき始め、青もみじから美しい赤色へと変化していっている。すべてが色づくにはまだ少しだけ早いが、自然が織り成すグラデーションはふたりの目を楽しませてくれた。

「来週だったら、ちょうど見頃だったかもしれないな」

「でも、このくらいの感じも綺麗だよ！　ほら、青もみじが紅葉になるまでの中間色も見られるのは、今ならではじゃない？」

「そうだな」

　チラリと優しい視線を向けられ、千佳の心臓が小さく跳ねる。

　運転中だけ眼鏡をかけている秀人は、いつにも増してなんだか色っぽい。普段のスーツ姿も魅力的だが、オフの時にだけ見られる彼の眼鏡姿は貴重な分、ドキドキしてしまう。

「千佳？　どうかした？」

「う、ううん……！　そういえば、旅館の近くでももみじが見られるといいね」

　秀人の横顔に見入っていた千佳は、咄嗟に思いついたことを口にした。前を向いている彼は、千佳の動揺に気づいていないのか、「確か露天風呂から見られるよ」と笑った。

　秀人の言葉に、千佳が「楽しみだね」と破顔する。彼も笑顔で頷き、車はサービスエリアの駐車場へと滑り込んだ。

「ちょっと早いけど、昼食を済ませてしまうか」

「じゃあ、ここ限定のコロッケとパンが食べたい！」

　事前に色々とリサーチしていた千佳は、サービスエリアの入り口に立っている旗を指差した。風に揺れる布には、『当エリア限定』と大きく書かれている。

「千佳、ソフトクリームもあるよ」

「もちろんリサーチ済みです！　あとね、牛串もおいしいってネットに書いてあったよ！」

「全部買って分ければいいよ」

　はしゃぐ千佳に、秀人がクスクスと笑う。彼の隣にいる時は大人っぽく見られたいと思っていたはずなのに、つい浮かれた気持ちを隠せなかった。

　この旅行を提案された時からずっと楽しみにしていた千佳にとって、今日はただの旅行ではない。

　千佳には、〝たくさんいちゃいちゃする〟という目標があるのだ。

　もちろん、デートを楽しむのも重要ではあるが、今回のためにとっておきの下着を用意してある。そして、スキンケアとボディケアも頑張った。

　あとは、行動あるのみ――というわけなのだ。

　先日、店に顔を出しにきた秀人は、この旅行が甘いものになることを示唆していた。

　もし千佳が自ら動かなかったとしても、彼がいつものように誘導してくれるかもしれない。

　けれど、今日は今の関係性を少しだけ変えてみたかった。

　いつも秀人に主導権を握られ、翻弄されてばかりだからこそ、千佳だって彼を翻弄してみたい。それに、最初の頃のような優しい情交もしたい。

（だって、秀人さんに身を委ねちゃうと、意地悪なえっちになっちゃうんだもん）

　コーヒーを飲む秀人を盗み見て、気づかれないように息を小さく吐く。

　強引で意地悪なやり方も、決して嫌なわけではない。ただ、どんどん言葉責めが激しくなっているようで、千佳は多少なりとも困惑していた。

（なんていうか、普段の秀人さんとギャップがあり過ぎて……。もっと、こう……優しいえっちをする人だと思ってたんだけど……）

　恋人とのベッド事情など、あまり相談できるものではない。職場では彼氏がいるとは言ってあるが、まさかこんな話をする勇気はない。

　秀人の写真を見せるとこぞって『かっこいい！』と絶賛してくれた友人たちにも、恋人の情事が言葉責めばかりで意地悪過ぎる……なんて言えるはずもなかった。

（秀人さん、普段は優しいし、えっちが嫌ってわけじゃないんだけど……。やっぱり、ああいうのは恥ずかしいし、ちょっと困るっていうか……）

「千佳、食べないのか？」

「えっ……？　あ、ううん！　食べるよ！」

　不意に声をかけられた千佳は、考えていた内容をごまかすように笑顔を繕い、大袈裟なくらい「おいしいね！」と繰り返していた。

　

　平日の今日は、高速道路も一般道も空いていた。旅行を計画した時、秀人の提案で休暇を取りやすい平日に予約を入れることにしたが、こういった意味でも正解だっただろう。

　予定よりも早く旅館に着き、彼は駐車場に車を停めると番頭に鍵を預けた。

「ようこそお越しくださいました」

　出迎えてくれたのは六十代前半ほどの女性で、この旅館の女将のようだった。季節に合わせたもみじと流水をあしらった着物が上品で、洗練された仕草がより美しく見える。

「山吹の間でございます」

　案内されたのは、旅館の中でも奥に位置する部屋だった。

　十二畳ほどの和室が二室繋がっており、奥の畳の上には大きなローベッドがひとつ置かれている。いわゆる、和モダンな雰囲気の客室だ。

　正面の開かれた障子の向こうには岩造りの露天風呂が見え、千佳はその景色を前に目を見開いた。

「お夕食はいかがいたしましょう？　お時間は十七時から二十時の間で三十分ごと、場所は大広間とお部屋のどちらかをお選びいただけます」

「千佳、何時頃がいい？」

「えっ!?」

　案内された部屋を見回してポカンとしていた千佳は、弾かれたように振り返った。

「夕食だよ。何時くらいがいい？」

　秀人は、千佳の心情を察するように小さく笑い、希望を訊いてくれた。

　千佳は、彼のこういうところも好きだ。いつもリードしてくれるけれど、決して強引過ぎることも独りよがりになることもなく、きちんと千佳の意見を尊重してくれる。

「えっと……秀人さんに任せる……。あ、でも、ちょっと早めの方がいいかな」

「じゃあ、五時半頃でお願いできますか。場所は部屋にします」

「かしこまりました」

　普段に比べると早い夕食になるが、今日は昼食を早々に済ませているし、夜にゆっくりするならちょうどいい頃合いだろう。

　女将は、この辺りのおすすめのスポットなどを話しながら玉露を淹れると、笑顔で部屋から出ていった。

「あの、秀人さん……ここ、すごく高級な旅館なんじゃ……」

　外観を見た時から薄々感じていたが、千佳が想像していた旅館とは随分と違う。

　秀人から『旅館選びは任せてほしい』と言われて甘えたものの、彼の好意に甘え過ぎてしまったかもしれないと後悔しそうになっていた。

「そんなことないよ。それとも、もしかして気に入らなかった？」

「ううん、すごく気に入ったよ！　でも、こんなに贅沢な部屋だから、なんだか申し訳なくて……。ほら、つい最近も誕生日のお祝いをしてもらったばかりだし」

　先週で二十四歳の誕生日を迎えた千佳を、秀人は創作イタリアンのレストランで祝い、海外ブランドの腕時計をプレゼントしてくれた。その直後だというのに、彼は旅行代も一切受け取ってくれなかった。

「俺としては、千佳が喜んでくれるのが一番嬉しいんだけど」

　にっこりと微笑まれて、千佳は思わずたじろいでしまう。こんな表情を見せられたら、素直に喜ぶことしかできない。

「うん、すごく嬉しいよ。こんなに素敵なところに連れてきてくれて、ありがとう」

「どういたしまして」

「今度、なにかお礼させてね」

　千佳が満面の笑みで秀人を見ると、彼はしばらくなにかを考えるように千佳をじっと見つめたあと、意味深な笑みを浮かべた。

「じゃあ、そのうち俺のお願いでも聞いてもらおうかな」

「うん！　なんでも言って」

　得意げに頷いた千佳に、秀人がふっと目元を緩める。

「この話は、またあとでいい。夕食を早めにお願いしたから、軽く温泉に入って観光でもしようか」

　彼の提案に同意しようとした千佳は、ふと障子の向こう側に遣った視線を泳がせた。

「ここの露天風呂はまた夜な？　大浴場もあるから、先にそっちに入ろう」

「う、うんっ……！」

　クスリと笑った秀人は、きっと千佳の考えていることを察しているに違いない。

　そんな彼に誘われて大浴場に向かい、入り口で別れてそれぞれに温泉を楽しんだ。

　そのあと、千佳は部屋から持ってきた浴衣を身に纏った。

　赤や桃色で描かれたもみじ柄の浴衣は、女将のものとはまったく違って可愛らしい。けれど、ベージュに近い色合いの生地が落ち着いた雰囲気に見せてくれるため、決して子どもっぽくなく上品さがあった。

　その下に着けているのは、ハニードロップのクリスマス限定デザインの下着だ。

〝愛する彼へのクリスマスプレゼント〟というベタ過ぎるコンセプトで、赤と白とピンクの三色展開になっている。もちろん、売れ行きは上々だった。

　千佳は、雪のような真っ白な生地に、ピンクゴールドの糸でクリスマスローズをモチーフにしたレースがあしらわれたものを購入した。サイドから伸びている同色のリボンを谷間で結べば、胸がきゅっと強調されるようになっている。

　前回買った黒よりも可憐な雰囲気だが、セクシーさは負けていないはず。

　もっとも、今夜のためにもっとセクシーな下着も用意しているのだけれど。

　

「千佳、よく温まった？」

「うん。お待たせしてごめんね」

　さっき別れた場所で待ってくれていた秀人とともに部屋に戻りながら、千佳は彼の浴衣姿にドキドキしていた。

　愛染染めの生地のシンプルなものだが、浴衣から覗く男性らしい鎖骨が色っぽい。湯上りの火照った肌もまた、色香を纏っているように思えた。

「千佳」

　ぼんやりと秀人の後を追って部屋に入ると、彼が千佳の腕を掴んで壁に押しつけた。すぐ目の前にある端正な面差しに、千佳の胸が甘く締めつけられる。

「どうしたの……？」

　言葉とは裏腹に、心と身体は期待に満ちていく。

　キスの予感を抱えて秀人の首に腕を回せば、間髪を容れずに彼の唇が降ってきた。

　唇を食むようにくちづけられ、ちゅっとリップ音が響いたかと思えば、いきなり口内に舌が差し込まれた。歯列をたどり、上顎の裏を舐められて、背筋がゾクゾクと粟立つ。

　千佳は、秀人に縋るように愛染の浴衣を掴み、必死に彼の舌を追っていた。

「んっ、ねぇっ……ッ！　観光、しなきゃ……」

　キスの合間に訴えてみても、上気した頬ととろんとした瞳では説得力がない。むしろ、とろけた顔は、秀人を煽るだけだった。

「千佳の浴衣姿を見たら、キスしたくなった」

　キスだと言っておきながら、骨ばった手が首筋を下りて指先が鎖骨をなぞった。もう片方の手は背中に回り、背骨をツツッとたどっていく。

　触れるか触れないかというくらいのギリギリのタッチは、快感には程遠くくすぐったいだけ。それなのに、千佳の身体の奥底からは愛欲の熱が芽生え始めていた。

「秀人さん……っ」

　物足りない感覚に期待だけが高められ、他のことを考えるのが億劫になってしまいそうだった。

「ん？」

　千佳を見下ろしながら首を傾ける様が、なんとも意地悪である。緩められた彼の双眸は情欲を宿しているのに、千佳に触れる手は決して先に進もうとはしない。

「こんな触れ方……ッ、やだ……」

　千佳の懇願を嘲笑うように、腰の辺りを行き来している。その手つきは確かないやらしさを携え、クルクルと円を描いていた。

「可愛い」

　クスッと笑った秀人の両手が前に回り、ゆっくりと上がってくる。千佳は思わず熱っぽい瞳でその行方を追い、自身の期待に応えてくれるのは今か今かと待ち焦がれた。

　次の瞬間、節くれだった手が千佳の弾力のある膨らみに触れ、形を確かめるようにバストラインをたどった。はぁ……と吐息を漏らせば、彼の口元がそっと上がる。

「まだ明るいから、千佳の顔がよく見えていいな」

　低く落とされた囁きに、千佳の体温が一気に上昇した。

　火照った身体は秀人を求めているが、これまで彼に抱かれる時は夜が多かった。早い時間に抱き合うことはほとんどなく、そんな時には『恥ずかしいから』と言って室内を暗くしてもらっていた。

　けれど、今はまだ陽が高く、お互いの表情はもとより、黒子だって数えられるだろう。

　状況を把握した途端、この日のために入れていた気合いを忘れ、千佳は狼狽した。

「待っ――」

「どうして？　千佳はちゃんと触ってほしかったんだろ？」

　言うが早く、秀人の手が千佳の乳房を掴み、無遠慮に揉みしだき始めた。浴衣越しのもどかしい愛撫と彼らしくない性急さが、千佳の色欲を煽ってくる。

「浴衣っていいな。どこからでも手が入る」

　楽しげな声音が千佳の鼓膜に落ち、熱い舌が耳孔を舐め上げる。

　右手が胸元から侵入してきたことに気づいた瞬間、親指の腹で下着ごと小さな果実をこすられ、きゅっと摘ままれた。

　千佳の唇から甘い声が漏れ出ると、さらに強く蕾を捏ねられた。

「ふっ……ぁんッ、っ……」

　彼の左手が浴衣をずらし、あらわになった肩に吸いつかれた。そのまま左手が無防備な胸元に伸び、千佳の双丘の感触を楽しむように形を変えていく。

「やっぱり新作だ。今回は白か。この間みたいな黒もいいけど、こういうのも似合うよ」

　褒め言葉に喜びを感じたのも束の間、ブラを外されたかと思うと、幼気な飾りを直接愛でられて腰が跳ねた。

　千佳の下肢に熱が集中し、まだ閉じた秘孔からは蜜が漏れようとしている。

　翻弄される千佳をからかうように、秀人の右手が下半身に向かい始めた。

　手のひらが内ももを撫で回し、上へと伸びていく。ショーツの縁をなぞると再び下りていき、それを数回繰り返された。

　焦れったさに視界が滲み、乱れた呼吸の隙間からは懇願混じりの熱い吐息が漏れる。

「……も、やだ……ッ、ぁ、はぁ……っ……」

　こすり続けられていた右側の乳首は痛々しいほどに勃ち上がり、甘い痺れがなくなった左側の尖りは中途半端な硬さを保ったまま震えている。

「うん。こっちも触ろうな」

　不意に優しい声が鼓膜に響き、ショーツをずらされた。蜜口を軽くこすると、彼の濡れた指先が目的地は決まっていると言わんばかりに秘裂をなぞった。

「……ッ、あぁんっ！」

　電流のような痺れが身体を走り抜けた時、秀人の指が花芯を捕らえていた。

　指の腹の柔らかい部分でクルクルと撫でつけられ、あっという間に小さな蕾が芽吹く。涙で滲んだ視界の中で、彼が色香を纏った笑みを浮かべていた。

「イっていいよ」

　焦らされた身体は、素直に高みを目指そうとする。それを見透かす秀人の指の動きが速くなり、とどめとばかりに雌芯を押し潰した。

「あぁっ……ッ――」

　刹那、千佳は彼の硬い胸元に顔を押しつけて達した。

「……っ、はぁ……」

　おもむろにショーツから指を抜かれ、その感覚にすら小さく戦慄いてしまう。淫靡な熱を纏った千佳が、縋るように顔を上げた。

「じゃあ、行こうか」

　けれど、秀人は千佳の期待をあっさり跳ね除け、平然とした笑顔でそんなことをのたまった。予想外の展開に困惑する千佳に、彼が出かける支度を促してくる。

「え？　あの……最後まで、しないの？」

「早く観光しないと、夕食の時間に間に合わないだろ？」

　当たり前のように言われて、千佳は戸惑いを隠せない。

　それでも、準備をするように言われると、冷めない熱と淫欲を抱えたままでも頷くことしかできなかった――。

　旅館から十分も歩けば、昭和の色を残したような商店街の入り口が見えた。駅前に位置する商店街には、土産物店を始め、飲食店などが立ち並んでいる。

　八百屋や精肉店は、地元民御用達なのだとか。フルーツを串に刺したものやコロッケを食べているのは観光客のようだが、商店街には地元民らしき人たちの姿も目についた。

「へぇ、なんとなく子どもの頃を思い出すな」

「商店街とか行ったことあるの？」

「母方の祖父母の家に遊びに行くと、買い出しはだいたいその地元の商店街だったんだ。まぁ、観光地とかじゃない田舎だったから、ああいうのはなかったけど」

　秀人が指差した方を見れば、古びた小さな看板に『射的』と書いてある。都会で目にすれば古臭く見えそうな雰囲気の店構えも、こういうところで見れば〝粋〟だなと思えた。

「やったことある？」

「ううん」

「記念に体験していくか」

　旅館を出る前に熱されていた身体は、ようやく落ち着いてきたところ。中途半端に火を点けられたままだったのは、少しだけ悔しい。

　けれど、思いがけず秀人の子どもの頃の話を聞けたり、彼が楽しそうに笑っていたりするものだから、まぁいいか……という気にさせられてしまった。

「いらっしゃい」

「ふたり分で」

　秀人がお金を払ってくれて、「やってみる？」と微笑んだ。

「先に秀人さんがやって。見てみたい」

「いいよ」

　射的用の銃を手にした彼は、小さなコルクのようなものをその先端に詰め、台に片肘をついて構えた。

　狙いを定めるように片目を瞑る横顔は真剣で、千佳の胸の奥がキュンと甘く疼く。射的のやり方を見るつもりだったのに、秀人の姿に見惚れてしまっていた。

　すると、パンッと派手な音が鳴り響き、景品が並んでいる台の上から小さなキャラメルの箱が落ちた。

「えっ？　すごいっ……！」

　うっかり彼ばかり見ていた千佳は、景品が落ちた瞬間を見損ねたものの、この店の主人らしい白髪交じりの男性に差し出された箱を手にして笑顔になる。

「なにか取ってほしいものはある？」

「じゃあ、右端の小さなテディベアがいい」

　秀人はふわりと笑みを浮かべると、さっきと同じような体勢で狙いを定め、見事にテディベアを撃ち落とした。そのあとも、お菓子や子ども向けのおもちゃを落としていった。

「全部当たった……！」

「ははっ、まぐれだよ」

　あっけらかんと笑う彼に、店主が「兄ちゃんすごいなぁ」と感服しているようだった。

「千佳もやってごらん」

　こんな腕前を見せられたあとでは、なんとなくやりづらい。しかし、秀人は笑顔で千佳に銃を渡すと、コルクの詰め方から丁寧に教えてくれた。

「台に肘をついて、身体を固定するんだ。的を狙う時は、肘を固定したまま撃つといい」

　説明通りに台に肘を置くと、彼の手が千佳の腰に触れた。

「そんなに力を入れる必要はない」

　するりと動いた手のひらが、千佳のヒップラインをなぞるように下りていき、そのまま双丘のあわいをたどった。

「……っ！」

「どうかした？」

　思わず腰を引いてしまった千佳に、秀人が涼しげな顔つきで首を傾ける。故意にされたことだとわかっているのに、店主の前では平静を装わざるを得ない。

　むしろ、彼の行動がばれていないかとヒヤヒヤしたが、店主はなにも気づいていないようで胸を撫で下ろした。

「ほら、ちゃんと台に肘をついて撃ってみて」

「……うん」

　千佳は戸惑いを隠し、トリガーを引く。けれど、弾は景品にかすることすらなく、地面にコロンと落ちた。続けてもう一発撃ってみたが、結果は同じ。

「当たらないなぁ……」

「撃つ時に腕がブレてるんだよ」

　秀人は、構える千佳の腕に手を添え、「このまま撃ってごらん」と耳元で囁いた。低い声音に耳朶をくすぐられ、千佳の肩が小さく跳ねる。

　動揺する千佳は、店主の視線が気になったが、幸いにも別の客の対応をしていた。

「ほら、千佳」

　耳孔に息を吹き込むように名前を呼ばれ、あろうことかそこに舌が這わされた。

「……ッ、秀人さんっ！」

　千佳が声を上げたせいで、店主とふたり組の女性客の視線が向けられる。焦る千佳を余所に、彼がなに食わぬ顔で微笑んだ。

「ん？　やりにくかった？」

　自分に集まった視線から逃げるように秀人を見上げた千佳は、声にできない不満を投げるように口をパクパクとさせる。

　彼は、喉の奥でククッと笑うと、「じゃあ、自分でやってごらん」と言った。

　もちろん、そのあとも千佳は一発も当てることは叶わなかった。

「あ、藻塩のアイスだって。千佳、食べる？」

　射的を終えると、再び手を繋いで商店街を散策した。

　秀人はすっかり普段通りの雰囲気を纏っているが、千佳は彼にまた悪戯をされるのではないかと身構えてしまう。

「千佳、アイス好きだろ？　それとも、浴衣だし寒いか？」

　ここ一帯の温泉街の旅行者は、浴衣で散策するのが一般的だと女将から聞き、ふたりは羽織を借りて出てきた。季節的には肌寒いが、地域限定と書かれたアイスは魅力的だ。

「……食べたい」

「了解」

　店頭でアイスを買ってくれた秀人は、スプーンで掬うと千佳に差し出してきた。

「はい、あーん」

　甘い笑顔を向けられて、千佳の鼓動が高鳴る。たったそれだけで悪戯されたことなんてどうでもよくなってしまうから、彼はやっぱりずるい。

「いただきます」

　おずおずと口を開ければ、塩気が利いたバニラアイスを舌の上に乗せられ、すぐにとろりと溶けた。

「おいしい」

　満面の笑みになった千佳に、彼も瞳を緩めている。続けて、もう一度「あーん」と微笑まれた。

「秀人さんは食べないの？」

　不思議に思いながらもアイスを口に入れてもらうと、直後に秀人の顔が近づいてきて唇が重なった。

　熱い塊が目を見開く千佳の舌を捕らえ、わずかに残っていた溶けたアイスを舐め取る。

「ッ、んっ……」

　思わず彼から離れた千佳は、慌てて周囲を見渡した。

「大丈夫、見えないよ」

　顔を真っ赤にする千佳を見ながら、秀人が唇の端を上げる。舌で唇についたアイスを舐め取る仕草が扇情的で、千佳は全身が熱くなっていく気がした。

　ふたりきりの時にはこんな意地悪をされることはあるけれど、人前でこんな風にされたのは初めてでドキドキしていた。

「さすがに陽が落ちてくると寒いな」

　商店街や海辺を散策したあとは、タクシーで旅館近くまで戻った。

　この温泉街一帯には何ヶ所か足湯があり、旅館から一番近い足湯に入ってから戻ろうと決めたものの、十六時を回った今は風が随分と冷たい。おかげで、少し熱めの温度で張られた足湯がとても気持ちよく、五分もすれば全身がポカポカし始めた。

　横一列に並ぶ造りになっている足湯には、千佳たちの他にも数人が座っている。

「気持ちいいな」

「うん。足しか浸けてないのに、上半身も温まってきたよ」

「じゃあ、この辺も温かくなってる？」

　言い終わるよりも早く、秀人が千佳の鎖骨に触れてきた。そのまま指先が下りていき、浴衣の上から胸の形を軽くなぞっていく。

　一番奥に座っている千佳の姿は、彼が影になっていて他の人からは見えづらいだろう。とはいえ、往来の場でこんなことをされて平気ではいられない。

「秀人さん……！」

「ん？」

「……ァッ！」

　意味深に瞳を緩めた秀人が、布越しに小さな果実を引っ掻き、千佳の身体が強張った。

　千佳は、咄嗟に両手で口を覆ったが、吐息を隠せそうにない。

　商店街にいた時からずっと、もどかしい手つきで触れられていた身体は微熱を帯びたように火照り、アイスを舐め取られたキスの感触を残した唇が期待に震えてしまう。

　旅館を出る前に濡れた下着を替えようとした千佳に、『そのままでいいよ』と笑った彼の思惑をようやく理解した。

「お願い……やめて……！」

　素知らぬ顔でカリカリとこすられた蕾が硬くなっていく中、千佳の泣きそうな声が秀人の嗜虐心を煽る。

　彼は、涼しげに微笑んでいるように見える。しかし、その双眸の奥では、妖艶さを秘めていた。

「どうして？」

　不思議そうに首を傾げられて、千佳はついに涙目になった。正気だろうか、と本気で疑ってしまう。

　いつ誰に見られるかもわからない状況で、言い換えれば誰にでも見られてしまうような場所で、あらぬところを触られているなんて絶対におかしい。

　秀人の性癖に困ることは何度もあったが、今日は群を抜いていた。

〝意地悪過ぎる〟という認識は完全に確信になり、とうとう千佳のキャパシティを超えてしまった。

　そんな千佳に反し、彼はとても愉快そうに指を動かし続けている。

「こんな、ところで……だめ……」

　一瞬でも気を抜けば嬌声が飛び出しそうで、千佳は声を絞り出すのが精一杯だった。

「でも、千佳のここはすごく嬉しそうだ」

　それなのに、秀人は明らかにこの状況を満喫している。

「ほら、硬くなってるのが浴衣越しでもよくわかるよ。きっと、真っ赤になってるんだろうな」

　艶を纏った囁きが耳殻をなぞるように落ち、「ここで見てみたい」なんて悪魔のような希望が鼓膜を撫でつける。

　本当にそうされるのではないかと脳裏に過った千佳は、びくりと身体を強張らせた。

　クスッと笑われて秀人を見上げれば、彼の瞳が淫蕩さを纏って弧を描いた。

「冗談だよ」

　そう言いながらも、悪戯な指は相変わらず甘い刺激を注いでくる。

　痺れにも似た感覚に腰が小さく痙攣し、千佳は再び口元を手で覆っていた。

「しゅうと、さん……っ、もう……ぁ、ッ、やめて……」

「でも、気持ちいいだろ？　今すぐに硬くなったここを舐めて、もっと乱れるところを見せてほしいくらいだ」

　恐ろしい言葉に、千佳が必死に首を横に振った。口元を覆ったまま涙で濡れた瞳を向ける様は扇情的で、熱っぽい双眸で千佳を見つめる秀人の嗜虐心をますますそそる。

　千佳は、左手で彼の手を掴むと、懇願するように視線で訴えた。

「……本当はここでイかせたいくらいだけど、仕方ないな」

　程なくして、秀人がため息混じりに呟き、柔らかな身体からそっと手を離した。

「……っ、はぁ……」

　苦悶にも似た快楽からようやく解放され、千佳の唇からは意図せずに熱い吐息が漏れ出てしまう。

　彼は残念そうにしながらも、「戻ろうか」と微笑んだ。

　震えそうな脚に力を込めた千佳は、秀人に支えられながら立ち上がる。ただ腰に手を添えられただけなのに、彼に触れられていることに下肢が戦慄いた。

　硬く尖った蕾は、じんじんとした痺れを抑えることができそうにない。乾く暇を与えられなかったショーツが、ひんやりとした感触を伝えていた。
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　旅館に戻ると、すぐに夕食が出された。

　季節の山菜と海の幸をふんだんに使用した料理は美しく盛られ、味はどれも見た目以上のものだった。

　秀人は焼酎を片手に満足げにしているが、千佳は中途半端な熱を冷まし切れていないままで、せっかくの料理に集中できない。おいしいとは感じるものの、思考はずっと今夜のことばかり考えていた。

「うまかったな」

「う、うん。どれもすごくおいしかった」

　夕食に集中できなかったなんて、彼には気づかれたくない。

　多忙な秀人が計画してくれた旅行には、もちろん不満なんて欠片もなかったから。しかし、疼く身体を笑顔で騙すのも、さすがに限界である。

「そろそろ風呂に入るか」

「あ、じゃあ、秀人さんが先に――」

「なに言ってるんだ。今日は、一緒に入るんだよ」

「えっ!?」

　目を皿のように丸くすれば、彼から呆れ混じりの苦笑を寄越された。

「なんのために、露天風呂付きの部屋にしたと思ってるんだ」

「で、でも……」

　千佳は、羞恥と困惑に包まれ、向けられた表情から視線を泳がせた。

　秀人と付き合ってから今日まで、入浴を共にしたことはないからだ。彼は何度か一緒に入ることを提案していたが、千佳はこれまで恥ずかしいという理由で断ってきた。

　明るいバスルームでは、きっと身体を隅々まで見られてしまうだろう。かと言って、電気を消して入るのは至難の業だ。

　秀人に抱かれた回数は多くはないし、千佳はキスよりも先はすべて彼が初めてということもあり、ボディメンテナンスに余念はなくてもまだまだ羞恥が強い。

「千佳」

　ひとり狼狽する千佳に、秀人が甘い笑みを浮かべる。それから程なくして、彼の瞳に強い光が宿った気がした。

「今夜は、覚悟を決めてもらうよ。千佳のすべてが見たい」

　耳にかけられた髪から露出した肌に、低く淫蕩な囁きが落とされる。蜜を溶かしたような誘惑は、千佳の心をいとも簡単に懐柔してしまった。

（それに、今日は……）

　ドキドキする鼓動は隠せそうにないが、もう逃げることは考えられなかった。

　千佳だって、もっとお互いを知りたいと思っている。だからこそ、今回の旅行ではたくさんいちゃいちゃするつもりでいた。

「……先に入っててくれる？」

　秀人は笑顔で頷き、千佳の額と頬にくちづけた。千佳は、彼が露天風呂に続く障子の向こうに消えたあと、緊張を吐き出すように大きく深呼吸をした。

　

　障子を開けると、秀人の背中が見えた。

　海が見下ろせる露天風呂は、暖色系のライトで照らされている。昼間のように明るいわけではないが、お互いを隅々まで見るには充分だろう。

　浴衣を脱いで棚に入れ、籐の籠に用意されていたバスタオルに伸ばしかけた手を止める。

　千佳がガラス戸をそっと引けば、岩で造られた温泉に浸かっている彼が振り返った。

「まだ見ちゃだめ……」

「仰せの通りに」

　クスクスと笑われたせいで羞恥心が膨らんだが、今さら逃げようとは思わなかった。

　意を決した千佳は、肌を隠すことなく岩風呂へと近づいた。

　背中を向けたままでいてくれる秀人の向こうには、街の明かりが点々と見える。竹で造られた塀の奥のもみじの木がライトを浴び、昼間とは違う表情で風に揺られていた。

　藍色の夜空には、半分に欠けた蜂蜜色の月が浮かび、幾多の星が瞬きを放っている。

　けれど、目の前の美しい景観を堪能する余裕もなく、秀人の視界に入らないようにかけ湯をして、彼から少し離れた場所で背中を向けてゆっくりと肩まで浸かった。

「もう見てもいいですか？」

「は、はい……」

　大浴場は濁り湯だったが、ここは無色透明の湯である。千佳が震えそうな声で返事をすれば、秀人がクスッと笑いを零した。

「まぁ、さっきからこっそり見てたけど」

「うそっ……！」

「見ちゃだめ、なんて、見てくださいと同義語だろ」

　なんとも横暴な解釈に振り向くと、後ろから彼に抱き寄せられた。

　閉じ込めるように秀人の腕の中に収められ、筋肉質な胸板が無防備な背中に触れる。千佳の身体は、一瞬で彼に抱きしめられていた。

「だって、千佳が焦らすから」

「……っ！」

　うなじに唇が触れ、背筋が小さく粟立つ。

　昼間からずっと焦らしていたのは、間違いなく秀人の方である。意地悪されていたことに気づかないほど鈍くはないし、彼自身も千佳が気づいていることはわかっているはず。

「焦らしてたのは、秀人さんでしょ……！」

「そうだな」

　あっさりと認められてしまい、二の句を次げなかった。

　秀人のこういうところがずるいと思う。無邪気に楽しんだり、千佳に悪戯を仕掛けたりするくせに、こんな時には余裕を見せる。

　いつだって彼に夢中な千佳には、自分だけが翻弄されているように感じていた。

「千佳の浴衣姿があまりにも可愛かったから、ついいじめたくなったんだ。でも、千佳の反応がいやらしくて、俺の方が焦らされた気分だったよ」

　髪にキスを贈るように唇を寄せながら、秀人がそんなことを言う。

　彼も同じような気持ちでいてくれたのだと思うと、どうしようもないほどに胸の奥が甘く締めつけられ、愛おしさが込み上げてきた。

「秀人さん……」

「ん？」

　ようやく視線が真っ直ぐに絡み合い、鼓動がトクンと高鳴る。

「大好き」

　千佳は自然と零れた笑顔で伝えると、自ら秀人の唇を奪った。

　身体を捻るように振り返っているせいで少し苦しいが、彼の腕に手を添えてバランスを取り、唇を食むようにキスを重ねていく。

「まいったな……」

　すると、キスの合間に呟いた秀人は、唐突に千佳の身体をくるりと返し、対面した状態で額をくっつけた。

「俺が先に言うつもりだったのに」

　緩められた瞳が千佳を映し、甘い笑みを携える。わずかに顔を離した彼が、千佳をじっと見つめたあとで頬を撫でた。

「俺も好きだよ。だから、今夜はもっと千佳を愛させて」

　キュンと締めつけられた胸が、甘やかな多幸感で満ちる。千佳が小さく頷けば、性急に唇を奪われた。

　どこか荒々しさを感じる強さで何度か食まれ、待ち切れない千佳が秀人の舌を迎え入れるように口を開けば、熱い塊が遠慮なく口内に侵入してくる。

　歯列をなぞり、上顎をこすり、口腔をくまなく探られる。ひとしきり暴れた舌が千佳の舌を捕らえた時には、千佳の呼吸は乱れ始めていた。

　酸素を求めて口を離そうとしても、後頭部に回された彼の手がそれを拒む。鼻で息をすればいいのはわかっているのに、ケモノのような激しさに思考があっという間に仕事を放棄したせいで、上手く呼吸ができなかった。

「……ッ、はっ……」

　ようやく唇が解放された時には、肩を上下させる千佳の頬は上気し、瞳は誘うように潤んでいた。

「やばいな……。今日は、千佳が壊れるまで抱きそうだ」

　独り言のような言葉は、それでいて千佳に向けられていた。射るような視線がそう物語っていることに気づき、千佳は子宮の奥が密やかに戦慄くのを感じた。

「……壊してもいいよ。焦らされてる間、つらくてたまらなかった……。激しくしていいから、たくさん抱いて？」

　淫らに誘惑する千佳に、秀人の瞳に淫靡な光が差す。

　千佳を欲していることを目だけで訴えられているようで、千佳は自分自身に向けられている雄の欲望にうっとりとした笑みを浮かべた。

「ああ、もう……たまらないな」

　言うが早く、骨ばった手が千佳のたわわに実った乳房を掴み、無遠慮に揉みしだいた。

「もっと焦らしてあげようと思ってたのに」

　恐ろしい囁きよりも手の感触に、すぐさま意識を奪われた。千佳の唇の隙間からは、熱に侵された吐息と声が漏れる。

　外だということはわかっていても、身体は与えられる感覚に堕ちていく。

　いつになく余裕なさげに小さな果実を摘ままれ、千佳の腰がピクンと跳ねた。熱い指の腹同士で両方の蕾を弄られて、たまらず太ももをすり合わせてしまう。

「千佳のここ、もう勃ってる。胸はマシュマロみたいに柔らかいのに、ここは芯が通ってるのかと思うくらい硬いな」

　いやらしい言葉を鼓膜に吹き込まれ、眩暈がした。

「やぁ……はずかし……ッ」

　羞恥とは裏腹に、身体は素直にもっと強い快楽を求めるように揺れ、それに合わせるように双丘がぷるんと跳ねた。

　その様子を楽しむように見つめる彼は、おもむろに頂に歯を立てた。

「ひぁ……ッ」

　いきなり鋭い刺激を与えられたかと思うと、今度は労わるように舌で舐められ、尖り切った先端に熱い塊をグリグリと押しつけられた。

　右側の飾りはきつく摘ままれたまま、大きな手がウエストラインや腰を行き来する。

　気づけば、千佳は膝立ちで快感を受け止めていた。

「はっ……ん、ッ」

　次第に下りてきた秀人の手が内ももで遊び、脚の付け根にたどり着いたかと思うと、再び下がっていく。それを繰り返されていると、湯と愛撫で火照った身体は、焦らされていることに耐えられなくなっていった。

「千佳、気づいてる？　さっきからずっと、腰が揺れてるよ？」

　妖艶な低さで囁かれ、千佳の下腹部がズクンと疼く。とろけた視線を彼に向ければ、意味深な笑みを返された。

「触ってほしい時は、ちゃんと言わないとだめだろ？」

「んっ、はぁ……ッ、ぁんっ」

　上目遣いで見つめられながら、まるでたしなめるように突起に歯を立てられる。ピリッとした快楽が、千佳の腰を揺らめかせた。

「ちゃんと、触って……？」

「どこを？」

　蠱惑的な微笑みが、千佳の欲情をかき乱す。けれど、言葉にするには羞恥が大き過ぎて、視線が泳いだ。

　千佳は戸惑いを浮かべながらも、おずおずと秀人の右手を取る。それから、ゆっくりと淡い茂み付近まで導き、さらに奥へと誘った。

「……ここ、触ってほしいの……」

　恥辱混じりの悩ましげな声で懇願し、色欲に塗れた瞳で彼を見下ろす。

　千佳の精一杯のおねだりを前に、秀人は嬉々としたように唇を吊り上げてハッと息を吐いた。

「千佳、わかってる？　言葉にするより、いやらしいことしてるよ？」

　舌なめずりをして、意地悪く指摘して。そのあとで、恍惚混じりの顔つきで微笑まれ、千佳の胸がキュンと鳴った。

　心を柔らかく抉るような言葉が、千佳の子宮を轟かせる。はくはくと小さく震える秘孔からは、淫欲の証が今にも零れてしまいそうだった。

「でも……ッ、触ってほしくて……」

「そんなに触ってほしいんだ」

　彼は淫蕩さを纏った瞳で千佳を見つめているが、一向に願いを叶えてくれる素振りがない。秘部に触れているだけの手のひらは微動だにせず、切ない情欲が蓄積されていく。

　幼気な花芯が、いじらしいほどに快楽を待ちわびていた。

「……おねがい……っ、はやく……」

　自分がどれほどはしたないのかと考えれば、眩暈を覚える。それでも、素直な言葉を零す声には、秀人に甘えたいと訴えるように熱い吐息が混じる。

「じゃあ、自分で動いてごらん」

「え……？」

「このまま腰を動かして、俺の手に気持ちいいところを押しつければいい。自分で好きなところをこすって、気持ちよくなるんだ」

　千佳の懇願を嘲笑うような提案に、羞恥と困惑で視界が滲んだ。こんなに恥ずかしいことをしたというのに、これ以上のことを求められて彼の手を掴んだままの手が震えた。

「そんなっ……」

　これが限界だと言わんばかりに、千佳が首をわずかに横に振って見せる。

　秀人が手を動かしてくれたら、いつものように快感が与えられるはずなのに……。微笑む彼にその気がないのは明白で、千佳は途方に暮れるような気持ちになった。

「千佳」

　反して、秀人は楽しげに瞳を緩めたまま、甘い声音で千佳を呼んだ。まるで催眠術にでもかけるように、「そんなに難しいことじゃないよ」と優しく諭してくる。

「ほんの少し、腰を揺らしてみればいいだけだ。千佳が一番感じるところに当てて動くだけで、すぐに気持ちよくなれるよ」

　悪魔の誘惑が、鼓膜をそっと撫でつける。無理強いをしている感じも強引さもなく、ただ静かに、ともすれば親切にも聞こえるような口調で。

「で、でも……」

「上手にできたら、あとでたくさん気持ちよくしてあげるよ」

　目の前に吊り下げられたご褒美と、艶を帯びた低い声。千佳は、腰が微かに痙攣するのを感じながら、喉をごくりと小さく鳴らした。

　とどめを刺すように、「ほら、やってみて」と囁かれてしまう。

　秀人の手を掴んでいる手はそのままに、千佳が自身の身体を恐る恐る大きな手のひらに押しつけた。

「ぁ……ッ」

　刹那、甘く密やかな感覚が迫り、咄嗟に瞼を閉じた。

　まだ羞恥心は強いのに、これを待ち焦がれていた身体は悦んでいる。小さな快感をもっと膨らませたくて、考えるよりも早く秘所を強く当てた。

　腰を揺らせば、彼の手のひらで敏感な部分がこすれる。ひとり遊びをするように身体が勝手に動き、まだ芽吹き切っていない秘めたる蕾を刺激した。

「そう……上手だ。もっと動いていいよ」

「ぁんっ、はぁっ……」

　秀人の言葉に従うように、千佳の腰の動きが速くなる。白くたわわな乳房が大きく揺れ、淫靡な躍動が彼の目を楽しませていた。

「ああ、すごくいいな……。自分で動いて、俺の手で勝手に気持ちよくなって、いやらしくて可愛いよ」

　状況を説明されて頭がおかしくなりそうなのに、〝可愛い〟という一言が千佳の背中を押してくる。

　なによりも、喜悦を覚えた秘芯が欲張るように膨れていき、腰を止められなかった。

　ひとりで勝手に気持ちよくなっているなんて、恥ずかしくてたまらない。

　けれど、大きく動かなければ陰核が上手く刺激されず、的確な快楽を得続けるためには理性を捨てるしかなかった。

「……千佳は誰のもの？」

「ぁぅ……ッ、はっ、ンッ……わたし、は……秀人、さんの……もの、だよ……っ」

「ん……そうだな。普段の可愛い千佳も、こんないやらしい千佳も、俺だけのものだ」

　熱っぽい瞳で見つめられ、興奮した声音に鼓膜をくすぐられて、千佳は喜悦に戦慄きながら微かな笑みを零した。

　いつの間にかバランスを取るために秀人の肩に置いていた両手に、きゅっと力がこもる。彼は本当に手を添えているだけで、千佳は自ら愉悦を貪っているに過ぎない。

　それでも、下肢を包む甘い痺れに陶酔していた。

「言う通りにできたご褒美に、もっと気持ちよくなれるようにしてあげるよ」

　千佳の視界が滲むのは、悦楽のせいか羞恥のせいか……。その両方だと見透かすように、秀人がおもむろに呟くと指を軽く動かした。

　淫らな痺れが走り、秘芽が震える。彼はそのまま鋭敏な花芯の上に指の腹を押し当て、クルクルと円を描くように捏ね始めた。

「ひぅっ……」

　千佳の腰が跳ねて湯が大きく波打ち、周囲に波紋を作った。

　秀人は右手で披裂を弄びながら、再び胸の尖りに舌を這わせ、千佳の思考ごと喜悦の渦へと巻き込んでいく。

　冬を間近に控えた風を纏う千佳の上半身は、全身が甘い熱に侵されていることを教えた。

「千佳、こっちに腰かけて」

　膝をガクガクと震わせる千佳に、彼は岩風呂の縁を見遣った。情欲を隠せない千佳は、間を置かずに素直に従って見せる。

「いい子だ。自分で脚を広げて」

　冷静さを失いかけた頭でも、今度はすぐに言う通りにすることはできなかったけれど。

「一番気持ちいいところ、触ってあげるから」

　その言葉でわずかに残っていた理性の砦を壊され、いとも簡単に誘惑に堕ちた。

　身体を支えるために岩に置いている手を使えば、恐らくバランスを崩してしまう。千佳は戸惑いを顔に浮かべながらも、脚だけをゆっくりと広げていった。

「千佳のいやらしいところがよく見えるよ」

　夜空の下とはいえ、ライトは充分な明るさを持ち、露天風呂を照らしている。昼間ほどではないだろうが、それでも顔を近づけられればすべてが見えるだろう。

「やだ……っ、言わないで……」

「どうして？　千佳は、言葉責めも好きだろ？」

　そんなことはない、と言い返したいのに、薄々感じていたことが確信に変わる。

　秀人に抱かれる時、千佳は恥ずかしい言葉を並べ立てられるたびに羞恥で頭がおかしくなりそうなのに、身体はいつも愛欲に塗れた蜜を垂らしてしまうのだ。

　だからこそ、今までずっと言葉責めに困惑していても、拒絶することができなかったのかもしれない。

「ほら、今も……。千佳のここ、パクパクして蜜を零してる」

　ぬかるみをこすられた瞬間、くちゅりと水音が響いた。

　意思を持つ指が往復すると、千佳の腰がだらしなく揺れる。蜜口の辺りよりももっと気持ちいいところを知っているからこそ、身体は素直にその一点へと導きたがっていた。

　それを見透かすように、彼の唇が美しい弧を描く。

「っ……ぁ、ッ……おねがい……もう、焦らさないで……っ」

　意地悪で艶麗な笑みを前に、千佳は堪え性もなく吐息混じりにねだった。

「本当に、千佳は俺の理想通りの反応をくれるな」

　秀人はハッと熱い息を吐くと、中指で淫芽を撫でた。

　求めていた喜悦が千佳の身体を走り抜け、後ろに倒れそうなほど夜空を仰ぐ。すかさず、彼の腕が千佳の背中を支えるように抱いた。

「ひっ……んんっ、ぁん……ッ！」

　手際よく剥き出しにされた雌芯を、クルクルと回しながら押し潰される。

　千佳の視界が滲んでいく中、秀人は蠱惑的な微笑みを見せると、おもむろに千佳の下肢へと顔を埋めた。

「はぁんっ……」

　凝った花粒を舐め上げられて咄嗟に腰を引いてしまいそうになったが、お尻を抱えるように回されている彼の左腕によって防がれた。

　ざらりとした感触をグリグリと押しつけられ、鋭利な快感が次々と襲ってくる。

　さらには、節くれだった二本の指が愛液を纏わせるように秘裂を往復したあと、蜜口からゆっくりと侵入し、収縮する柔襞を掻き分けるように奥へと進んだ。

　ナカは蜜で溢れ、ほとんど抵抗を見せずに異物を受け入れている。

　程なくして、秀人はもう一本指を増やした。すぐさまバラバラの動きを見せ始めた三本の指が、解すように膣壁を掻きむしった。

　ぐちゅぐちゅと官能的な音が千佳の鼓膜を侵し、一気に快楽が膨れ上がっていく。

　肉芽と膣内の両方を嬲られては、ひとたまりもない。

「ひっ、ぁぅ……ッ、ぁ、ぁん……っ、ああぁぁぁッ――」

　そうして高みへと押し上げられていく最中、彼が頃合いを見計らうように鋭敏な姫芯を吸い上げると、千佳の体内に蓄積していた悦楽が勢いよく弾けた。

　秀人は指を引き抜き、手の甲で口元を荒々しく拭った。乱れた呼吸でその一部始終を見ていた千佳の唇に、優しいキスが贈られた。

「千佳、挿れたい……」

　懇願にも似た囁きが耳元で零され、胸の奥が期待で高まっていく。

「ん……挿れて……？」

　ここは、旅館の露天風呂。けれど、今さら理性を取り戻すことはできず、千佳の口からは甘えたような声が落ちた。

「お尻をこっちに向けて」

　重怠い身体を翻して傍にある大きな岩に手をつき、言われた通りの体勢になる。膝の辺りまで湯に浸かったまま、精一杯お尻を突き出した。

「やけに素直だな」

　彼のからかうような声音には、興奮の色が濃く出ている。

　後ろから抱きすくめられるようにされると、濡れそぼったあわいに熱い昂ぶりが押しつけられた。

「はぁ、んっ……」

　蜜を搦め捕るように腰を揺らされれば、勃ち上がった幼気な陰核を剛直がかすめ、淡い快感を生み出す。千佳はたまらなくなって、自らも腰を踊らせた。

「今日は本当に大胆だな」

　嬉々とした声が降ってきたかと思うと、耳殻をねっとりと舐め上げられる。そのまま耳孔に舌を差し込まれ、くすぐるように蠢いた。

　くちゅくちゅとダイレクトに響く水音が、思考までをも犯していく。こすり合わせている下肢をさらにグッと押しつけると、雄芯が秘孔に触れてほんのわずかに侵入してきた。

「ふっ、ぁ……」

　うっとりとした吐息が漏れると、押し入りかけていた圧迫感が離れていく。追いかけるように腰を揺らせば、硬く逞しい陰茎が秘所を撫でた。

　逃げられて、追いかけて。求められて、縋って。そんな風に下肢を揺らし合ううちに、千佳の身体は我慢の限界に達した。

　待ち切れない千佳が、お尻をくねらせるようにして屹立を迎え入れようとする。刹那、息を噛み殺すような声とともに、熱杭が蜜口をこじ開けた。

　喉が仰け反り、圧迫感に息が詰まる。隘路には大き過ぎる質量に思わず瞳を閉じれば、最奥まで一気に貫かれ、瞼の裏でチカチカと光が散った。

「こら……っ、力を抜いて」

　苦しげな声が耳に届いても、甘い痺れに包まれた千佳の身体には力がこもっている。

　秀人は、千佳のうなじに唇を落としながら前に手を回し、乳房を優しく揉んでは意識を逸らそうとしてくる。けれど、熱い手のひらがひとたび先端に触れると、媚肉がうねった。

「ぁんっ」

「くっ……！」

　楔をきゅうっと締め上げるような感覚に、秀人の手に力がこもる。

　柔らかな胸を揉みしだきながら乳頭を摘ままれ、蜜壺の甘苦しい痺れとともに快楽をもたらした。もう片方の大きな手が茂みを掻き分けると、千佳は反射的に次の行為を予想して目を見開いた。

「だめ……っ！　りょうほう、は……アッ！」

　上の蕾とともに雌芯をグリッと潰すようにされると、千佳の身体は素直に震えてしまう。肉襞はますますきつく収縮し、彼の吐息が肩口に触れた。

「はっ……！　でも、千佳のナカは嬉しそうに吸いついてくる……ッ」

（そんなこと……）

　言葉にしないでほしい。自らのはしたなさを指摘されて、恥辱で頭がおかしくなりそうだった。

　膨れ上がり過ぎた愉悦に、自然と意識のすべてが集中する。

　思考が白み始め、目の前に靄がかかったように脳が酩酊していく。逆上せているのか、それともこの淫らな行為のせいか、今の千佳には判断のしようがなかった。

「隣に聞こえてるかもしれないな」

　不意に零された言葉に、背筋が冷えるような思いをした。

　そうだ、ここは露天風呂。隣は確か、同年代のカップルだった。現状と廊下ですれ違った仲睦まじいふたりの姿を思い出し、千佳の脳裏に困惑と焦りが芽生えた。

「だめっ！　聞こえちゃ……」

「……ぅ、ッ！　だめって言いながら、ここを締めるんだな」

　律動を緩められた途端、姫洞が雄幹に絡みつくように収縮していることに気づかされ、千佳の目尻から涙が零れた。

　痴態を指摘されているのに、この状況でも気持ちよくなれてしまう自分自身が怖い。自分がこんなにも淫乱な人間だなんて、千佳は秀人に抱かれるまで知らなかった。

　程なくして、彼がまたしても強く腰を打ちつけ、激しい抽挿を再開させた。

「やぁっ……！」

　見ず知らずの人に、情事の声を聞かれるなんて……。考えただけで頭がおかしくなりそうなのに、秀人は構わないとでも言うように陰茎で蜜壺を掻き回す。

「おねがっ……。やめっ……！」

　イヤイヤをするように必死にかぶりを振れば、背後で秀人がふっと笑ったのがわかった。

「でも、千佳のここは悦んでる……。きゅうきゅう締めつけて、気持ちよさそうだ」

「ちがっ……！　ゃ、っ……っ！」

　必死に唇を噛んで声を押し殺し、首を横に振り続ける。快楽と熱気、そしてかぶりを振り続けていることで、脳が酩酊するように揺れた。

「はぁんっ……」

　ガツンと最奥を穿たれ、甲高い声が飛び出す。涙をいっぱいに溜めた瞳で振り返れば、色香を纏った瞳が緩やかな弧を描いた。

「嘘だよ……。隣の宿泊客なら、今頃は大広間で楽しく夕食の最中だ」

　息を吐きながら「昼間にすれ違った時にそう言ってた」と言われて、千佳は彼の意地悪だったのだと悟る。

　秀人がそちら側の性質で、自分の身体はそれに感じてしまう人間だとしても、さすがにひどいと思うのに……。

「ふぁ……っ、あぁん……」

　抗議の声は嬌声になり、千佳は不満をぶつける暇もなく再び喜悦に浸った。

「もっ……だめ……ぁん、っ」

　襲いくる激しい波を受け止め切れなくなりそうだった時、秀人が肉粒を摘まんで左右に揺さぶり、千佳は声にならない喘ぎを上げた。

　さらには、肌がパンパンと鳴り響くほどに最奥の壁を穿たれる。硬く太い怒張で、グリグリと抉り取るようにされれば、身体が大きく痙攣して強張った。

　背中からなにかがせり上がる感覚に喉を仰け反らせると、電流のような痺れが光の速さで駆け抜けていき、瞬間的に閉じた瞼の裏で閃光が弾けた。

「ひっ……ぃ、ッ、やあぁぁっ……！」

「ッ、はっ……くっ――」

　身体ごと叩き落とされるような甘苦しい痺れに、肉壁が収縮して全身が痙攣する。わずかな誤差で彼が滾った灼熱の杭を引き抜き、千佳の背中に勢いよく飛沫を撒き散らした。

　欲望に塗れた白濁液が、ライトに照らされた千佳の白い肌を容赦なく汚す。まるで、我が物顔で存在を主張するかのように。

　柔らかな肢体の上で秀人の欲望がぬらりと光る様は、彼の征服欲を色濃く表していた。

　しばらくの間、千佳は立ったまま抱きすくめられていた。

　ふたり分の荒い息を耳にしながら、どうにか呼吸を整えようとする。けれど、秀人が腕で支えてくれなければ、自力で立つことも難しそうだった。

「千佳、動けるか？」

「もう、ちょっと……」

「じゃあ、そのまま力を抜いてろ」

　かすれた声で答えると、彼が千佳を抱き上げて湯から上がらせた。

　傍に置いてある椅子に下ろされ、桶で掬った湯で背中を流される。ねっとりと肌を滑っていた体液の感覚が消えるまで、それは繰り返された。

「寒くないか？」

「平気……」

　まだ脈拍は速いが、身体は熱いくらいだった。

「なら、このまま上がろう」

　後ろから耳にキスをされ、もう一回したい――なんて囁きが落とされた。

　重低音がお腹の底まで響くように子宮が轟き、甘く淫靡な誘惑に胸の奥が高鳴る。硬い胸板が頭に触れ、腰の辺りに猛った欲望を押しつけられた。

（嘘……。秀人さんの、まだ……）

　全身がだるいのに、はしたない身体はまだ満たされていないとばかりに期待を持ち、太ももをすり合わせてしまった。

「このまま連れていくから、千佳は歩かなくていい」

「あっ……待って……！」

「だめ、待てない」

　ふと忘れかけていた計画が脳裏に過った千佳に、秀人がぴしゃりと言い切る。しかし、彼の考えとは違ったところで拒絶した千佳は、慌てて口を開いた。

「違うのっ……」

　振り返るとじっと見つめられ、千佳の鼓動が速くなっていく。緊張と少しの不安の中、すぐに言葉を付け足した。

「今日ね、その……特別な下着、持ってきてるんだ……」

　語尾が小さくなったのは、許してほしい。こんなことを言うのもするのも初めてで、頭も心もいっぱいいっぱいだったから。

　怪訝そうにしていた表情に、淫蕩な笑みが浮かぶ。艶やかな面差しは凄絶な色気を放ち、泳ぎそうになっていた千佳の瞳を奪い取った。

「それは楽しみだ」

　この身体にどんな下着を着てくれるんだろうな、と低い声が落とされ、鼓膜を優しく侵してくる。

　秀人の視線が千佳の全身を這っていることに気づき、千佳は吐息混じりに声を振り絞った。

「先に、部屋に行ってて？　ひとりで歩けるから……」

　ドキドキと騒ぐ心臓を隠すように胸元で腕を交差させ、彼からわずかに目を逸らす。

「ああ、待ってる」

　嬉々とした声が降ってきた直後、頭頂部に秀人の唇が触れた。

「冷えたなら、少し温まってから出ておいで」

　彼は余裕そうに言い残してこの場を離れ、ガラス戸の向こうで籐の籠からバスタオルと浴衣を手にすると、艶麗な微笑を残して部屋の中に戻っていった。
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　部屋に入ると、テーブルの上に冷えたペットボトルが置かれていた。きっと、秀人が気を利かせてくれたのだろう。

　ベッドのある部屋の障子は閉められていて、向こう側の様子はわからない。その先で彼が待っているのだと思うだけで身体は熱を帯び、自然と緊張が大きくなっていった。

　千佳は、異様に渇いた喉をミネラルウォーターで潤し、おもむろに足を踏み出した。

　震えそうな手でそっと障子を開け、おずおずと中を覗く。

　すると、ベッドに横たわっていた秀人が身体を起こし、シーツを捲った。彼は、なにも身に纏っていないのか、逞しい下腹部までがあらわになる。

　煌々と灯るライトが、秀人の顔と体躯をよく見せてくれる。きっと、彼からも自分の姿がはっきりと見えるのだろうと思うと、帯にかけた手がためらいを浮かべるように止まった。

「おいで」

　秀人は甘く優しい声で千佳を呼び、そっと微笑んだ。

　柔和な顔つきに見えるが、その奥に潜ませた雄の欲望を隠し切れていないことに気づき、彼の淫欲を前に千佳の決意が固まった。

　息を潜めるように帯を解き、ゆっくりと袂を開ける。豊満な乳房が現れた直後、細い肩から浴衣がするりと落ち、ただの布と化したものが畳の一部を覆った。

　白く滑らかな肢体に纏っているのは、黒いレースと同色のシースルーの生地だけ。

　簡単に破けそうなほどに繊細な花柄のレースは、Ａラインのキャミソールのようだが、秀人の目でも肌が透けているのが確認できる。

　肩紐も胸元も紐を結ぶだけで、胸の飾りの上にあるリボンを解くと蕾が露出する。もっとも、リボンを結んでいても突起は目立ち、ほとんど隠れていない。

　谷間から臍にかけては肌が剥き出しで、お揃いのＴバックのショーツも前面はレース仕様のために薄い茂みが見えている。しかも、秘裂にはレースすら施されていない。

　千佳に視線を食い止めていた彼が、密やかに息を呑んだ。

　秀人は、一拍置いて色気たっぷりの微笑みを浮かべると、今度は彼の熱を感じてしまいそうな吐息を漏らした。

「まさか、それを着てるとは思わなかったよ」

　うっとりとした声色には、期待と喜びが含まれている。

　ハニードロップでは、いわゆる〝セクシーランジェリー〟と呼ばれるものも取り扱っており、とても人気がある。

　千佳は仕事の一環として購入したことはあったが、秀人の前では着たことがなく、少しだけ不安も抱えていた。しかし、彼の反応はすでに予想以上のものだった。

「よく見せて」

　艶を帯びた声音で誘われ、千佳は緊張と羞恥で震えそうな脚で秀人の傍に歩み寄る。

　数歩も進めば彼のもとにたどり着き、あられもない姿を間近で披露することになった。

「すごいな……。ここまで扇情的だとは思ってなかったよ」

　感嘆混じりの秀人の言葉に、千佳の身体はますます熱を纏う。まださっきの余韻が残っている身体は、それを甘美なものとして受け取った。

「秀人さんに、喜んでほしくて……。その……私には、大人っぽいかもしれないけど……」

「似合うよ、すごく。今すぐに挿れたいくらい、興奮する……」

　千佳の手を引いた彼が、妖艶な眼差しで熱い息を漏らす。ベッドが小さく軋み、腰に手を回された千佳の膝がシーツに沈んだ。

「ああ、いいな……。ここなんて、ちっとも隠れてない」

　独り言のようにそう落とされた瞬間、千佳の膨らみの上にある小さな果実を摘ままれた。

「はっ、んっ……」

　レースのリボンごとグリグリと捻るようにされ、指や舌とは違うざらりとした感触に腰が小さく跳ねた。結び目の感覚も伝わり、千佳は膝立ちのまま甘切なく啼いてしまう。

「これって、確か……ショーツもオープン仕様だったよな？」

　エリア統括マネージャーだけあって、さすがに自社の製品には詳しい。

　秀人は内ももに這わせた手を適当に遊ばせると、ぱっくりと開いているショーツのデザインを確かめるように、無防備な秘裂に節くれだった指が及んだ。

　湯で洗い流したはずなのに、くちゅりと水音が響く。再び蜜を漏らしている秘孔は、ヒクヒクと震えていた。

「まずいな……。あんまり優しくしてやれそうにないかも」

　前半は申し訳なさそうに、しかし後半はどこか楽しそうな声音で、彼がそんなことを言う。

　秀人の視線に眩暈を覚えながらも、彼の興奮を肌で感じて喜びが芽生え、千佳もひどく欲情していくのを自覚した。

　不意に、後頭部に手を添えられ、唇が重なった。最初から荒々しさを感じさせるくちづけに、千佳の色欲が煽られていく。

　深まるキスの合間に身体が反転し、千佳は背中をベッドに預けさせられた。

　骨ばった大きな手は、弾力のある胸の形が歪むほどに膨らみを揉みしだく。手のひらが先端をこすると、千佳の下肢にはっきりとした疼きが戻ってきた。

「こういうリボンを解くのって、なんだか秘密を暴いていくみたいだな」

　熱い吐息混じりにうっとりと囁かれ、彼の指先によって蕾を飾るリボンが崩される。

「ぁ、んっ……はぁ……」

　完全に露出した突起を摘ままれると腰が浮き、全身が小さく跳ねた。

　秀人は、その動きを楽しむように何度も愛らしい果実を愛でたあと、千佳の鎖骨を舐めた。そのまま、彼の舌と唇がゆっくりと下りていく。

「ここも可愛がってあげたいけど……」

　双丘の頂上を飾る薄桃色の蕾を、きゅっと捻られる。

　しかし、唇はそこに触れることはなく、さらに下を目指し始めた。その目的地に気づいた千佳は、咄嗟に太ももを閉じようとしたが、秀人がそれを見透かすように両手で阻んだ。

「今はこっちを可愛がりたい」

「やぁっ……！」

「本当に丸見えだな。裸より、よっぽどいやらしいよ」

　彼の視線が、剥き出しの秘所に注がれている。その事実と淫猥な指摘に、千佳の眦には涙が浮かんだ。

「嫌じゃないだろ？　千佳は、ここを舐められると気持ちよくなれるはずだ」

　指で淫裂を撫でられ、くちゅくちゅと響く蜜欲の水音に鼓膜を犯される。泉から溢れる蜜を絡めた指が蜜芯をいじくると、千佳の腰が大きく弾んだ。

「ここ、剥けたままだな。ぷっくり膨れて、真っ赤に腫れてる。ほら、さっきみたいに気持ちよくなろうな？」

「ひぅっ、あぁっ……！」

　誘惑じみた囁きは、雌芯に吸いついた秀人のせいで飛び出した嬌声にかき消され、千佳の耳に届くことはなかった。

　熱い舌が陰核をグリグリとこすり、器用に転がす。

　指で広げられている淫裂は否応なく彼の眼前にさらされ、包皮を剥かれた肉粒がさらに膨れていく。絶え間なく与えられる悦楽を、千佳はただただ受け止めるしかなかった。

　花芽ばかりを可愛がっていた秀人が、おもむろに動かした指でぬかるみを弄り始めた。蜜を纏わせるように指が行き来したあと、すぐに秘孔に突き立てられた。

　隘路に挿入された二本の指が、肉壁を優しくこする。

　けれど、それは束の間のことで、数秒もせずに内壁を激しく掻き回してきた。

　千佳は全身を強張らせながら、ひと際甘い声を上げる。指の腹で膣内を掻きむしられ、下腹部の裏を押されれば、蜜壺は悦びに戦慄いてきゅうきゅうと締まる。

　極めつけとばかりに、秀人は真っ赤に腫れた花粒をちゅうっと吸い上げた。

「……ッ、ああぁぁっ――」

　刹那、千佳は彼が巻き起こした快楽の渦に飲み込まれ、後頭部をシーツにこすりつけながら達した。

　少しの間、千佳は息を整えることに必死だった。

　その最中、秀人は千佳の胸の辺りに何度もくちづけていた。

「……はっ……ぁっ！　痕は、つけちゃ……」

「つけないよ。新作の試着をする時に、うっかり誰かに見られたら困るだろ？」

　言葉に反して楽しげな声音が、首筋に触れる。同時に吐息が当たり、千佳は思わず肩をすくめてしまった。

　ちゅっ、ちゅっ……と首に与えられるキスは、時折肌を吸い上げるような刺激も伴い、千佳が困惑混じりに彼の髪に指を差し込んだ。

　ふたりの身体は重なっており、秀人の獰猛な昂ぶりが千佳の太ももの周囲に触れていた。くっきりとした形と硬さを感じ、千佳は子宮が轟くのを自覚しながら半身を起こす。

「秀人さん……。今度は、私にもさせて……？」

　甘く淫らに。ハッとするほどの艶を纏った面持ちで、いやらしいことを口にする。

　そんな千佳の姿に、彼は静かに瞠目した。同時に、陰茎がさらにググッと勃ち上がった。

　千佳はすぐにそれに気づき、恍惚の笑みを携えて彼の首に腕を回した。

「私も、秀人さんを気持ちよくさせたい……。私がいつもされるみたいに、たくさん感じさせたいの」

　秀人は、我慢できないと言わんばかりの勢いで千佳の唇を奪うと、舌で唇を割った。

「んぅ……ッ」

　いきなり暴れ出した熱い塊が、口内を犯してくる。

　ねっとりと舐め回すようにされ、舌を搦め捕られていく。そのまま苦しいくらいにきつく吸われ、唇の隙間から零れた唾液が首筋に伝った。

　程なくして唇が離れると、劣情に塗れた双眸に射抜かれ、拍動が激しくなった。

「奉仕、してくれるんだ？」

　確かめるように、それでいて今さら拒絶はさせない強さで。期待に満ちた彼の声が耳孔の傍で響き、千佳は熱っぽい吐息とともにわずかに頷いた。

「上手くできないかもしれないけど……頑張るね？」

　いかんせん、千佳はベッドの中で奉仕などしたことがない。

　初めての相手である秀人は、いつだって千佳を感じさせるばかり。千佳は彼からの行為を受け入れるだけで精一杯で、自ら仕掛けたのはキスくらいしかない。

　しかし、付き合って半年以上が経った今、秀人ともっと深い関係になりたいと思っていた。

　会えない時間に揺るがないくらいの自信が欲しいし、なによりもいつだって余裕そうな彼を自分の手で翻弄したい。

　そんな気持ちで、秀人の足の間で四つん這いになった。

「えっと……失礼します……」

「どうすればいいのか、教えてほしい？」

　千佳は一瞬だけたじろいだが、意地悪く笑う彼を前に素直に頷いた。

「じゃあ、まずは触って。それから、ゆっくり握ってみて」

　一糸纏わぬ秀人の分身は、すでに充分な質量を持って上を向いている。緊張と羞恥でうるさい心音が脳にまで響き、千佳を追い詰めてくるようだった。

　それでも、心に留めた意思を貫くように、赤黒く太い陰茎をしっかりと視界に入れる。

　眼前の光景に淫靡な眩暈を覚えた千佳は、身体の奥底から込み上げてくる興奮と情欲を熱っぽい吐息に変えた。

　おずおずと手を伸ばし、指先で雄幹に触れてみる。秀人が小さな息を漏らした気がして顔を上げると、柔和な眼差しで見下ろされていた。

　硬い肉棒にそっと指を絡ませていけば、彼の熱がそこから伝わってくる。脈打つ楔は意思を持っているようで、ますますドキドキした。

　言われた通りに手のひらで包み込んだ時には、千佳の瞳はそこに釘づけになっていた。

　黒い下生えに、どこか柔らかそうな袋のようなもの。中心にある熱棒は硬く、その先端は丸みを帯びている。

　ベッドの中では基本的に受け身な上、恥ずかしさが勝ってちゃんと見たことがなかったそれは、まるで秀人の欲望の化身に思えた。

　こくん、と生唾を飲み込んだ音が、やけに響いた気がした。

「意外と興味津々だな」

　落ちてきた指摘に頬がぼっと熱くなり、思わず否定したくて顔を上げてしまう。

「可愛い」

　ところが、続けて零された言葉に、千佳の鼓動が高鳴った。

　このあとのことは、指示されていない。それなのに、千佳の本能が次の行為に移させた。

「……っ」

　ゆっくりと手を上下させれば、頭上で彼が息を噛み殺した。

　千佳は、秀人の反応に背中を押され、もう片方の手も添える。どのくらいの力で握ればいいのかわからなかったが、少し力を込めても彼はなにも言ってこなかった。

　秀人の顔が見たい。けれど、彼に見られるのは恥ずかしい。

　せめぎ合う気持ちを抱えながらも、手は自然と速くなっていく。そのうち先端の小さな窪みから玉のような雫が溢れ出し、千佳の指を伝って手を濡らしていった。

　いつの間にか、羞恥よりも興奮と興味が勝り、視線は自然と上を向いていた。

　秀人の表情の変化を注意深く探り、下肢と交互に観察する。右手をそのままに、左手で袋を撫でると、彼の身体がわずかに跳ねた。

「秀人、さん……。ここ、舐めてもいい？」

　ここ、という言葉とともに、右手にほんの少しだけ力を入れてみる。その瞬間、秀人が恍惚の表情で瞳を緩め、荒い息を吐いた。

「いいよ……っ。千佳の口で……感じさせて」

　性器を口に入れるなんて、好きな人以外のものなら絶対に考えられない。

　そう思う反面、彼の分身だというだけで抵抗感はなく、むしろどうすればもっと気持ちよくさせられるのか……ということで頭がいっぱいだった。

　自分の秘所とは形は違うが、千佳は秀人の愛撫を真似するように先端にくちづけた。

　右手を添えたまま唇を滑らせ、雄棒にちゅっ、ちゅっとキスをしていく。それから、そっと舌を伸ばした。

「くっ……」

　こんなところを舐めるなんて無理かもしれない、と思ったのはほんの一瞬のこと。

　彼が声を殺したことに気づいた直後には、千佳は屹立にねっとりと舌を纏わりつかせ、必死に舐め回し始めた。

　硬い雄竿から丸い先端をたどり、裏側に向かっていく。

　無意識に激しさを増す千佳の愛撫に、秀人が何度も声をこらえるようにしている。乱れた声を聞かせてほしいのに、まだ我慢できるのだと思うと、千佳の中に嗜虐心に近いものが生まれた。

　聞きかじった知識がどこまで通用するのかは、自信がない。それでも、今夜は理性をかなぐり捨てるつもりでいる千佳は、自らの口内に彼の欲望を迎え入れた。

「千佳っ……！　ッ、はっ……！」

　伸びてきた手が千佳の頭を掴み、力が込められる。艶を帯びた声とその行為が、千佳をますます大胆にさせた。

　雄の象徴をできる限り奥まで飲み込み、えづきそうになりながらも舌を動かす。

　小さな口腔では持て余すほどの質量に、千佳の視界は滲んでいった。

　けれど、さっきからずっと子宮は轟き、蜜壺からはとろりとした蜜が漏れては、太ももを伝っている。

　自然と腰が揺れると、秀人の手がお尻側から割れ目をたどり、秘裂をなぞった。

「ふぅ……っ」

　密やかな快感に、うっかり口を離しそうになった。なんとか留めたが、あわいをたどって秘芽を捕らえられると、意識がそちらに奪われていく。

　必死に口淫を続けるが、すぐに悦楽が弾けてしまいそうで、千佳は思わず口をすぼめて熱杭を吸い上げるようにした。

「ぅ、っ……ぁ……ッ」

　彼の熱っぽい吐息と声が、千佳の鼓膜を犯す。髪に差し込まれた手にますます力がこもり、そこからも興奮が伝わってきた。

　仕事中は、涼しげな面差しで業務をこなし、スタッフには穏やかな口調で話して分け隔てのない態度を取る。怜悧で敏腕な上司が動じた姿を、一度も見たことがない。

　プライベートでもいつも余裕そうで、千佳はいつだって秀人に釣り合うようになりたくて必死だった。ベッドの中でも翻弄されてばかりで、これまではずっとされるがままだった。

　けれど、今日は違う。

　千佳の手によって理性を揺るがし、快感をこらえながらも乱れていく。そんな秀人の分身にくちづければ熱い吐息を零し、吸い上げるようにすれば腰を戦慄かせてくれる。

　決して上手くはないはずのたどたどしい行為なのに、彼は千佳の行動ひとつに艶めかしい反応を見せ、興奮と恍惚が混じった淫靡な顔つきで千佳を見下ろしている。

　いつもは意地悪をされてばかりだが、秀人のそういった部分にほんの少しだけ共感できる気さえした。

「きもち、いい……？」

「……っ、ん……いいよ……。はっ……ッ」

　滾った雄芯を咥えたまま尋ねれば、彼はどこか苦しげに、それでいて気持ちよさそうな眼差しを向けてきた。

　うっとりと興奮をあらわにした表情に、千佳の蜜壺が密やかに轟く。

　舌を纏わせるたびに、大きく膨らんだ熱杭がピクピクと震えている。まるで生き物のようにも思え、なんだか愛おしく感じた。

「千佳も……興奮してる、な？」

「んっ、くっ……ふぁ……」

　ピンッ、と淫芽を弾かれて、千佳の腰が小さく跳ねる。声が抜けた唇を陰茎から離してしまいそうになったが、咄嗟に深く咥え込んで喉奥まで迎え入れた。

「ぅ、っ……ァッ……」

　熱い吐息混じりの低い声が、降ってくる。先端や肉棒を必死に舐めると、陰核をいじる指に力が込められ、膨らんだ尖りを押し潰された。

「ふぅんっ……」

　千佳は涙を零しながらも、充溢した楔にちゅうちゅうと吸いつく。秀人も負けじと、ぷっくりと腫れた蕾を転がしてくる。

　どちらもお互いを追いつめようとするから、瞬く間に快楽が膨れ上がった。

「はっ……ッ、ほんとに、やばいな……っ。千佳がこんないやらしい格好で、俺のをおいしそうに舐めて、ちゅうちゅう吸ってるなんて……興奮、する……っ！」

　愉悦をこらえる声には凄絶な色香が溢れ、千佳は隠し切れない興奮を見せつけるように、いっそう強く雄杭を吸い上げる。

「――ッ！」

　直後、千佳の口から自身を引き抜いた彼が、千佳を抱き寄せてお互いの身体を反転させた。

「こっちで出させて……」

　覆い被さってきた秀人が、千佳の蜜口に指を這わせた。

　熱に浮かされたような面差しと願いに、胸の奥がキュンキュンと締めつけられる。

　彼は、獰猛な雄の象徴に手早く薄膜を纏わせると、ぴたりと秘裂に当てて腰を揺らした。緩い動きに合わせて秘孔や陰唇が撫でられ、千佳の腰も自然と動き出す。

「……挿れるよ」

「ぁ、ん……はやく……」

　鼻にかかるような声で甘えれば、眉を寄せた秀人の剛直によって一気に貫かれた。

「……ひっ、あぁぁあああっ……！」

　背中が弓なりになり、喉が大きく仰け反る。滲んだ視界に靄がかかって、全身に甘い痺れが走り抜けた。

「……ッ！　はっ……。なぁ、千佳……」

　身体を震わせる千佳を抱きしめ、彼が艶やかな声で囁く。

「そろそろ、ナカだけでイけるようになろうか」

　疑問形だったのか、それとも確定事項だったのか。白んでいく千佳の思考では、どちらの意味を持っていたのか理解するまでに至らなかった。

　けれど、どちらでもよかった。

　秀人が悦んでくれるのなら、千佳はどんなことでも幸せだと思えるから。

「ここで上手にイけたら……きっと、おかしくなるくらい気持ちよくなれるよ？」

　悪魔の淫猥な誘惑が鼓膜を侵し、千佳の理性を根こそぎ抜き取っていく。

（……っ！　そんなことになったら……）

　壊れてしまうかもしれない。どうなってしまうのかわからないから、少しだけ怖い。

　それでも、彼になら壊されてもいいと思えるくらいには、千佳の心は多幸感で満ちていた。

「ぁ、あんっ、んっ……」

　千佳の答えを見透かすように微笑む秀人が、ゆっくりと動き出す。

　緩い律動は焦れったくてたまらず、千佳は思わず厚みのある腰に脚を回していた。

　これまでの彼との行為をしっかりと学んだと言わんばかりに、千佳の身体が自然と揺れる。脚に力を込めれば喜悦が生まれ、肌をこすりつけるように身を踊らせた。

　素肌を濡らすお互いの汗が混ざり合い、下肢では卑猥な水音が奏でられている。

　千佳は、秀人の首に腕を回して顔を埋めるようにする。そこで彼の匂いを嗅ぎ、うっとりと吐息を漏らした。

「秀人さんの、におい……すごく、すき……」

　甘えた声と、素直な言葉。千佳にとっては無意識だったが、それを聞いた秀人の怒張がドクンと脈打った。

「ゃぁ、ぁんっ……」

　質量を増した熱棒に陰道が轟き、彼が眉間に皺を寄せて苦しげに息を漏らした。

「はっ……ッ……。今のは、千佳が悪い……」

　たしなめるように乳頭を摘ままれ、甘切ない痺れが子宮に伝わる。焦らされている淫壁が切なそうにうねり、まるで雄芯の精を搾り取るように絡みついた。

　緩やかな動きでは果てることができないのに、秀人はこの状況を楽しんでいるようだ。

「ね……秀人さん……ッ、じらさない、で……」

　素直に懇願しても、彼の顔にはまだわずかに余裕が残っているのがわかる。

　鋭い色欲を宿した双眸に射抜かれながら、唇の端だけを上げて笑みを浮かべられる。その様は、ひどく蠱惑的だった。

「……ん、そうだな」

　意外にもすんなりと頷かれ、千佳は不思議に思いつつも安堵した。

「あんっ……！」

　唐突に身体を起こされ、ベッドに座った秀人の上に乗せられる。彼の楔が雌孔の最奥を突き、千佳の背中がしなった。

　奥深くまで貫かれるこの体勢は、まだ少しだけ苦しい。けれど、ひとたび優しく柔襞をこすられると、そこは悦びに打ち震えるように滾った欲望にしがみついた。

　さっきよりも速く、それでいて強引過ぎない力で。甘やかな快感を次々に送り込まれ、膣内がきゅうきゅうと収縮を繰り返す。

　硬く太い雄棒が動き回れば悦楽が訪れ、千佳は腰をこすりつけるように自らも動き出した。

　これでようやく、この甘く切ない感覚から解放されるはず。千佳の脳裏に浮かんだのは、愛欲に満ちた素直な本音。

　ところが、そんな千佳の気持ちを易々と裏切るかのごとく、秀人がゆっくりとベッドに背中を預け、熱を帯びた目をスッと眇めた。

「自分で動いてごらん」

「……ッ！」

「焦らされたくないんだろ？　このまま、千佳の好きなように動けばいい」

　意地悪な言葉に、千佳は涙目で困惑した。

　自ら動くなんて。彼の上で腰を振るなんて。そんな風に考えるだけで羞恥に塗れるのに、そこから生まれる刺激を想像した身体はふるりと戦慄く。

「さっき、『私にもさせて』って言っただろ？　自分で動いてみて」

「で、でも……」

「きっと、千佳が想像してる以上に、気持ちよくなれるよ」

　戸惑いに包まれる千佳に向けられたのは、悪魔の淫靡な誘惑。

　柔和な声音とは裏腹に、内容はちっとも穏やかじゃない。けれど、それは蜜を纏ったような甘さを孕んで千佳の鼓膜を揺さぶり、戸惑いと理性をゆっくりと溶かした。

「風呂で、ちゃんと上手にできただろ？　今度は、ナカを好きなようにこすればいいんだ」

　なだめるように、「ほら、やってごらん」と低い声音が淫蕩な道へと誘った。

　千佳は、秀人の腹部にそっと手をつくと、恐る恐る曲げた膝を伸ばしていく。

「……ぁ、ふっ……ッ、んんっ……」

　一度動き始めれば、そのあとは身体が勝手に踊った。

　わずかに身を前に傾けるようにして、ゆっくりと腰を振る。彼の眼前だということはわかっているのに、蜜欲の下僕と化した肢体は止まらない。

　優しく襲ってくる喜悦に、千佳は眉を寄せて瞼を閉じる。恍惚とした表情と淫欲に塗れたその姿は、とても淫らで美しく、秀人は魅惑されたように視線を向けていた。

「ひぁっ、ん……アッ、っ、はぁん、あぁっ」

　次第に腰を激しく振っていくと、漏れ続けていた嬌声がいっそう甲高くなる。前のめりになれば尖った肉芽が彼の下腹部でこすれ、より愉悦が深くなっていった。

「気持ちいい？」

　うっすらと目を開ければ、秀人が千佳を真っ直ぐに見上げていた。

　痴態を見せつけていることに頭がおかしくなりそうなのに、蜜壁はきゅうきゅうと猛った雄幹を締めつけ、さらに快楽を貪ろうとする。

「ああっ、んっ……きもち、いい……」

　唇から零れる素直な答えに、彼は満足げに微笑んだ。

「……っ、ハッ……。どんどん俺好みになっていくな……」

　焦れ始めているのか、秀人は言葉の合間に熱い吐息を挟んでいた。

　千佳を見つめているだけだった彼は、おもむろに両手を伸ばすと、誘うように揺れる豊満な膨らみを掴んだ。

「ふぁ……！　あんっ、やぁ……！」

　色濃く染まった桃色の果実ごと揉みしだかれ、敏感な突起が大きな手のひらの中で捏ねられる。キュッと摘まみ上げられると、腰がビクビクと跳ねた。

「くっ……！嫌っていうくせに……ナカは、素直に悦んでる……」

　恥ずかしい指摘に、千佳は無意識に首を横に振った。それでも止まらない身体は、言葉や態度よりも素直で従順だった。

　千佳の目尻からは涙が零れて頬を伝い、肌は汗で濡れている。秘孔から零れる雫は自身と秀人の下肢を汚し、ふたりの肢体は千佳の体液に塗れていた。

　しかし、千佳がどれだけ動いても、頂点にはまだ届かない。自らの行為と自重だけでは、なにかが足りなかった。

「しゅうと、さんっ……」

　身体を止めらないまま、呼んだ名前と瞳で訴える。

「本当に、いやらしくて可愛い……。でも……」

　すると、彼は困り顔で微笑みを浮かべ、胸を捏ね回していた手で千佳の右腕を引き、もう一方の手を背中に回した。

「俺も、これじゃ足りない……かな」

　低く切なげな囁きが耳に届いた時、千佳の身体が秀人の上に重なった。硬い胸板に乳房が潰され、下腹部同士も触れる。

　さっきとは違う角度で突き刺さる剛直の責めに、千佳は思わず腰を引いた。

「ひッ……！　やぁん……」

　けれど、力強い腕がそれを決して許さず、彼の身体にぴたりと身をつけることになってしまった。

「さっきとは違うところに当たるだろ？」

　気持ちいい？　なんて艶やかな声音が落とされ、千佳は秀人の腕の中でこくこくと頷く。彼はそろりと瞳を緩め、千佳のまろみを帯びたお尻を掴んだ。

「よく頑張ったな」

　仕事の時のように褒め言葉が紡がれたかと思うと、千佳の耳元に寄せられた唇がちゅっと音を立てて、そのままゆっくりと舌が這わされた。

「ご褒美だ」

　続けて、甘やかな声に鼓膜を揺さぶられた直後、秀人が姫洞の最奥をガンッと一突きした。

「ひぅっ――」

　喉から引き攣った声が飛び出し、無意識に腰が逃げる。けれど、双丘をしっかりと捕まえられているせいで、千佳の身体はがっちりと拘束されているも同然だった。

「もっと気持ちよくしてあげるから、素直に感じて」

　言い終わるよりも早く腰を回すようにして動き始めた秀人の声は、千佳の耳にほとんど届いていなかった。

　彼自身も千佳のたどたどしい行為に限界を感じていたのか、最初から律動はひどく激しいもので、まるで容赦がない。ずっと最後の一息のところで足踏みをしていた千佳は、一気に襲ってくる喜悦に肉壁を轟かせる。

　絶え間なくこすれ合う下肢で淫芽も嬲られ、為す術もなく高みに押し上げられた。

「あんっ、あぁぁああ……っ！」

　絶妙なタイミングで腰を掴んだ手に押さえつけられ、逃げ場を失くした千佳の身体がガクガクと痙攣した。

　痺れるほどの快楽が全身を突き抜け、秀人の分身をぎゅうっと締め上げる。

「うっ……っ、ッ」

　奥歯を強く噛みしめた彼は、眉根を寄せて愉悦を逃がすように息を深く吐き出した。

「……っ、ひっ、ぁっ――!?」

　抽挿が再開されたのは、それからすぐのこと。

「やぁあ……っ！　いま……ッ、イった、からぁ……っ」

「っ、ん、そうだな……。でも、俺も、もう限界……」

　千佳は、苦悶の表情でイヤイヤをするように首を振るが、彼も同じような面差しで千佳を見つめていた。

　秀人にも、気持ちよくなってほしい。けれど、何度も最果てを見た身体は、もう苦しくてたまらない。

　口をパクパクとさせて酸素を求め、涙に濡れた顔で必死にかぶりを振った。

　すると、彼が眉間に皺を残したまま困ったように笑い、ゆっくりと身体を反転させた。

「……これなら、もう少し頑張れる？」

　本当は、もう意識を手放してしまいそうだった。今にも瞼を閉じて夢の中に落ちていきそうな自身を必死に留め、千佳は秀人を見上げながら小さく頷いた。

　覆い被さる彼の面差しは、どこか切なさを湛えるように歪んでいる。

　もう指先を動かすのも億劫なほどに、全身がだるい。けれど、秀人が、千佳のペースに合わせてくれようとしていることが嬉しくて、千佳は頷かずにはいられなかった。

「ん……がんばる、から……秀人さんも……ちゃんと、きもちよく、っ、なって……」

　瞳を潤ませながら訴えれば、蜜壺に収まる楔が大きく脈打った。いっそう質量を増した昂ぶりに、千佳は意図せず内壁を収縮させた。

「はっ……！　本当に、嫌になる……。これが無自覚だって言うなら、俺なんかよりずっとタチが悪いよ……」

　吐息混じりの揶揄を、千佳は上手く噛み砕けなかった。ただ、彼は千佳に理解を求めていたわけではないのか、艶麗な笑みをそっと落とした。

　直後、屹立がゆっくりと抜かれていった。

　すると、柔壁が肉棒を引き留めようと収縮する。まるで、できた隙間を埋めるように、熱杭を追いかけるように。それに応えんばかりに、秀人が再び腰を押し進めてきた。

「ひっ……ぁ、あぁっ」

　先端で最奥をグリグリと押され、鋭利な痺れに似た悦楽が降りかかってくる。ビリビリとした感覚はつらいのに、貪欲な雌襞は激しくうねって悦びをあらわにした。

「っ……すごい、な……！　ナカ、ぐちゃぐちゃだ。もう無理だって言ってたのに……ッ、俺のにきゅうきゅう食いついてくるよ……」

　恍惚に塗れた瞳に、千佳の下肢と胸が震える。媚薬のような低い声に身体は素直に反応し、今にも達してしまいそうだった。

「おねがっ……はや、く……」

　彼に早く果ててほしいのか、それとももっと激しくされることを望んでいるのか。千佳自身も、もうわかっていなかった。

「ああ、もう……本当に、いやらしくて困るよ……」

　秀人は、朦朧とする千佳を前にひとりごちると、最奥を弄んでいた陰茎を一気に引き抜き、そのまま勢いよくガンッと突いた。

　千佳の喉が仰け反って、背中が弓なりになる。彼は、それに構わず肉襞を掻きむしるように動き出し、千佳の媚肉を激しく穿った。

　千佳の唇からはかすれた嬌声が飛び散り、滲んだ視界に映る秀人の顔と天井が大きく揺れる。思考が役目を放棄したように、あっという間に白んでいった。

「あっ、あぁっ……ひぅっ！　アンッ、はぅっ、んんっ……」

　精を搾り取ろうとする淫猥な雌道に、彼は陶酔していった。

　力任せに揺さぶられ、強烈なうねりが何度も千佳の身体を突き抜ける。苦しいほどの愉悦に限界を感じているのに、子宮も心も悦びに溺れていた。

　もうだめ……と、声にならない声が空気に触れる。

　もう少しだから、と、すぐ傍から切羽詰まったような声音が降ってくる。

　千佳は、力が抜けてしまいそうな腕で秀人にしがみついたまま、襲いくる衝撃に必死に耐えていた。

　触れられていない敏感な花芽がじんじんと痺れ、なにかが飛び出してしまうような感覚が下肢を包む。

　律動がいっそう激しさを増し、獰猛な雄棒が最奥ばかりを猛然と責めてくる。

　千佳が酩酊した意識を手放す直前、身体がのたうつように数回跳ね、四肢を駆け抜けた喜悦が脳芯をひどく痺れさせた。

「ひぁ、ぅ、ん……っ、ああぁぁぁっ――」

　愛液が飛び散り、蜜壁が激しく痙攣する。ぎゅうぎゅうと押し寄せる柔襞が、雄の欲望を求めるようにねぶった。

　彼の肢体が大きく震え、千佳の身体を抱きしめる。

　千佳の耳元で息を詰めた秀人は、全身で快楽を受け入れた。

「うぁっ……！　ッ、くっ……！」

　刹那、張り詰めていた熱棒がビクビクと脈打ち、彼が腰を戦慄かせながら吐精した。

　千佳の最奥を汚すように、勢いよく白濁が叩きつけられる。濃厚な欲望のすべてが放出されるまで、これまで以上に時間を要した。

「……ふっ、ぁ……」

　薄膜越しの感覚すらも淡い快感となり、千佳が涙混じりに吐息を漏らす。

　秀人は、抱きすくめるように千佳の身体を腕の中に閉じ込め、快楽の余韻に浸るように息を深く吐き出しながら瞼を閉じた。

　ひどく乱れた呼吸が、淫蕩な空気の中で響いている。汗と体液に塗れたふたりの身体の間には、一縷の隙間もない。

　甘く艶めかしい夜は、どこか現実離れしている気さえするほどに淫靡で夢心地だった。

「千佳……好きだよ」

　優しい愛の言葉に答えようとした唇は、そっと弧を描いただけで力尽きた。

　千佳は、自らの意思では指一本動かせないような深い絶頂の余韻で満たされ、愛おしい人の匂いと温もりに包まれながら目を瞑った。






六








　翌朝、寝ぼけ眼の千佳は、秀人の腕の中にいた。

「おはよう、千佳」

「秀人さん……。おはよう」

　優しい微笑みでキスをされ、なんとも形容しがたい幸せな目覚めに笑みが零れる。

　千佳は彼に身体を寄せ、お互いの素肌を触れ合わせるようにして、硬い胸板に額をつけた。

　ふと、どろどろだったはずの全身が、綺麗になっていることに気づく。

　秀人が手ずから拭き取ってくれたのだとすぐにわかったが、その状況を想像するだけで羞恥が込み上げて顔が真っ赤になった。

「……身体、拭いてくれたんだね。えっと、ごめんね……？　ありがとう」

「気にしなくていいよ。俺がぐちゃぐちゃにしたんだから」

　彼の言葉に、昨夜の情事がまざまざと蘇ってくる。素直な身体が密かに疼き、子宮が小さく震えた。

「そろそろ朝食の時間だな。でも、千佳が望むなら、昨日の続きをするのも悪くない」

　艶を帯びた囁きを落とされ、千佳は自身の変化に気づかれたのだと悟る。ドキリとしたが、ちょうどドアをノックされた。

「失礼いたします。朝食をお持ちいたしました」

　外から聞こえてきた声にギョッとする千佳を余所に、秀人は「どうぞ」と返した。

「すみません。起きたばかりなので、着替えたら顔を出します」

　さらに、彼はなに食わぬ顔で障子越しに告げると、千佳の額と唇にくちづけてベッドから出た。

「では、ご用意させていただきますね」

　あたふたする千佳は、急いで昨夜脱ぎ捨てた浴衣を羽織る。反して、秀人はハンガーにかけていた浴衣をゆったりと身に纏い、帯を締めていた。

　寝起き姿で人前に出るのは憚られ、千佳が困惑を見せる。彼は、「ここにいていいよ」と言い残すと、隣の部屋に顔を出して朝食の説明を聞いてくれた。

　千佳はその間、なんとなく息を潜めるようにしていた。

　

「本当に素敵な旅館だったね」

「ああ。またいつか来れるといいな」

　旅館を後にして車内で交わした会話に、千佳は満面の笑みで頷いた。

　豪華な和朝食もとてもおいしく、スタッフの対応も非の打ち所がなかった。チェックアウトまであまり余裕がない中でも、朝食後に露天風呂をもう一度堪能することもできたし、部屋もおもてなしもとにかく素晴らしかった。

　一番嬉しかったのは秀人と来られたことだが、千佳にとって一生の思い出になったと言っても過言ではない。

　土産物店で職場や友人へのお土産を買い、ドライブがてら温泉地の周辺を観光しながら昼食を摂り、彼の提案で渋滞を回避するために早めに帰路に着いた。

（もうすぐ着いちゃうな……）

　旅行の日までは長く感じたものだが、幸せな時間は本当にあっという間だった。

　こんなに一緒に過ごせることは滅多にない上に、初めての旅行は想像の何倍も楽しかった。だからこそ、彼と離れがたく思えるのだろう。

　別れ際には笑顔でいたいと思っていたが、寂しさが込み上げてくる。

　素敵な思い出ができたことには喜びを感じているのに、もっと一緒にいたいという気持ちが大きくなって、油断すればため息が漏れてしまいそうだった。

（次に会えるのは、いつかな……。きっと、またしばらく会えないんだろうなぁ……）

　秀人が今のエリアを担当するのは一定期間だと聞いているが、正式な期限は決まっていないのだとか。彼が六本木店のエリアをまた担当してくれるようになれば、仕事で会うことができるし、プライベートでも会いやすくなるはずだ。

　もっとも、千佳が他店舗に異動する可能性もあるのだが……。

「ねぇ、秀人さんって、またうちの店舗を担当する予定なんだよね？」

「ん？　ああ、そうだな。一応、収益が安定すれば別の担当者を立てて、俺はこれまでの担当エリアに戻る予定だけど」

　もともと秀人が担当していたのは、ハニードロップ全店の中で最も収益が高いエリアだった。彼が担当するようになって売り上げが伸び、トップに躍り出たと聞いている。

　その手腕を買われて、赤字収益のエリアを期間限定で受け持つことになったらしいのだが、千佳にしてみれば秀人が自店のあるエリアに戻ってくれるのを心待ちにしていた。

「それがどうかした？」

「あ、ううん。別になんでもないよ……」

「もしかして、なにか困ってることでもあるのか？　藤野に相談できないことがあれば、いつでも俺が聞くよ」

　前を向いたままだが、彼の表情に心配の色が差す。千佳は、慌てて笑顔を繕った。

「そういうわけじゃないの。仕事でなにかあったわけじゃないし、藤野さんは優しいよ」

　秀人には弱音を吐けないわけではなかったが、千佳の仕事ぶりを褒めてくれた彼にもっと釣り合うようになりたい。そんな気持ちの方が強くて、なんでもないふりをした。

「……そうか。藤野は、どんな感じ？」

「うーん……ちょっと軽いけど、みんなに慕われてるよ。あと、よく褒めてくれるかな」

　千佳のタイプではないが、藤野はそれなりに人気がある。同僚がこっそり誘っているところを見かけたことや、告白したスタッフがいるというのも耳にした。

「そういえば、私も最近担当したディスプレイをすごく褒めてもらえたの！　藤野さんが『千佳ちゃんはセンスが光ってる』って言ってくれたんだ。それにね、接客態度の細かいところまで褒めてくれるんだよ。そういうのって、やっぱり嬉しいし励みになるよね」

「……千佳ちゃん、って呼ばれてるのか？」

「え？　あ、うん。藤野さん、スタッフのことは下の名前で呼んでるよ」

「あいつは、また……。けじめのためにも呼び方はちゃんとしろ、って言ったのに」

　呆れたようにため息をつく秀人に、千佳がクスクスと笑う。

　上司とも恋人とも違う同期への態度は、なんだか友人に接する姿を見ているようで、そんな彼の表情が貴重に思えた。

「スタッフは、結構喜んでるよ。私は、最初はそういう雰囲気がちょっと苦手だったけど、今はすごくいい人だなって思うし、気さくだから相談もしやすいよ」

　秀人は眉根を寄せていたが、千佳は「だから心配しないでね」と笑って見せた。そうこうしているうちに、千佳のアパートが見え始めた。

「もしよかったら、上がっていかない？」

　離れがたい気持ちがいっそう強まり、彼を引き留める理由を探す。とにかく一分でも長く一緒にいたくて、「コーヒーでも飲んでいって」と続けた。

「……そうだな。じゃあ、休憩させてもらってから帰るよ」

　返ってきた答えに、思わず口元が緩んでしまった。

　ずっと運転してくれていた秀人は、恐らく疲れているだろう。明日からは激務の日々に戻るはずだから、あまり長く引き止めることはできない。

　それでも、彼をもう少しだけ独占できることに笑みが零れた。

　

　秀人を部屋に招き入れ、ドアと鍵を閉めて振り返る。彼は、持ってくれていた千佳の荷物を、廊下に置いたところだった。

「適当に座って。コーヒーを淹れるね」

　１ＬＤＫのアパートの玄関は狭く、秀人を早々に中に促したが、彼は千佳を見下ろしてうっすらと笑った。

「……秀人さん？　んっ……ッ」

　どうして中に入らないの？　と続けるつもりだった疑問は、唐突に唇を塞がれたせいで飲み込んでしまった。

　少し冷たい唇に、噛みつくようなキスを与えられる。

　呼吸すら奪うほどの強さで、舌を搦め捕られて。思わず驚いて舌を引っ込めようとすると、背中に回された腕にグッと力が込められて。まるで逃がさないと言わんばかりに、きつく抱きしめられた。

「っ、はぁ……ッ」

　吸い上げられた舌が、じんと痺れる。抱きしめられたまま唇だけが解放された時、千佳の呼吸はわずかに乱れていた。

　滲む視界の中心で、眉を寄せた秀人が千佳を見つめている。その顔つきは、どこか不機嫌そうだった。

「秀人、さん……？」

　キスの予感に気づけなかったのは、こんなところで深いくちづけをされると思いもしなかったから。嬉しいのに戸惑いが芽生え、千佳は困惑気味に彼を見つめ返した。

「アッ……」

　直後、骨ばった手に胸を掴まれ、反射的に肩をびくつかせて声を上げてしまう。

　一歩後ろに下がった千佳の背中は、必然的にドアにぶつかった。背後に気を取られたその一瞬の隙に、ニットとキャミソールが一気に捲り上げられる。

「きゃあっ……！」

　咄嗟に制止しようとした両手は、頭の上で一纏めにされて抵抗を阻まれた。

「やだっ……」

　カーテンが閉まっている部屋には、夕陽は射し込まない。けれど、電気を点けたばかりの玄関は、ふたりの姿を明るく照らしている。

　下着ごと柔らかな膨らみを揉みしだき始めた秀人が、千佳を見下ろしたまま微笑んでいる。ただ、その目はちっとも弧を描いていない。

「秀人さん……だめっ……！」

　彼のマンションと違い、このアパートの壁は薄い。内覧の時には気づかず、入居当時は立地条件などに飛びついたことを後悔した。

　しかし、千佳が住んでいるのは角部屋で、幸いにも隣人は物静かな女性だった。ありがたいことに、これまではトラブルなどもなく過ごしてきた。

　秀人もそれは知っていて、送迎をしてくれた時に何度か部屋に入ったことはあるものの、泊まっていったことはなく、いつもキスだけで帰っていた。

　だからこそ、今までなら考えられなかった彼の態度に、千佳は困惑を隠せなかった。

「っ、ぁ……だめ、だよ……。声が……」

　壁が薄いことも気になるが、そもそもここは玄関である。角部屋とはいえ、ドア一枚を隔てた先は外だと思うだけで、羞恥心が膨らんだ。

　秀人は、千佳の言葉を気に留める様子もなく、ブラを押し上げた。ぷるんと弾力のある肉塊が飛び出し、淡い桃色の蕾がさらされる。

「千佳が声を我慢すれば大丈夫だよ」

「ぁんっ……」

　柔和な笑みを携えた顔で、頂を摘まみ上げられる。チリッと痛みに近い快感が走り、千佳の意思に反して下肢が震えた。

　我慢なんて、できるわけがない。仮に優しくされたとしても声をこらえる自信はないが、彼が千佳に協力する気がないのは明白だった。

　秀人は、右手の親指と人差し指をこすり合わせるように、千佳の突起を捏ねていく。左手は千佳を拘束したまま、舌が首筋を這った。

　口を塞ぎたくても両手は囚われ、力を入れても上手く動かせない。それなのに、吐息はどんどん甘さを増し、油断すれば甲高い声が漏れてしまいそうだった。

「秀人さん……っ！」

　困惑と羞恥に苛まれた顔で手に力を込めると、ふっと唇が緩められて両手を解放された。そのまま彼の身体が離れていき、千佳に自由が戻ってくる。

「え……？」

　安堵を抱いて息をつくよりも早く、秀人が手を止めてくれたことに小さな驚きを抱き、熱を帯び始めていた身体が急激に冷めていく。

　こうしてほしかったはずなのに、まるで物足りないと言わんばかりの自身の反応と感覚に、千佳は密かに戸惑った。

「やめてほしかったんだろ？」

「う、うん……」

　咄嗟に頷いた時、胸が剥き出しのままであることに気づいて慌ててニットを下ろした。中途半端な位置にある下着は、彼の視界に触れないところで直そうと考え、脱衣所の方に視線を遣る。

「えっと、先に座ってて」

　千佳の身体が再びドアに押しつけられたのは、そう言った直後のことだった。

「きゃっ……」

　驚嘆の声が小さく響き、またしても両手を頭の上で一纏めにされてしまう。千佳に身を寄せるようにしてきた秀人が、うっすらと笑みを浮かべた。

「嘘つき」

「……ッ」

　見透かされた言葉に息を呑むと、彼はすべてを悟っているように目を眇めた。

「もっと触ってほしかったくせに」

「そんな、こと……」

「あるよ。千佳はいつも、俺の意地悪に困った顔して『やめて』って言うけど、本当は心も身体も悦んでるからね」

　違う、そんなことはない――。言いたいことは、なぜか喉元で絡まったように貼りつき、ちっとも出てこない。

「意地悪されるたびに口では『やだ』って言いながら、身体は気持ちよさそうに感じてるよ。優しくされるよりも意地悪された時の方が嬉しそうだし、ここだって俺にきゅうきゅうしがみついてくる」

　ここ、という言葉とともに、下腹部をふんわりと撫でられる。そこが子宮の辺りであることにも、優しいのにどこか淫猥さを孕んだ手つきにも、千佳はわずかに身震いした。

「ほら、よく思い出して」

　低く淫蕩な囁きが、鼓膜を密やかに撫でつける。

「千佳は、強引に意地悪に責められて……言葉でも嬲られながら触れられると、めちゃくちゃ気持ちよくなれるだろ？」

　耳に落とされた言葉が脳芯にまで響き、背中にゾクゾクとした痺れが走り抜ける。

（そんな……）

　否定の言葉は、なにひとつ声にできなかった。

　秀人にいつも意地悪をされて、言葉でも責められて、とても困っていた。好きだから拒絶できなかっただけで、被虐的な行為には困っていた――はずだった。

　けれど、本当は気持ちよくてたまらなかった。

　彼の吐息に、視線に、言葉に、愛撫に……。そのすべてに、心も身体も悦んでいた。

　ずっと意地悪過ぎると思っていた秀人の性癖を、困惑混じりに受け入れていたつもりだったが、千佳自身も求めていたと気づいてしまった。

　と言うよりも、薄々感じていたことが確信となった……と表現する方が正しいのかもしれない。

「認められないなら、試してみようか」

　疑問形に近いけれど、確定事項のような口調で零された言葉を理解するよりも早く、彼が千佳のニットを捲り上げた。

　思考が追いつく前に、まだ芯を持たない蕾を摘まみ上げられる。

　千佳は咄嗟に声を噛み殺したが、秀人は唇の端を吊り上げると、容赦なく突起をこすり始めた。

　切ない吐息で嬌声をごまかし、必死に快感を逃そうとする。心ばかりの抵抗では、千佳の弱いところを知り尽くしている彼に敵うはずがなかった。

　それでも、背中にあるドアの向こう側のことを想像すれば、快楽に身を委ねることはできない。

　丹念に揉み込むようにして乳首を愛撫していた秀人は、千佳のそんな気持ちを見透かすように瞳を緩め、白い首筋に舌を這わせた。

　手を使えない以上、唇を噛みしめるしかない。けれど、鎖骨に唇を落とした彼が、千佳をたしなめるように右側の蕾に歯を立てた。

「ひぅっ……！」

　鋭利な刺激に、引き攣った声が飛び出した。

「唇、噛むなよ。傷がつく」

　声を我慢しろと言うのに手は拘束し、唇を噛めば叱られる。いったいどうすればいいの、と言いたげな千佳は、眉根を寄せながら潤んだ瞳で秀人を見た。

「……残念。その顔は逆効果だよ」

　ふっと笑った彼は、楽しげな面持ちをしている。困惑を抱えているはずなのに、千佳の鼓動が高鳴る。惚れた弱み、としか言いようがなかった。

　硬く尖らせた舌先が、双丘の飾りの部分をグリグリといたぶってくる。かと思えば、尖りの周囲にぐるりと舌を走らせ、再び頂に向かってねっとりと舐め上げた。

　口内に閉じ込められた右の蕾やその付近に、熱い舌が這い回る。ちゅぷ、ちゃぷ……と響く淫らな水音に、鼓膜が支配されていく。

　じっくりと捏ね回されている左側の突起は、痛いほどにツンと勃ち上がっていた。

　秀人が頭を動かすたび、旅館で使用したシャンプーの香りが漂う。嗅ぎ慣れないそれにも、馴染みのある柔軟剤の匂いにも、思考がクラクラと揺れた。

　快楽をこらえるように、歯を食いしばる。噛まないようにしているせいで開く唇の隙間からは、艶めかしい吐息が零れ落ちていった。

「ここ、どっちも硬くなった」

　意地悪な声音とともに、左右それぞれの頂が指と歯で摘ままれる。千佳の腰がビクンと跳ね、蜜壺の奥深くがキュンと轟いた。

　蕾を甘噛みしながら、骨ばった右手が滑り降りていく。臍回りを優しく撫で、スカート越しに内ももをたどり、そのまま四本の指が秘所をこすった。

「はぅ……ンッ、ぁ……」

　布ごと秘部を強く押されて、ブーティの中で爪先が丸まる。二、三度往復した手に責められ、まだ芽吹いていない花芯が震えた。

「こっちでも、気持ちよくなろうな」

　胸から離れた唇が紡ぐ優しい囁きに、ギョッと目を見開く。玄関で上半身を剥き出しにされていることより、このあと身に受けるであろう悦楽に不安を覚え、必死に首を横に振る。

　けれど、彼がその懇願を聞き入れてくれないことは、頭のどこかでわかっていた。

　手早く捲り上げられたスカートの下から、ボルドーのショーツが現れる。履いていたストッキングがビリビリと破かれ、クロッチ部分をグイッと寄せられた。

「ちょっ……やだっ、秀人さん……！」

「ストッキングはあとでいくらでも買ってあげるから許して」

　違う。そうじゃない。そういうことじゃなくて……。

　そんな風にとにかく色々と言ったつもりだったが、秘裂をなぞる指が雌芯を捕らえた瞬間から、唇に乗るのは嬌声に変わっていた。

「ひっ、ぁあっ！　やぁ……ッ、ぁんっ」

　一番敏感なところをクリクリといじくり回され、簡単に膝がガクガクと震える。

「ほら、気持ちいいな？　でも、外に声が聞こえるんじゃないか」

　ドアに押さえつけられ、熱っぽい瞳で見つめられて。意地悪な言葉に鼓膜を揺さぶられ、それでも手を止めてはもらえなくて。あっという間に花芽を暴かれて、頭がおかしくなってしまいそうだ。

　口腔から解放された唾液塗れの頂は、外気に触れたことでひんやりとした冷たさを感じる。もう片方にはじんじんとした痺れが残り、どちらもピンと天を仰いでいた。

　そこに陰核まで愛撫されると、ひとたまりもなかった。

　指の腹で回すようにこすられたり、優しく引っ掻かれたりするたび、秘孔から蜜が零れていく。内ももを伝う雫は、ゆっくりとストッキングを汚した。

　雌核が硬く尖っていくことを自覚し、それもまた愛欲の一部となる。声を我慢することも忘れそうなほど身体は悦び、淫壁はいじらしく戦慄いた。

　理性が剥がれ落ちていく中、子宮がひどく疼き、もっと深い愛撫を求め始めていた。頭では隣人や外が気になって仕方がないのに、秀人に染まっている身体は従順だった。

　次第に千佳の腰が揺れ出し、自ら愉悦を追っていく。淫裂を彼の指に押しつけるようにしてみると、気持ちいいところにより強く当たり、切なくも甘い喜悦が広がった。

「千佳、気づいてる？　腰が揺れてるし、自分で気持ちいいところに当てにきてる。声も、全然我慢できてないよ」

　興奮を混じらせた声色が、辛うじて留まっている理性を奪いにくる。熱い息が首にかかるとますます腰が踊り、ビリビリとした電流のような刺激が全身を駆け抜けた。

「これなら、指もすんなり入りそうだな」

　淫蕩な囁きを認識する直前、蜜口から零れる体液を纏わせた二本の指が千佳を貫いた。

「……ッ、あぁんっ――」

　じんじんと痺れた淫芽を弄るのが親指に代わり、人差し指と中指が内襞をこすり上げてくる。最初から掻きむしるような動きに、悦楽の波が押し寄せてきた。

　収縮する柔壁を責める指を、鉤状に曲げてお腹側を押されて。ぷっくりと膨れた蜜粒を、容赦なくグリグリと嬲られて。

「んんっ、あぅっ……ッ、やぁあっ――」

　声をこらえる暇もなく、愉悦の海に叩き落された。

「……イっちゃった、な？　千佳のナカ、俺の指に絡みついてる」

　嗜虐めいた笑顔でいやらしく指摘されると、千佳は恥辱に塗れたことに気づかされる。悪びれもなく笑う秀人の顔つきは、どこまでも意地悪で凄絶な色香を纏っていた。

　涙で濡れた瞳を彼から逸らすと、姫洞から指が引き抜かれた。身体がふるりと震え、蜜が狭い玄関フロアに落ちていく。

　秀人は、おもむろにデニムの前を寛げた。猛々しい姿になった雄芯が現れ、手早く薄い膜を纏わせる。

　ようやく両手を解放された千佳は、一部始終をぼんやりと見ていたが、再びショーツをずらされて目を丸くした。

「あれで終わりなわけがないだろ。言っておくけど、これからが本番だから」

　ぐずついたぬかるみに剛直があてがわれ、思わず腰を引いてしまう。しかし、すぐに腰を掴まれ、さらには右脚を抱えるようにされて、完全に逃げ場を失った。

　彼が肉棒をゆるゆると動かせば、先端が秘芽をくすぐる。直後、硬く滾った怒張が膣内に押し入り、一気に最奥めがけて抉られた。

「ひっ……んぅっ……！」

　ガンッと腰骨を穿つような衝撃と、最奥の壁を無遠慮にこじ開けられる感覚。不安定な脚からは力が抜け、秀人の腕に支えられていなければ崩れ落ちそうだった。

「どっ、して……」

　彼は意地悪だが、千佳が本気で困るようなことはしない。けれど、今日はいつもと違う。

「……千佳のせいだよ」

「え……？」

　なにか気に障ることをしてしまったのかと、不安になる。それが顔に出たらしく、秀人が眉根を寄せながら微笑を零した。

「千佳が藤野のことを褒めるから、むかついたんだ……」

　予想もしていなかった答えに、千佳は瞠目してしまう。

「俺は千佳が思ってるほど、大人じゃない。離れがたいのを我慢してたのに、千佳が藤野のことを楽しそうに話すから……」

　初めて見せられた彼の嫉妬に、心が甘やかな幸福感に包まれた。

　ここが玄関先だとか、アパートの壁が薄いとか、強引な行為であるとか……。もう、どうでもよくなってしまう。

「……私が好きなのは、秀人さんだよ？」

　漏れ出る笑みを隠せないまま、首を傾けるようにして秀人の顔を覗く。刹那、雌孔に収まっている雄幹の質量が増した。

「……ァッ、っ」

「ふ、っ……はっ……。可愛いことを言う千佳が悪いよ」

　息を詰める秀人が、恍惚に歪んだ微笑を零す。雄の色気を纏ったそれに、千佳はうっとりと瞳を緩めた。

「……んぁっ、ぅ、ああっ……」

　根元まで挿っていた楔が抜かれ、媚肉がこすられる。ギリギリまで引かれた腰を再び打ちつけられると、淫襞が彼の分身にきゅうきゅうと吸いついた。

　まだ成熟し切っていない隘路は、収縮して抵抗しているようでいて、愛おしい人の欲望をおいしそうに咥え込んでいるだけ。

「……っ、ん、上手に、飲み込めてるな」

　甘やかすような口調で褒められて、千佳の身体は悦び、子宮ごと陰道が轟く。不安定な体勢が怖くて秀人の首に腕を回せば、彼は満足げに唇を吊り上げた。

　最初から余裕なさげだった律動は次第に速さを増し、千佳を容赦なく追い立ててくる。

　酸素を満足に取り込む暇もないほどの、苦しくも甘い刺激。その悦楽に、身体が沈んでいくような感覚を覚えた。

「あっ、んっ、ふぁ、ッ……あんっ、はぁっ」

　断続的な喘ぎが落ち、官能的な水音とともに床が濡れていく。千佳は、ドアに背中がぶつかる音を聞きながら、非日常的な空間にいる気がした。

　身体が勝手に愉悦の階段を駆け上り、頂点が見えた瞬間。

「ひぅ……っ、ぁ、ああぁぁっ！」

　秀人の指で花粒を摘まみ上げられ、視界に星が散る。あっという間に爆ぜた千佳に合わせるように、彼も声を噛み殺すようにして腰を震わせた。

　吐き出される精の感覚を鮮明に感じ、雄竿がドクドクと脈打っていることがわかる。

　淫靡で生々しい感覚に、千佳は恍惚の顔つきで瞼を閉じた。

　

　しばらく目を瞑って呼吸を整えていると、唐突に熱杭が秘孔から抜け出て、すぐさま千佳の身体が浮き上がった。

　まだふわふわとした感覚に包まれていた千佳は、うっすらと開いた目で秀人の顔を探し出す。すぐに視線が交わり、彼が唇を吊り上げて淫蕩な笑みを湛えた。

　秀人の表情の真意を察する間もなく、ベッドに下ろされる。覆い被さるように千佳の上に乗った彼を前に、シングルサイズのベッドがいつも以上に狭く感じた。

「これからが本番だ、って言っただろ？」

「え――」

　驚きの声は、熱い唇に飲み込まれてしまった。やわやわと唇を食まれ、舌先でいたずらに舐められて、甘く優しいキスにドキドキする。

　少しして口内に入ってきた舌が、ゆっくりと歯列を這っていく。その隙間を割り入ろうとする舌にツンツンと突かれ、素直に自らの舌を差し出した。

　絡んできた熱い塊が、千佳の熱を奪うように舌を舐める。千佳がたどたどしくそれを追いかけると、粘着質な水音が室内に響く。

　唾液を混ぜ合わせるような濃厚なキスに、千佳は陶酔した。

　程なくして秀人が唇を離すと、千佳の口の端から銀糸が垂れていった。雫をぺろりと舐め取った舌が、白い首筋に下りていく。

　くすぐったいような、もどかしい感覚。疼きを教えるかのごとく這い回る舌に、千佳は太ももをすり合わせてしまう。

　中途半端に脱がされていた服が剥がれていき、同じように彼の衣服を脱がせた。お互いに布を性急に奪い合って、素肌をさらさせようとする。

　破かれたストッキングを取られた時、もう使い物にならない姿に思わず苦笑が漏れた。

「我ながら、ひどいな……」

「本当に秀人さんらしくなかったね」

　クスクスと笑える余裕が出てきた千佳に、秀人が自嘲混じりの笑みで肩をすくめる。「ちゃんと買うから」と言われて首を横に振ったが、きっと彼は弁償してくれる気だろう。

　どちらにしても、今の千佳にはそんなことはどうでもよかった。秀人も同じ気持ちでいることは伝わってきて、だからこそ彼の身体を引き寄せるように首に腕を回した。

「家でしたくないんじゃなかった？」

　意地悪く唇を上げる秀人に、眉根を下げる。

　間違いなく、後悔するはめになる。頭では理解していても、燃えるような熱はこのまま治まってくれそうになかった。

「だって……秀人さんが、こんな風にしたんだよ？」

「心外だな。先に煽ったのは、千佳の方だ。すぐにイって、俺のを嬉しそうに咥え込んでただろ？」

「……っ！　それは……っ」

　否定できない揶揄の羅列に、千佳の頬が朱に染まる。けれど、可愛かったよ、なんて甘い囁きが落とされると、心と身体がキュンと震えた。

　それを見透かすように、彼の指が太ももをたどり、無遠慮に秘所を暴いた。

「ここ、ぐっしょりだな」

　蜜口から花芽までを一気にこすられ、淡い快楽に腰が小さく跳ねた。指の腹が雌芯の上に留まり、クルクルと回すように嬲ってくる。

「ぁんっ、ふっ……あぅ……っ」

　シーツから浮いた爪先が丸まって、割り開かれた脚が揺らめく。自然と腰が踊り、自らも悦楽を追いかけた。

「真っ赤に腫れて、硬くなってる。こっちも、勃ったままだ」

　唐突に揉み潰された右側の乳房の飾りを、クイッと捻り上げられた。親指と人差し指で器用に揉み込まれ、丹念にいじくり回されれば、痺れと喜悦が走り抜けていく。

「このままイきたい？　それとも、舐めてほしい？」

　情事に陶酔していた千佳は、不意に落ちてきた低い声に肉壁を戦慄かせた。

　どちらがより気持ちいいのかは、もう知っている。

　無垢だった千佳の身体は、秀人によって大人の女性のそれへと作り替えられ、これまでに幾重もの愉悦を覚え込まされた。

　初めて彼に口で愛でられた時には羞恥と恥辱に涙を流したが、人生で一番の快感を得た行為を経験したあの日から、情交のたびに身体は口淫を期待している。

　きっと、秀人もそれを知っているのだろう。それでも、今日は千佳の口で言わせたいのか、彼は手を止めて笑みを浮かべた。

「俺の目を見てちゃんと言えたら、千佳の望むやり方で気持ちよくしてあげる」

　無意識に漏れた熱い吐息は欲望に塗れ、身体は期待に満ちて疼いていた。

　千佳は艶めかしいため息を落とすと、しっかりと秀人を見つめて訴えた。

「なめて、ほしい……」

　秘孔がヒクヒクと痙攣して、蜜が溢れ出た。舐められることを想像するだけで、蜜芯がじんじんする。

「いい子だ。ちゃんと言えたから、ご褒美をあげるよ」

　開かれたままの膝を折り曲げられ、内ももをねっとりと舐められた。脚の付け根までたどり着いた彼の舌が、剥き出しの秘部を避けるようにして蠢く。

　素直に言えば、すぐにでも気持ちよくしてもらえると思っていた。それなのに、焦らすような動きで遊ばれて、千佳の腰が揺れ始める。

「はっ、はやく……」

　舐めて、と続けた声は、消え入りそうなほどに弱々しかった。脚の間にいる秀人が顔を上げ、恍惚混じりに唇を吊り上げる。

「本当にいやらしくなったな。俺好みに育ってくれて、嬉しいよ」

　彼の好みだという言葉に、胸の奥が高鳴った。たとえ、淫乱だと揶揄されているとしても、どうしても嬉しくなってしまう。

「俺は、千佳がぐちゃぐちゃに乱れる姿に興奮するんだ」

「え？」

「仕事中は溌溂としてる清楚な千佳が、俺の手でどろどろになっておかしくなるほど感じてる姿を見ると、可愛くて愛おしくてたまらなくなる」

　こんなあられもない体勢だというのに、胸の奥が甘く締めつけられた。

　羞恥で心臓がドキドキして苦しい反面、秀人が心の内を見せてくれたことが幸せで、早く抱かれたくてたまらなくなった。

「今も蜜を零してるここを見てるだけで、壊したいくらいにめちゃくちゃにしてやりたくなるよ」

「……ッ、ぁ……」

　秘孔を指先で突かれてくちゅりと水音が響き、千佳の姫洞がキュンキュンと戦慄いた。

　期待に満ちた欲情した瞳を向ければ、愛欲の熱を帯びた彼の双眸とぶつかる。

「もっと乱れて。……俺だけにいやらしい千佳を見せて」

　そう言うと、秀人は淫裂を舐め上げた。

「あぁっ……」

　陰唇を食み、余すことなく舌が這わされていく。両手でしっかりと割り開かれた秘裂を目に焼きつけるように、彼がじっと熱っぽい視線を注いでいる。

「真っ赤に熟れてるな。ここも剥き出しになったままで、可哀そうなくらい腫れてる」

　指先で淫芽をいたぶられると、脚に力が入って閉じようとしてしまう。けれど、秀人の身体がそれを阻み、おもむろに舌が伸びてきた。

「ひゃぁんっ――」

　甘く鋭い痺れに襲われ、身体が引き攣った。待ち焦がれていたはずなのに、苛烈な快楽に背中が大きく反って、喉が剥き出しになる。

　太ももをがっちりと掴まれているせいで、身体は快感のやり場がないままに果てへと駆け上がっていった。

　硬く尖らせた舌先で、秘芽をかたどるように舐められる。かと思えば歯が立てられ、やわやわと甘噛みされると、愛蜜がとめどなく垂れてシーツを濡らした。

　無防備な秘芽は、溜まり過ぎた悦楽に震え続け、今にも弾けてしまいそうだった。ともすれば、簡単に割れるのではないかと思うほどに、パンパンに膨らんでいる。

　そうして限界の直前まで張りつめた糸を断ち切るように、彼の唇が陰核をちゅうっと吸い上げた。

「ぅ、ぁっ、ああぁぁあっ、ッ――！」

　固く閉じた瞼の裏で閃光が弾け、全身がビクビクと跳ねる。逃がそうとした腰を掴まれたまま、雷鳴が轟くような痺れに息を詰めた。

「……ひっ、ッ!?」

　余韻に浸る暇もなく、おもむろにぬかるみに指が差し込まれた。ぐずついたそこは熱い蜜が潤滑油となり、三本の指を飲み込んでいく。

「まっ……！　いま、イっ、た、からぁっ……！」

「まだイけるよ。ほら、ここも舐めてあげる」

　なだめるような声を遠くで聞きながら、首を横に振って見せる。けれど、達したばかりの肉芽をちろちろと転がされ、千佳は悲鳴に近い嬌声を上げた。

　苦しいのに、内壁を掻く異物をきゅうっと締めつけ、さらに奥へと誘おうとする。秀人はそれに従うように、指の付け根が秘裂にぴたりとつくまで押し込んだ。

「あんっ！　ぃ、ッ……ひぁ、ぅ、んんっ！」

　蜜粒と淫壁。弱い部分をとことん責め立てられ、再び愉悦の波に飲み込まれていく。

　続けざまに頂点を極めれば、過ぎた悦楽に息が止まるかと思った。

　はっ、はっ……と短い呼吸を繰り返し、涙で濡れた視界で彼を探す。脚の間からこちらを見ている双眸に、千佳がか細く訴えた。

「っ……もぅ……むりぃ……」

　優しく破顔した秀人が、左手で千佳の手を握ってくれる。その温もりに安堵を抱き、ホッとできたのは束の間のこと。

「そんなことない」

　あろうことか、彼は綺麗な笑みできっぱりと言い放ち、絡めた手はそのままに、蜜を垂らす泉に再び顔を埋めた。

　ふぅ……と息を吹きかけられ、花芽をかすめた熱に秘孔が戦慄く。痺れが残るその場所を触れられるのは怖いのに、過敏な雌の部分は誘うように愛液を零して誘惑して見せる。

　くちゅっ、とはしたない音が鳴り、隘路に柔らかな塊が侵入してきた。指とは違う熱さを纏うものが舌だと気づくのに、千佳は数秒を要した。

　鼻を抜ける声が上ずり、眦から雫が流れていく。

　指や陰茎のような硬さも長さもないのに、左手の親指で花粒を嬲られれば、柔襞はひどく戦慄いた。

　敏感になり過ぎてすぐに達してしまうと思ったのに、まるでそれを許さないと言わんばかりに指が離れる。けれど、舌だけの愛撫に疼く腰が揺れると、そっと指が戻ってくる。

　そんな曖昧なやり方では足りなくて、もう無理だと思っていたはずなのに、千佳は物足りなさを感じ始めていた。

　媚肉を弄る舌では、これ以上の悦びは得られない。散々焦らされた身体は、堪え性もなく揺れ踊り、自ら秀人の指に淫芽を押しつけていた。

　彼が吐息だけで笑ったことを察した時、可憐な蜜芽を優しく摘ままれた。次いで、きゅっと摘まみ上げられ、千佳は後頭部をシーツにこすりつけた。

　チカチカと星が舞い、一瞬にして現れた喜悦の海に飛び込む直前。

「……ぁ、んっ……ど、して……？」

　秀人が千佳の秘部から顔を上げ、身体を起こした。

　同時に、下肢に与えられていた刺激も遠のき、千佳はあと一歩のところまで見えていた甘やかな頂を手放すしかなかった。

　溜まりに溜まっていた熱がスッと引いていく感覚に、頭がおかしくなりそうだった。

　体内の疼きを、どうにかしてほしい。そんな本心に導かれるように彼を見ると、均整の取れた逞しい肢体の中心で天に向かってそそり勃つ剛直が視界に入った。

　こくん、と千佳の喉が鳴り、秀人が淫蕩な笑みを浮かべる。薄膜を被せた自身を手にした彼は、熱い吐息とともに口を開いた。

「これを見て、興奮した？」

「……っ！」

　咄嗟に視線を逸らしたものの、もう一度鳴った喉が答えを語ってしまっていた。

　クスリと笑った秀人が、「可愛い」と囁く。

　その言葉が千佳の鼓膜に届いた直後、秘裂に肉棒があてがわれた。

「……俺の、欲しい？」

　凄絶な色気を纏って千佳を見下ろし、秀人がゆるりと微笑む。どこか余裕なさげに息を吐きながら動かされ、千佳は甘切ないため息を漏らした。

「はぁ、っ、ん……ほしい……。ねぇ、いれ、て……」

　彼に息を合わせるように身体を揺らし、男性らしい厚みのある腰に脚を巻きつける。

　自分がどれほど卑猥な真似をしているのか……なんて、千佳は微塵も考えていなかった。理性が溶けた思考は、痴態を見せている事実よりも、愛する人の欲望を受け入れる想像に侵されていたから。

「……本当に、壊してしまいそうだ……っ！」

　秀人は、劣情に塗れた恍惚の面差しで呟くと、猛った雄の象徴で一気に姫洞を穿った。

「ひぁっ――ッ！」

　喉をさらして声を引き攣らせ、あまりの衝撃に彼に絡めた脚がベッドに落ちる。

　けれど、秀人はそれに構わず千佳の脚を抱えると、身体を折り曲げるようにして重なってきた。淫裂に雄幹の付け根がぴたりと合わさり、最奥の壁をグリグリと抉られる。

「あぅ……んっ……んんっ、ああっ……ッ」

　肉襞を掻き分けるように隘路を嬲る雄棒は、暴力的なほどの強さで媚肉を掻きむしり、ゴリゴリとこすり上げていたぶり、千佳を容赦なく責め立てる。

　淫猥な空気を纏う室内に響くのは、ふたりの下肢が奏でる水音と千佳の甘い声。

　おおよそ日常では聞くことのないふしだらな音たちは、どこか遠くで聞こえている気がするのに、しっかりと鼓膜を犯してくる。

　狂暴な雄竿は、留まることを知らないとでも言わんばかりに、蜜孔を激しく抉り続けた。

　灼熱の楔を咥え込む柔壁が、それに応えるようにねっとりと絡みつき、決して離すまいときつく締めつける。

「ひぅっ、あぅん……ッ、いいっ……あぁっ！」

　壊れた機械のように嬌声を零す千佳は、激しい喜悦が四肢に広がっていく感覚に爪先が丸まり、行き場のない手で枕をぎゅうっと握った。

　グチュッ、ジュプッ、と響く蜜音。合わさる肌の感触。彼の汗と雄っぽい匂い。五感のすべてが、淫らな情事に奪われていく。

　揺れる天井が靄を纏うように白み、涙と愛欲に塗れた顔を左右に振って快感を逃そうとした。

「ハッ、千佳……！　ちゃんと、ッ……俺を見ろっ……！」

　艶めかしい声で命令され、千佳は脳が痺れていく中でも従順さを見せた。

　全身の血液が、沸騰するように熱い。それがうねりとなって四肢に駆け巡り、とどめとばかりに最奥をガツンッと穿たれると、愉悦の海底に叩き落された。

「ぅぁ……？　っ、ああぁぁぁああっ――！」

　脳芯まで痺れるような深い絶頂に、千佳が身体を大きく痙攣させる。

　蜜口から隘路、そして子宮までもが激しく轟き、秀人の欲望を根こそぎ飲み込もうと雄芯にきゅうきゅうと食いついた。

「うっ……あぁ……ッ!!」

　彼は、腰をぶるっと戦慄かせながら淫靡な声を零し、薄膜の中に淫欲に塗れた性をたっぷりと吐き出した。

　雄杭がドクドクと震え、薄膜を突き破ってしまいそうなほどの勢いで愛欲を叩きつける。その艶めかしくも生々しい感覚に、千佳は恍惚混じりの笑みを浮かべた。

　刹那、千佳の身体がきつく抱きしめられた――。
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「うぅ……。絶対に聞こえたよ……」

　すっかり陽が沈んだ頃、ベッドの中に千佳の泣き言が落ちた。

　甘く激しい情交のあと、秀人は狭いバスルームで千佳の身体を洗ってルームウェアに着替えさせ、髪まで乾かしてくれた。

　指一本動かす力もなかった千佳は、羞恥を抱きながらもされるがまま過ごしていたのだが……。ようやく気力が戻った今、我に返って絶望に近いものを抱いていた。

　隣人の女性とは、挨拶を交わす程度の関係である。しかし、絶対に聞こえていたであろう激しい声をなかったことにして住み続けられるほど、図太くなれそうにはなかった。

「もう顔を合わせられない……っていうか、ここに住めないよぉ……」

　別に、秀人だけが悪いとは思っていない。千佳だって途中からは自ら求めていたし、もっと言えば自身の性癖もはっきりと自覚してしまった。

　気に入っていた自分の城と別れるのは寂しいが、もうすぐアパートの更新時期だ。

　いっそのこと、秀人のマンションに近いところに住むのも悪くはないか……と前向きに考え始めていた時、隣で横になっていた彼がふっと笑った。

　呑気な素振りに唇を尖らせたくなるが、もう開き直ってやろうと息を吐く。

「じゃあ、うちに住めばいいよ」

　ところが、唐突に持ちかけられた思いがけない提案に、千佳は目を皿のようにしてぽかんとした。人間、予想もしていない言葉を与えられると、思考は止まってしまうものだ。

「別に驚くようなことじゃない。俺は、ずっと考えてたよ」

（え……？　嘘……？　それって、同棲ってこと、だよね……？）

　脳内で処理し切れない情報をどうにか噛み砕こうとしていると、秀人が千佳の身体を優しく抱きしめた。

「同じ家に帰れば、寂しい思いをさせなくて済む。それに、いつだってこんな風に抱きしめられるだろ」

　甘やかな笑顔を向けられて、千佳はなんだか泣きそうになった。嬉しいけれど予想外過ぎて、そして幸せで、思考がキャパオーバーになってしまいそうだった。

「ただし、俺に毎晩抱かれる覚悟はしておいて」

　どこかふざけたように、それでいて本気の声色が鼓膜をくすぐってくる。

「の、望むところ……です」

　彼の顔を見ながら返せば、多幸感に満ちたような笑みを向けられた。

「これからどれくらい乱れてくれるようになるのか、楽しみだな」

　余裕そうな秀人に、千佳の鼓動がドキドキと騒いでいた。

　艶めかしい囁きに疲労感いっぱいの身体が震えそうになったのは、自分だけの秘密にしておこう、と誓う。

　けれど、もしいつものように彼に見透かされていたとしても、ちっとも構わない。

　幸せいっぱいの千佳は、未来を想像して満面の笑みを浮かべた。

　砂糖をたっぷり溶かしたようなふたりの幸福な時間は、いつまでも終わることはないだろう――。






エピローグ








　季節がぐるりと回り、暦が九月を迎える頃。

「おかえり！」

　いつものように玄関先まで出迎えにきてくれた恋人に、秀人は優しい笑みを向けた。

「ただいま」

「今日は八百屋さんでトマトをおまけしてもらったから、ミートソースを作ってみたの」

「ああ、それっぽい匂いがすると思った。急にお腹が減ってきたよ」

　得意げに笑った千佳は、最近見つけた八百屋で買った野菜で料理をするのが楽しみらしい。その恩恵を受けている秀人は、彼女の話に耳を傾けながらネクタイを緩めた。

　

　千佳と同棲を始めて、半年が過ぎた。

　その前から半同棲のような形を取っていたため、彼女の退去時には家電や家具以外のほとんどの荷物を運び終えており、引っ越しは簡単に済ませることができた。

　今春、異動の辞令が下った千佳は、六本木店からオープンしたばかりの表参道店に配属され、ちょうど通勤が便利になったと喜んでいる。

　ちなみに、新店舗のメンバーは彼女を含め、売り上げ上位の店舗から集められた選りすぐりのスタッフばかりである。

「この間、麻ま紀きさんとランチに行ったイタリアンのミートソースがすごくおいしくて、そのお店の味に近づけるように頑張ってみたんだ」

　その中のひとりの中なか本もと麻紀と気が合うようで、千佳はよく彼女の話をしていた。麻紀は、もともとは秀人の担当エリアの店舗にいたため、秀人も彼女のことは知っている。

　年齢は千佳より一歳上だったはずだが、千佳は面倒見がよく仕事ができる麻紀を慕い、プライベートでも遊んでいるようだった。

　最近では、麻紀の親友も含めて三人で飲みにいったとまで聞き、千佳のコミュニケーション能力に舌を巻いた。

　下着が好きで、対人スキルが高い。そんな千佳にとって、ハニードロップでの仕事は天職だろう、と彼女を見ながら改めて思った。

「そういえば、来週はうちの店舗に来るんだよね」

「ああ。オープンから五ヶ月が経って、そろそろ売り上げが落ち着いてきたし、今の様子をベースに今後のことを考える必要があるからな」

　秀人は、期間限定で担当していたエリアでもしっかりと結果を出し、元いたエリアの担当に戻った。

　本来なら表参道店は隣のエリア担当の管轄だが、前出の結果と新店舗であるということを鑑みて、専務直々に指名が入り特別に担当することになった。

　そんなわけで、奇しくもまた千佳が配属された店舗を受け持つことになり、相変わらず公私ともに顔を合わせる関係が続いている。

　上司という立場上、恋人であるからと言って甘やかすことはできないが、彼女自身もしっかりとオンオフを切り替えてくれるため、仕事がやりにくいということはない。

　そういうところを見ても、自分は人を見る目があったな、と思う。

「秀人さん、聞いてる？」

「聞いてるよ。来週のことだろ」

「そうじゃなくて……。新しくうちに来たバイトスタッフの女の子、すごく可愛いよねって言ったの」

「ん？　ああ、大学生の？」

「……うん」

　なにか言いたげな視線に、秀人の唇が吊り上がる。

　千佳の考えていることは、だいたいわかる。

　その若くて可愛いバイトスタッフが採用直後から秀人に猛アプローチしているのは、スタッフの間で周知の事実である。

　もちろん、秀人自身はまったく眼中になく、むしろ場を弁えないその子に迷惑していると言ってやりたいくらいなのだが、千佳はどうにも心配が絶えないようだ。

　秀人の心変わりを懸念しているというよりは、ただの可愛い嫉妬だろう。そんな心配は必要ないと以前にも伝えているが、こうして妬かれるのは悪い気はしない。

　控えめながらも嫉妬心を見せる彼女に、征服欲が満たされるからだ。

（まぁ、本当に妬く必要はないんだけどな）

　だいたい、千佳は知らないだけなのだ。

　なに食わぬ顔で紳士的に仕事をしていた秀人が、彼女が自分に目を向けるようにさりげなく仕向けていたことを――。
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　千佳と出会ったのは、彼女が六本木店に配属された直後のことだった。

　当時、ハニードロップの新入社員だった千佳は、エリア統括マネージャーの秀人から見て、同期たちの中で一番やる気があったように思う。

　ハニードロップのヘビーユーザーだと公言した通り、彼女の自社製品の知識の豊富さには驚かされ、第一志望の就職先だったというのも納得できた。下着そのものへの基本的な知識も持っており、研修での評価は同期の中で誰よりも高かった。

　六本木店の店長いわく、千佳は休日になると勉強のために他社製品のリサーチに出かけるのだとか。

　その理由を彼女本人に訊いてみると、『商品そのものはもちろん、ディスプレイや接客、店内の雰囲気に至るまで、とにかくなんでも参考にしたい』とのことだった。

　日々の努力を実らせるように、千佳は誰よりも早くメキメキと成長していった。

　最初のうちはクレームを受けたことや失敗もあったが、他のスタッフに比べればその回数は少なかったし、彼女には失敗からも学ぼうという前向きな姿勢があった。

　定期的に店舗に顔を出す秀人にとって、スタッフの成長が楽しみのひとつなのだが、中でも千佳の仕事の成長ぶりを見られることが嬉しかった。

　そんな彼女に好感を抱くまで、そう時間はかからなかった。

　秀人には、社内恋愛はもちろん、バイトであってもスタッフと恋愛関係になる気など、毛頭なかった。

　現場は女性スタッフばかりのため、むしろ常にきっちりと一線を引くように意識していた。そうしなければ、恋愛感情を向けてくるスタッフたちとトラブルが起きる恐れがあったし、なによりも仕事に支障を来すことは避けたかったからである。

　ところが、千佳のことになると、つい気にかけてしまう自分がいた。

　贔屓や特別扱いをする気はなかったが、仕事にかこつけて声をかけたついでに軽い雑談を振ってみたり、彼女にだけこっそり差し入れをしたり。とにかく、なにかと理由をつけて接点を持とうとし、周囲に悟られない程度に距離を縮めていった。

　千佳自身も少しずつ打ち解けてくれ、よく笑ってくれるようになった。

　ふたりきりになる機会があれば、おすすめの映画や好きなアーティストのことを話し、時にはお気に入りのランチのお店を教え合い、新しくオープンする他社の店舗の情報を共有したこともある。

　彼女が特に食いつくのは決まって仕事関連の話題ばかりだったが、そういった時の会話が白熱していくのは楽しかった。

　定期的に行う面談の際、最終的には本社勤務を目指していると千佳から聞けば、『君ならできる』と彼女の背中を押した。

　多少の私情はあったかもしれないが、千佳ほどの努力家ならいずれ希望は叶うだろう。

　秀人にその力添えをする権限はないものの、『いつでも相談に乗るから』と伝えた心の中では、わりと下心があったのは自覚している。

　上司と部下という間柄でありながら、そうして徐々に距離を縮めていた時、期間限定で別のエリアを担当する話が持ち上がった。

　正直、自身に白羽の矢が立ったことは光栄に思い、今後の評価にも関わるため、全力でやる気はあった。

　しかし、せっかく時間をかけて彼女の気を引くように仕向けていたのに、ここでエリア担当から外れるというのは期間限定であっても不本意だった。

　そこで、誰よりも早く、千佳だけに『まだオフレコだがしばらく別のエリアを担当することになった』とこっそり教えてみた。

　その時の彼女の表情は、とても悲しそうで寂しそうで、密かにほくそ笑んでしまった。

　ゆっくり時間をかけて甘い蜜を与えた甲斐があったと、本気で思った。

　秀人の願望を叶えるように、次に会った日に千佳が告白をしてきた。

　緊張と羞恥に満ちた涙目は秀人の嗜虐心をそそり、『私じゃ釣り合わないと思いますが……』と自信なさげに眉を下げた顔が可愛くてたまらなかった。

　そのくせ、彼女は『でも、絶対に玉木さんに釣り合う女性に成長します！』と言い切るものだから胸を打たれ、必死に想いを伝えてくる姿に愛おしさが込み上げてきた。

　秀人は自分も同じ気持ちであることを告げ、千佳を大切にしよう、と人知れず誓った。

　とは言え、新しく担当したエリアは予想以上に深刻な数字を叩き出し、収益を回復させるには一筋縄でいきそうになかった。

　接客の基本から見直し、ディスプレイや商品の説明の仕方に至るまで、とにかく欠点を洗い直したが、もっとも苦労したのはスタッフの意識改革だった。

　前任から報告は受けていたが、収益率が高い店舗と比べると接客に対する意識があまりにも低く、スタッフの接客態度には不親切な面も多かった。

　正直、呆れてしまったほどだ。

　面談を繰り返し、研修で習うような初歩的なことを丁寧に教えていくのは骨が折れ、ストレスが溜まった。

　けれど、そんな中でも千佳と会うと癒され、仕事の話になれば彼女の向上心や意欲に脱帽し、自分ももっと頑張ろうと思えた。

　千佳がいなければ、この時のストレスは上手く発散できていなかったかもしれない。

　一方で、彼女とゆっくり会う時間がなかなか取れないことが別のストレスとなって、公私ともにフラストレーションが募った。

　できることなら早々に成果を上げて、仕事が落ち着いた頃を見計らって同棲を持ちかける予定だったのに、その目論見は叶うどころか遠のくばかりだった。

　最終的に、初めての旅行の帰りに同棲の話をしたところ、千佳は予想外だったようで驚いていた。秀人にしてみれば待ちくたびれていたくらいだったのだが、彼女の表情を見た時は性急だったかと焦りかけたほどだ。

　もちろん、それは不要なことだとすぐにわかったのだけれど。
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　十一月に入ると、ハロウィン一色だった街はクリスマスカラーに変わった。

　早くも年末を想像させられる景色を彩る空気は、凛と冷たい。

「秀人さん！」

　不意に、明るく可愛らしい声が響いた。

「ごめんね、待った？」

「いや、俺も今着いたところだ」

　煌々とした光を放つ街は、夜だということを忘れさせそうなくらいに明るい。喧騒に包まれた雑踏の中で、秀人は千佳の手をそっと取った。

　今日は、千佳の二十五歳の誕生日である。

　お互いにこの日は仕事を休めそうになかったため、先月末に一足早いお祝いとして大阪旅行に行き、彼女の希望でテーマパークと食を楽しんだ。

　あの時は、串カツやたこ焼き、お好み焼きといった大阪のソウルフードを満喫し、文字通り食い倒れたのだが、今夜は有名高級ホテルの最上階に店を構えるレストランのフレンチを予約している。

　千佳には詳細を話していなかったため、レストランに着くと目を丸くさせたあと、程なくして感激の表情で喜んでくれた。

「ワインは少し強めのものを頼もうか」

「うーん……でも私、ワインはすぐに回っちゃうし」

「心配しなくてもいい。今夜は部屋を取ってあるから、気にせず飲めばいいよ」

「えっ？　この間、旅行とネックレスをプレゼントしてくれて、今日はディナーを予約してくれたのに!?　嬉しいけど、ちょっと贅沢過ぎるよ……！」

「誕生日なんだ。今日くらい贅沢すればいい」

　彼女は困惑を見せていたが、「俺も楽しむから気にするな」と笑顔を向けると、嬉しそうに頷いた。

「ありがとう」

「どういたしまして」

　ワインはペアリングでオーダーし、まずはお祝いの言葉を添えてシャンパンで乾杯した。

　頼んでおいたコースに舌鼓を打ちながら、気づけば仕事の話で盛り上がっていた。

　いつの間にか仕事の話題に及ぶのは日常的によくあることで、千佳の誕生日だというのに本人は相変わらず仕事のことばかり考えているようだ。

　今年は、新店舗のオープニングスタッフに選ばれたために断念したが、そろそろ本社勤務を希望したいらしく、ここ最近はその話ばかりしている。

　店舗スタッフが本社勤務になるためには試験が必要だということもあり、勉強も始めているようだった。他にも、配属されている店舗の店長の評価とエリア統括マネージャーの秀人の評価も重要になってくるが、こちらはもちろん贔屓目なしに大丈夫だろう。

　秀人は、自身が仕事人間であると自負しているが、千佳も相当なものだ。けれど、そんな彼女だからこそ、お互いを高め合っていけるのだと思う。

　そう――これからも、ずっと……。

「千佳」

　ようやく話が一段落した頃を見計らい、秀人がおもむろに千佳を呼んだ。

「生まれてきてくれてありがとう。君と出会えて、とても幸せだ」

「秀人さん……。私も、秀人さんと出会えて幸せだよ」

　彼女は、ほんの少しだけ泣きそうに眉を寄せながら笑みを浮かべ、秀人を真っ直ぐ見つめた。

　その時、ちょうど運ばれてきたデセールのプレートが千佳の目の前に置かれ、続けてウェイターが「お連れ様からのプレゼントでございます」と真っ赤なバラを一輪差し出した。

　茎に白いリボンが結ばれたバラは、今が一番の美しさであることを物語るように咲き誇っている。嬉しそうにそれを受け取った彼女が、はにかんだように微笑んだ。

　ウェイターが早々に立ち去り、ふと視線を下げた千佳がプレートに書かれた文字を追った刹那、顔いっぱいに驚きの色を浮かべて静止した。

「え……？」

〝Ｗｉｌｌ　ｙｏｕ　ｍａｒｒｙ　ｍｅ？〟

　ことん、と音が鳴る。

　彼女が顔を上げると、新雪のようなテーブルクロスの上に小さな箱が置かれ、そっと開かれた。

「俺と結婚してください」

　秀人の優しい笑顔を前に目を見開いた千佳は、間もなくしてこれまでで一番幸せそうに破顔した――。
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　こんにちは、桜さくら月づき海み羽うです。

　このたびは、『淫らな恋人の溺愛は要注意～俺に毎晩抱かれる覚悟しておいて～』を読んでくださり、本当にありがとうございます。

　今年二月にＴＬデビューをさせていただいたばかりですが、早くも三作目のご縁をいただくことができ、とても嬉しく思っています。

　これもひとえに、いつも温かく見守ってくださっている皆様のおかげです。

　

　今作は、ランジェリーショップを舞台にしたお話でした。

　以前から挑戦したかった設定だったのですが、ランジェリーそのものも楽しんでいただけるようにするには、ベッドシーンのない作品ではなくＴＬジャンルの方がより活かせそうだったので、別名義では書かずに密かにずっと温めていました。

　実のところ、ＴＬデビュー作よりも加筆修正が多くて泣きそうになった……という苦しい思い出もあるのですが、書いてみたかったものを書けたので嬉しかったです。

　ちなみに、『Ｈｏｎｅｙ　Ｄｒｏｐ』というブランドは、前作『三島夫妻はもっと淫らに愛し合いたい』のヒロインの親友、麻紀も働いている職場です。

　前作ではブランド名は出していませんが、ヒロインである美紅は、ハニードロップで購入した下着を身に着けています。

　

　最後になりましたが、今作でもご指南くださった担当様、素敵な機会をくださった濃蜜ラブルージュ様、本当にありがとうございました。

　表紙イラストを担当してくださった逆さか月づき酒しゅ乱らん様、美麗な秀人を描いてくださり感激でした。表情も身体もとてもセクシーで、ドキドキしてしまいました！

　そして、いつも応援してくださっている皆様と今これを読んでくださっているあなたに、精一杯の感謝の気持ちを込めて。

　本当にありがとうございました。

　また、どこかでお目にかかれますように――。






桜月海羽









【著者紹介】

２００８年秋頃から別名義でＷｅｂ小説を書き始め、２００９年にデビュー。

２０２０年２月に桜月名義でＴＬデビュー。

執筆のご褒美は、アイスとフルーツ。愛犬と眠る時が至福です。






濃蜜ラブルージュ

淫みだらな恋こい人びとの溺でき愛あいは要よう注ちゅう意い

〜俺おれに毎まい晩ばん抱だかれる覚かく悟ごしておいて〜



2020年9月 ＥＰＵＢ版発行



■著　　者　桜月海羽

■イラスト　逆月酒乱

■企画編集　エースクリエイター

■デザイン　BELL'S GRAPHICS



発行者　久保田裕

発行所　株式会社パラダイム

〒166-0004

東京都杉並区阿佐谷南1-36-4 三幸ビル４A

TEL 03-5306-6921



©MIU SAKURAZUKI ©著sakazuki shuran









この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。









●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。









[image: ]













[image: ]








item/navigation-documents.xhtml






目次





		目次



		プロローグ



		一



		二



		三



		四



		五



		六



		エピローグ













Guide





		表紙



		本編



		目次











item/image/cover.jpg
LEEER





item/image/p1-cg.jpg
EORBADOWEIIERE
~EBICEREIPNAEBLTBWVWT~

RN






item/image/ad01.jpg





item/image/ad02.jpg





